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田中 婦郎  

第8号科学衛星A S T R O － Bは「はくち⊥ う」に続く、Ⅹ線天文観測衛星である。   

「はくち上 う」は小型ながら、Ⅹ線／くルサーやⅩ線バースト現象の観測に日覚t し   

い活躍な果してきた。これらのⅩ線量の正休は実は中性子畠と呼ばれる極めて特異な   

天体である。「はくち⊥ う」の篇果は、この中性子星と、その極限的な環境で起る諸   

現象について、様々な疑問を掘り起しつつある。   

A S でR O － B ミ ッう／，こ／の主要課薩は、これら中性子星に係わる間臨を更に深く追   

求L、解き明かすことにあるといえよ う。又その過程にも う一歩先の重要な間庖を新   

たに掘り起すことになろ う。   

その為には、Ⅹ線量の明るさの時間変動やスペクトルの詳細を調べることが必須であ   

る。この目的に従って、主要Ⅹ銀嶺測装置と しては、新たに開発された大面積の埜光   

比例計数管が塔載され、「はくちょ う」に比べて感度とスペクトル分解能は大巾に改   

善きれることになる。又、広い天空を見張っていて、Ⅹ線量の出現消滅や変化を監視   

するアダマールマスク という新しい技術や起軟Ⅹ線の反射集光望遠鏡が初めて搭載さ   

れている。■ 更にガンマ線バーストと呼ばれる正体不明の天体現象も記録出来るよ う改   

良が加えられた。  

この様な性能を持つA s T R O－Bの観測対象は、銀河系の中のⅩ線星に止まらず、   

遠方のⅩ態銀河にも広がることとなろう。Ⅹ綾錦河の中心核り振舞は謎に満ちており、   

その正体は全く未知である。A S T R O －Bのもたらす結果は、更忙A S T R O－C   

に受けつがれ、その意義を大いにたかめるものとなる。  

A S T R O － 8は、又国際的にも、19 8 0年代中期の数少いⅩ椴天文衛星の一つ   

として貴重なミ ッシ。ノであって、その意味で・も関係各位の熱意を結集して是非共成   

功させたいと念願している。  

この中間報告専はA 

大いに活用され，計画の遂行に役立てられるよ う望んでいる。   





線   鯨  

1． ミ ッ シ ョ こ／  

窮8号科学衛星A S T R O－Bは、昭和5 8年2月鹿児島宇宙空間観測所からM－  

3 S－ 8 ロケットにより打上げられる予定で、現在フライトタイ プモデル（F］M）の   

製造が行なわれている。A S T R O－ Bは、宇宙Ⅹ綴観測の汎用天文台の機能を有し   

特に銀河Ⅹ碩源について極力統計のよいスペクトル変動を観測することを目的として  

いる。この衛星は近地点約 5 5 0伽、遠地点約8 50馳、軌道傾斜角約8 0鹿の軌  

道に打上げられる予定で、この軌道上で太陽電池パドルを展開し、観測日標のⅩ療源   

に、スピン軸方向に取り付けたⅩ態望遠鏡（カウンター）を向けるよ うに姿勢を制御   

し、観測をおこなう。  

搭載観測機器は以下の通りである。  

1） 螢光比例計数管 （S P C）  

乏）トラノンコLント・ノース・モニタ （T S】M）   

8）z軸ミラー （ⅩFC）   

弔歎射強帯モニタ泉ガンマ線Jヾ一スト彼氏暑（RBM／GBD）   

5）スターセンサ  （S T S）   

（注）spc：Sc土nt土11at⊥on proport土onalCounter  

TS机 ； Transient source Monitor  

XアC ： X－ray Focusin9 Collecto工■  

RBH ： Radla亡ion Belt Honito工  

GBD ： Gamma－RaY Burst Detector  

STS ： Star Sensor  

已． 衛星の諸元  

1）外  形：1．10 4mm（対辺寸法）×8 9 5mm（高さ）の略八角桂  

但し、太陽電池パドル、アンテナは除く。  

パドル寸法 8 6 0mm x 8 0 0mm。（4枚）。   

2）玉  虫‥ 約2†5毎   

3）軌  道： 近叫点約5 50肋、遠地点約6 5 0随  

軌道傾斜角 約3 0慶  
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周  期 約■9 e十分   

4）ミ っ．シ≡】ンライフ ：12ケ月以上   

5）打 上 げ：  

打上げ予定  昭和5 8年2月  

打上げ場  鹿児島宇宙空間観測所  

（K S C）   

6）電  力： 約14・O W（太陽電池発生電力）  

図－1に外観図を話す。  

8． 熱・構造系  

衛星の構造系は大別すると構体本体と、パネル類で構成されている。構体本体は、   

スラストチューブ、主柱を中心構造とし下部、上部シェルフを斜部材、支柱で支持し   

た2段テッキ構造である。  

また、パネル猿は側面パネル、下部パネル、底部パネル、上部プレートおよび太陽   

電池パドルから構成されている。   

観測機器の大部分（S P C．T 

ュルアに実装されており、熱稲射を抑える目的からセンサー上部にプレ丁トを配置し   

ている。  

太陽電池パドルは4放で構成され、衛星の4つの側面に取り付けられており、リリ   

ース機構の開放によウスプリ ングの力で4枚のパドルが同時に展開される。又、太陽   

偉射圧K：よって衛星姿勢がドリフトすることを防止する目的からパドルは100 のキ   

十 ソト角を持たせて側面托取り付けている。  

搭載機器のうち、蓄電池（B A T）にヒータを用いている点を除いて、衛星の温度   

制御は受動型であり、黒色塗装、白色塗装、パフ研摩による表面処理とサーマルバリ   

アによ って行っている。   

搭載機器と各重量を表－1K許す。  

4． 衛星姿勢制御系  

A S T R O－Bの姿勢制御系はその観測目的から、スピン軸と平行に、衛星上部に   

取り付けたⅩ態カウン′クー類を太陽スピン角の許す範囲（衛星下面より士800以内）   

で、天空上の任意の方向に指向させる必要があり、また衛星スピンレートを0．0685．  

0・．13？， 

遂行する為に、姿勢検出系としては，デジタルサン1三ンサ．フラックスケ㌧一卜磁力計   

レート横分ジャイ ロを、アクチュエータ と しては、スピン軸方向の制御用こM A C コイ  
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ルを、スピンレート制御に、スキャ ンホイール，M U L Dコ イルを搭載したバイ アス   

モーノ こ／タム 方式の姿勢制御系を採用している。  

A S T R O －8では低スビ／レート を実現する為に宇宙研の科学衛星としては始め  

てレート積分ジャイ pを搭載する。この出力でスキャ ンホイ ールの回転数を制御する   

方法により、安定な低スヒーノレート制御を行う。  

また、スピン軸方向制御は過去の科学衛星同様プロ．グラムタイマ（ディ レイ コマン   

ド）を利用したオープン制御である。この制御則は予測軌道、姿勢データから、駒場   

の大型計算機によって作成され、プログラムタイ7把笥き込まれる。このオープン制   

御の他に太陽スピン角が異常になった時、衛星を電力、熱的に安全な方向にスビン軸   

方向制御を行うク ローズモードもノくツタ7ップとLて有する。  

尚、ニ ューテーシ  ョ こ／のダニ／とごングの為にシリ コ ンオイルをフル充塀Lたニューテ   

ーシ′  ヨ ン／ダニ／ノを採用したこ と も特徴の1つである。  

5． デー タ処理系  

データプロ・セ ツサは衛星内の各観測機器から送られてく るデータKついて、カウ ン   

ト数の集積や時間付け等を行う と伴忙、各サブシステム及び衛星各部の状態情報（ア   

ナロ グn K，デジタルH K）を共通情報と して処理窮集する。  

この編集されたデータほ、実時間データ と してテレメーク系を通して地上に伝送さ   

れ、又蓄積デ【一夕 と してデータ レコーダ（容量之 O M bit B）に記録きれ可視時間   

に地上に送られる。このデータ転送レートは、実時間データでは8，19 2 b p 8と  

声．0 4 8 b p sをデータ レコーダ再生データと しては32，788b p8を採用している。  

なお、スビ／レート計測用のサン′1二こ／サ信号、Yo－Yoのリリース時間差計測信号、  

加速度計測信号、スターセンサの信号はFM伝送モード、IRIG♯15チャネルを  

利用し、それぞれを要求に応じて切り換える方法によ り アナロ グ値伝送を行う。  

6． アンテナ通信系および連用制御系  

通信系はV h F（148M H毛布アッ プリ ンク／1a 6Mli乙苛ダウンリ ンク），   

U H F（4 0 n M H z帯ダウンリ ンク），S′ミン′ド（2，2 8G H乙 ダウンリ ンク）の   

aつの通信回線で構成されている。  

地上局からの14 8M H z帯コマンド信号はV T A N T（全方向性），C M R C   

M Dを通して符号解読され、A D 9～15，E Xl～15のP U S H P U L L  コ   

マ ンド信号と して各機器に送られ、制御する。  

P Rでは”1” 【0”データ コマ ンドによ り P R T内蔵のノ■モリーに章き込むと   

同時に、その内容はスタート コマン／ドKより解読を開始し、設定時刻にA C E等の各  
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機器にディレイコマンドとして送出する。A S T R O－Bでは運用の．長期化を考慮し  

てP R Tの制御時間を今迄の之倍（17時間）と した。またD Pは14 ビットからな   

るPIコマンドの上位6 ビットを解読し、該当するPIk8 ビ，トの制御信号を出力  

し、観測モードの制御を行う。  

実時間コマンドのうち、電源系、姿勢系の制御および観測機嵩の高圧O N制御を行   

うコマンドほ、ノイズ等による誤動作な防止する目的から、テレメーク・コマンI∴信   

号処理装置（T C S）を経由して動作する2重コマンド構成をとっている。  

各機器のコマンド制御項目を表－ 2に示す。  

1壬！6 M H ヱ帯ダウンリ ンクは追跡用のビーコ ン送信機であり、U H Fと Sノミンド   

送信機は実時間P C MデータとD R再生データ■をどちらの送倍機でも運用できる様に   

冗長構成され、モードを選択できる様になっている。  

U H Fア／テナ．Sノベン／ドアソテナは衛星の上下面にそれぞれ実装されており、太   

陽電池パドルによる利得パターンの低下に応じ、地上からのコマ ンドによ り使用アン   

テナを選択する。  

シーケ ンスタ イマ（E P T）はロケ ット側タイ マーによ り スタートを開始し、M －   

8A点火、衛星分離、点火系アーミ ン／グなど軌道投入までの制御を行う。  

ワ． 電 源  系   

太陽電池パドル（S C－P）は、之×2（初のN／P型シリコン太陽電池素子乳448  

放から成り、ブロ ッキングダイオード部を通して約1ヰO W（一β芦 ＝1800）の電力  

を衛畠内、各機器並びに12A Hの蓄電池（B A T）に供給する。B A Tへの充電モ   

ードはフル充電とトリクル充電の2つのモーードがある。これらのモード切換え制御ほ   

8A Tの電圧、温度の検出からP C Uで自動的に切り換えるA U T Oモードと地上か   

らのコマ ンドによ り切換えるM A N U A Lモードとがある。  

また、電源系にはB U S電圧の上限を制御する為にシャ ントディ シベータを持ち、   

B A Tの過放電を防止する為に、B A T端子電圧の低下を検出しTCsを通して全pI   

をO F FするU V C（U n d e r V olt8g e C o n t r ol）機能を持っている。  

負荷へ安定な電圧を供給する為にコ ンバータは2台で構成され、CNV－1は士12   

V．＋ 5V．＋15VをC N V一旦は十2 8V，＋5 3Vを非安定な8tJS電圧（17   

～2 4V）から発生し、接続回路を通して分配する。  

なお、B A Tは温度条件がクリティ カルである為、コマンドにより ON／OFF 制御   

可能なヒータを持っている。   
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回路恕  

デー9っ粗壁姜小計  ほ：甘3   
A∝一己   

昼命  血  葡春名弥   加島 貞一わ  酪号  ′コ三ぎ  

口  コマンドデューケ、  NEC  C〃D  フβ3と   

通  

椅  
3  シーケンユ舛マ泉  打曝   （ユ、‘叫  

シ・T冗タイマ  E拝・SA          J．！沖g  

蕎   与一仰代亀嫁  印卜汚  aユ柑  

リし一品ワス  軋－80X  〃．ggO  

崖周知楓ノト計  組  
1  囁刀乳御意   腫乙   0．qIり  

車力制御部  PCU  

％オ回路斡  甜肺－∈  成田7   

唱  叫オ抵柾幹  HNトR  0．ム3う  

ユ  睾垣氾長   ル白＝   （仏灯ノ  

漁  
Jヾ、Y亨ソ  βAT          J／．サ  

Jヾり可口端7  帥ト」  ∂．75－  

3  コン／（」タ1   〃⊆こ  C〃〉」l  ふ粥0  

奈                                                  ヰ  コリヤー9ヱ   J嶋と  C〟∨づ  J、乍睾  

す  げナ作車線  〟白：  拍・舘  ∽応  

ら  電濾東棟綻屈賂  〃E  J～仁  】．9斡  

田  蜃北港蜃 〟左こ  仲川  J．〃竹  

電線束′卜計  幽   
t  苛詠知御工桝虹ワ  〝占こ  紅∈  J．9占0  

ユ  光磁気雀魯計  判賭  GAS  Q．†りユ）  

センサ串  餌一S  0．】与1  

M峠鶴野  らA－E  ヱ冨20  

ニた キ  

亡γサ帝  SAS一さ  ¢．1拇  

督  
工レク沌二耶伺  ：恥S一言  仇70と  

ヰ  し十頭身ツ1イロ  王事 杓〉サンy  F了匂  3．〔血  

i  ホイール蘇   〟∈こ   （耶叶）  

東  れイーlレ  SWA          ム．7砧  

・・ i  CLA  1．0）富  

ロ  二1一手．シちソ9ンJヾ  〟占こ  NP  二う．6笹  

7  ヨーヨーデスビア  8五■  侮一丁o  J、紬ム   

乱⊥．AST仔0－B解旦蔓草最（ぬ）  
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区分    篠恕遁淋  適さ 冊  晒拷  二L己■■喜  蹄    世各点罰＼   ＿多 メー〝  廊考  牢薔，   
蔓  号  コイル泉   帖こ  0胡ユ）   2  トラフ泌シトX練糸  乾  T5M   

啓  MAこつ爪＞  0、？貼  モニ9  i（；㌫  

魚  MULDつ仙  0．宅間  セ〉サヂ′キ  TS〃－S  ？、0托l  

在  MBC⊃イーレ  ト72急  回旋帝  丁さ【－∈  j．††0  

ヨ ヽ一′                                                  q  脚正マ′指，ト  
幸衛泉′ユ、羞十   ヱ3．劉泣  さ  モ軸ミラー  衆乞  XFC  lト書† 11．％ユ   

撃  N左こ  観  

ユ  大場竜北一叫V恵  〟∈  P♪L  JO．抑ユ  ミラー申  X托－M  j．～∫ヱ  

乳・噸ノト吉「  ヰ乳㍊ユ  力lわ9帝  Ml〟C  封偶   

主催  剃  ガス束  （I．0‘カ  
匪   がス打ンベ、  

共通東／ト計  棟在センサ  1■  

液圧ヤ  

配管束  

呑  

4古，qけ  

‡  

騒）   
ガスわ削如∨  

S陪∧′R8M  SP㌃A  （l叫廻  回路野  3、帖1  

JO．7琶  

観  ■spCヤシサ 融王亀稀． RBM 枝隋斡  0、防  ヰ  スグーセ＞サ   

0．70  字乞  S乃  な慧  

0．qO  センヤ昔P  ST〉－S  今．4弛  

評仁B  加．7鴫  針路笥  ぶ乃王  2、叩ヱ  

■ IO．ワ∫  

0．∫r  泉′トミ汁  堅塁邑  

亘 乳   0▲q8  

SPC－C  βドーこ  ■応ふり  ／でランスて左イト  2．41  

5PCヤ玖RMC  F．隼  

融i電聴  

扱御  

回路帝  0．汀 ¢．ユ0                                          俄雪穐重量      2はユワ1          £コ：沖   

長ユ A5丁抑一B街尊皇畳表ぐ宛）   



A－PAGE  

ON   
5  UFM  S－MO工）  DR  DR  J′1〟  ′′0′一  CAL   REAし  OFF  REP  REC  

6  TMU  TMS  ーANT  －ANT  LOOP  HEAT  MTR2   P－UP  P－UP  B  B  CLS  ON  ON   

7  TMU  TMS  ACCl  ACC  HEEし  RIG  D一日I   ON  ON  ON  MOI）  ROT  CONT   

8  CON〉  BCONV  ACC2  ACC  ULD  GA  mC   ON  OFF  ON  OFF  ALOW  Y  MED   

9  XFC  XFC  SAS  SAS  MULD  MAC  AHM   川Ⅰ  ON  ON  OFF  【E8  LO  OFF   

10  XFC－A  XFBUS  XFC   HXT  ZYT  SPC  RBM  
OFF  OFF  OFF   ON  ON  ON  ON   

11  H〉XFC  H〉G  DNC  H〉TSM  TSM  SPC  SPC   OFF  Eト】A  ENA  OF  
F  OFF  CAL  OFF   

12  

15  

1q  

15  

亥ヱ ASTRO－Bリア／レク仏・コマンドえ（γり  
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B－PAGE  

ED  9  10  11  12  15  1句  15   

2  

5  

句  OFF   

5  
′’RIG  

OFF   

6  
MTR  
OFF   

7  
ACE  ON  SP． 0．5q8  MBC RSET  TACHO   

8  SP  HEEし  ∪しD  ACE      0．157  STOP  川H  OFF   
M£C  mC  SP  MULD  
WRT   Hl  0．069  Hl   

〉HXT  H〉ZYT  VAl  H〉A2  

TSRBM  TSCAL  H〉Bl  HVB2  
DIS  DIS  ON  ON   

PRT  PRT  PRT  
WRT  REAl）  OFF   

養ユ AS珊0一βリアルタイム・コてンド表紙）  
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DELAY COMMAND   

X AT）  1   2   5   q   

1  
MAC  MUしD  MULI）  
⑬   脚力  

2  
MAC  MAC  M〕しD  
OFF  （∋   OFF   

8  
HVHXT  SPCAL  RBFLG  

印叫ト¢歌り（如叫   

凄3  AST印一β ＝帯レイ・コマンド碩目泉  
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第1章 観  測  機  器   





算J皐風刺磯風  

蛍乳仕倒享他藩（5アり並び七亀き及小一  

れマ虜バース†毛＝デー（尺8H佃8p〕  

甲虫粁執和紀姉   

小田・困り膚伊 東ヰ・必轍粁・あゃ研  

絹匿電嵐（麻〕  

7 鹿車   

／97（〉年ノ代の宇宙X確観剰解析旦のラ〃シー■＝‥よって、ズ虎夫文学IJ乾季くの   

思旦をもたらオニと㌦でぎた。ニれlニ劃観＜X≠良夫丈筋邑とレての舶7尺〃－β′ま  

浴見カ、ら滞番組削】二重魚ボ置ガれたものであう。．ここに藤村された蛍光比例計数  

管は、ズ痍象れエネルギースペクトル誓、これまどム新星に1土べて～盾の頼壷ゼ名象  

刺しようと寸うものであぅ。弱いメ線≡痛まで触ー釘能なことと、暗何分靴に打  

、＼ても、二れ書ざの比例計載せ方式の新星に比べz．劣っZ、、け、、．ニのイ亜山∩  

鰯壕右上げぅたれズ動ノトハバ、ソウゲラウンド毛；アーが何点して、、る。  

／・J 5ノ⊃C  

バ∫r尺β－βの5PCJさ、さラーを傭わな、、ズ佼天文学の介・野で、＝れ3で償   

われなかった手法ごゑ商戒のスべクトノし教師の≠一夕卓碑ようとするものであ   

5。5クC′J5⊂／〟亡／仙亡／川 戸叩ク′と′加a／C♂川亡亡r（蛍光比例壱ナ載せ）   

の噺で・、ニれきざゑく虐網さ椚＿て・守＝托比例毒†敦替に上ヒ」トz、工孝ルギー舟解  

能が灼～膚鹿、、ズ矧染出遅臥ゴ、あ弓。面j韓む餅～約♂2クCふ～と、こγし⇒∵ご・の  

比例計一敗ン密告．僚飼した名行色lこ比べてもユ塞色ボな、、大きご℡ある。   

工ネ心ギ＿取直＝J「アイシシ1タイン」ポ嘩刺でき甘かった厳に主力ガ置   

ガれ、～へ6∂〝eア ヒ甘っZ、、ろ◆．このろち、占～7尺eアどノき、戸e 〆）特性ズ  

線の観削が劇綺されう．戸e〆｝j卑怯ズ感一ユ、′銀河団左Iょじめ、朋のベイナり－   

ズ桑象ろ泉カ＼ら朗りざれてい苫ボ、二れきでの比例計鯛の弁解一匹の籍果ぞI才、■洛   

憂ハ成毛出乞い巧い。5PCで／き、戸七のう苛性X森泉のエネーレギ一朝且（イオンイヒ   

しべノレを知う）、強度、時而夜勤持ど、御重里的ノヾラメータを＝九きぞ以上に辞   

しく4阜られう見jムみである．  
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ニのような線ス．ヾクトルビけ手なく、二れ含で比例計教′啓の分解能ゼ碍られ  

Zぞたスペクトルを己丈着オち＝乙にJり、一色稽ハズ≡線濾ハズ線路£蹄緒など痩  

身のあろ夫輝制理わ研究が巧守われる予見ゼあち。   

勧お吋最I‡、専ら銀河案内メ；蜂埼■こ主力ぶ置かれうメ、霧細面巧ご魂、、虐痕  

河黍外メ貞魚戎も椒・Izユぎる卓立〟ざある。  

7・～  尺β′づ・5β∂   

尺β〃（尺a訪d亡′●∂〃 βe化〃ク〝′七orJ且㌦庁β凸（6α椚所久 rり′ 加′∂乙   

♪亡亡ector）？さ、頻出皐透尺β〃－r r7年り・一ぞ8〃－5「5／de）／こJさ～   

っの働ぎを尭啄レZい’ち。   

尺β〝＝才．高専互ヒが大音イ栗岡した比飢斬教督や蛍嵐比例昌†被包ガ．威喝礼   

子の多、、放射線串や地威風乳．く遭遇した晴、￥れろ新教密右故重力、らや冨ため  

ドニ、イ東田ぎれ乙、、い計電圧卓コントb一心す盲ようJこ客観幸甚す言 シスラヘで  

あ■5。  

6㍉β一Dノさ、ニハ尺β〃けノ瓜㌦尺占〃r5）の竣出番が、ゴ、、れ、、約／仇ク尺eワ   

に近いX線鳴噴3～充分なズ椒お廠産を輯フて、、うこと卓如鞘して、い与ば  

lこ、金、く￥〈徒生吏体温げ満船購の和られZ、、巧ヽ、ガンマ線バーストの股立せ才子  

ろものゼ▲ぁ盲。  

J・J新港後車者（宇宙j司学研即打神風）  

蘭ヰ カ者恥  井上 一，   珂阜・城えー   ノ】、山 痛、ま．  

前  者昂，  故長 一夫，  才公溜 勝，   う萄田 知久，  

月岡工 廠丸，   小田 尭金、  ノト〃し魚 名絹， 大橋 隆鼓、，  

碑ヰ 由夫．  和泉 泉，  イ也  

（ガンマ東泉バーストモニターl旦当）  

曲方寸 鹿．，  山上 隆正，  泉♯ 正美， 化  

～ 鷹鼓  

本渡盟I手、ノ〃偶の5戸Cカ、ら万有舌センサー郡（5Pぐ（月ノ・（βJイり）と・イ畠   

考史げ到叩（古P三）に大別されろ。センサー覇＝∴5Pぐ（木上／＝ノき、放射1嘩帝－こ   

入っ た二 乙を毛二・クー甘 さ 尺β〃のノト・壁上セ ンサー（～噛の ゝンテレ一シヲ∑一・カ   

ウンタ＿ノ尺8〃rrい 尺8〃 rS）が属名して、、う。ニれ工トうた、ズ集魚机タト叶前  

車如H＝＝J雲 

バースト・モ＝ニ ダー と しZ グ）牙法官りも」了た寸ユうに壱娃毒十されて＼、ち。  
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イ卓卑久重望音p（5P∈）ノ壬、ノβ唾lの5P⊂且㌦R8Mのイ亭一考丸理と、つマンド   

など、、ふ稽のインター71イスとしてのj史郎萎もって、1う。   

与野♪外赦居座、（凪－～・7）■－（∴虐－～・4Jに禾寸。きた一合野l才ざらl＝  

（轟一 2・I）】ニ未了さち吋一合専一甘から疎ろ。   

回啓奄♂融l⊂・つ、、て－さ、4項・底焼場或の項電鈴陛のこと．  

介  ．名  歌  廓叔  働  秀   

5。P（：（／）  

〝（～J  

〟√∫ノ  

〟（イ）  

5 －P（＝l㌧月」   〟′一月「∫PC泉一弔）  

尺β〃（「ノ（アクタJ  

〃（S）「∫／∂占ノ  

尺β〃－〃レ／（尺1りイ用リ  

適度1＝ンサー（丁■J．－／クノ  

5JPぐ（∫－ノ  

〟r∂）  

」S P亡 く β）   ／  〃「7）  

〃〔βノ  

′ブリーβ  

癌鹿センサー（γ∵ムーノり  

5P⊂（9J  

S戸■⊂ r ⊂’J   ′  〃〔／♂）  

／J〝一C   

5PCイ表号鳳】遼東  

尺β〃 

竜泉回洛中  5  J〉  ど   タβ∂  

インター7エイズ属辞ト  

電き凍泰盛賂  

￥♪イせ突通丘I義ト   

（哉－Z・／）  親 戚 泉  
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（屈・一～・＝ 5♪ぐ r月人外街層  
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（周一～ 一～） S P⊂（β）′ト観l幻  
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（図叫～・j） 5Pぐ（ぐ）タト夜虐】  
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J◆77A鉢  ⊃ ■ クタ  SPE－1  D▲H－†W－～S  －  2    ・ 3    ・  4    ・ 5    ●  6・    7  D【川－iH  1 8  ロ亡H－‖P  9    1 10  

や 1  や  
匝  

や  

や  

－  

・◎ □ 一命四命や   ・軌            l  ■▲～    A＿  

r囲－～・4） 5ノ）g丼飯正I  
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j イ昌・号凍土番  

J・7 3P r ズ線検出j爵  

「り 目的   

．蛍光比例計数管（5タC〕7才、常㌦屈でlゴ、ニれ吉でロケ、ソト、衛温（ひ  

グーj乙り）に惑載された。ニの名菓ズj娘のスペクトル脚・トどlゴロ町「♂二∫7應FJ  

綬スノクト′レの番屋や入魂フレ7一時lニできう 5／，5，声e など、の高砲鹿イ  

オンによぅ碑壮X碑の観剃で威力首雀蜂・し、‡ハ羞鼻叩蜜㌦祉鯛ご外た．  

月5丁尺0－βの5P C／ま．大面減封入型と してノ荊者したもので、百昂、、争諺X  

繰r フリル川 Cね／s 会／∂づ亡亡S／5 ⊂〝～ きブのメ銀魂阜対象と寸る）め名艶  

副官・行うこと吉目的とすう。きたZ－68他Ⅴのエネルギー廠載れX線スペク  

ト′しに屑Lてノブ、ニ少しき 

あう．＝れに才リズ碩バースターやパルジス頼碩1型ハスベクトルの東面変動  

を細り、バースト｛メガさズムを凍ろことぶどき弓▲  

X確ノでルサーれスペクトル安軌吉ノヾルス・71イズに束はて令J打寸言ニヒ  

にJリノデルスの草生の痛手を退兇ござる。二の把り才か′など変動の激し、、  

ズ煮魚里のスペクトル凌軌など、ブラ、、′ウメ一′し，中性子重富」半った厳封泉内  

ズ線意の凋客観剃を行い、高車歳旦わ∋わりのj劾理魂魚盲如ううと寸ぅもの  

ぞあう○  

ノ方変垂れ∩激し、－う岳宙傾頑（良SO，βLLノq亡，色イフ7 一卜儲珂ねど）のJ楕  

懸けスべクト′レ糊り電荷、、、ゼ∧凝埋舶電通衆し、毒窪一に宮子れた￥れらの  

ヰベ破水何物であちカ、富1架ううとdちことも子き盲。更にふ屯β経千e イオ・ン  

の上梓性ス線首巻王して、、る戯所感からのズ銀スペクトルハ脚一に才り銀河歴  

ゎ遜楓，物質啓泉なゴを如り、銀う町の界ク戚ヒ和好の生戎につ、、てのキメかり  

を綿ょうと寸るものであう－  

（a 臆i畳と廃絶   

5JフCの辟色JJ、（画一ヨ・7）′＝ネオようlこX繰入射尭（良／β0ヱ～∂〝）   

と醜右もつガスチェンバl一にズe（∂ロ免）十〟er～0％りの適合ガス室′、～泉   

丘封入したもの涼基本と′了っ，Z、、ろ。  

メ碓ノJ、入射寒｛前曲につく→・匡ニスタ、ソクコりメータ（額野JOズJO戸〟〃〃）   

カ、ら入≠吋才る一 ベリリウム毛並逸したズ線lきがス去イオン化してエネルギー   

を失う。ニのとぎ＿でぎ5電子l才才1健砲にかlTた電場一；きリドリフトして痍   

郵わ上汐l触に卓り透7ろβ ぞの弓壕更に晶、、牙Z電庖I＝ょって相通さナし、ガス   

と街東電細り直しガス藍■浴乳で也る。  
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①入肘喪（8e′〃〃）④セラミ～ク  ⑦才～偲臆‘仝8…アJ  

⑦クオ′しいノ  ⑤補正電場  ㊤丸ブート5月∈S月P∫伊）  

◎尺7∫β7＿〃∫  ⑤ォ】儀一鼓（土偶・“り  

（画一5・†） 5PC♂）舶  
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葡正留施ほ、鵡の方ぞっくられた電子をオ1蜘の、℡きう浸け中央坤ご  

もっZゆ＜Jう1＝曙痢盲補正するた机のもので、あろ▲ オ1・Z観劇の一重蚤  

ば、ニニ～梱る亀子の工孝Jレギーぶ、ガスの奄故はし甘、、が悲喜岳力超する過  

度Iニすろ．   

＝うしZ盟（シン才レ＿ションえ）ボナ命・者竺寸れげ、電子けだれにょろ  

毅のゆらダガけく、JJビれく～空る砲手のゆらぎイ青石（長さβ．Zん〃○包子，  

〟；ノ仁痛か＝さって∵に【じ＝ぎ）＝＝一くらトろ平手句ハ電卓数）ぶ吏ね廠計量となヨた  

掛か寧匪ぶぁが■ち．   

〃eガスの頭身JJま、電子のド■I7ト速度室温机、且っ施政を少く甘るため  

に働く。～∂％の〃eを混合・オると、ドりフト速度け、組絆のズeJニ比べZ  

ゴーヰ借手＜なう。＝の＝れ甘れ線が吼杖されろ癌村－ご才っ了、奄窃オーノ賎ゼ、  

ないため、錫押上∫ろドリフト時間（ズメ負か鼠収された揚打力、ら才一メサシ1  

まブゎ南朝〕れ象左サくすきことぶでさる。従って痛卑の江上り喝何のえも  

少＜でぎる。ニ与すろニヒによっ て′ヾヾノウグランドイ轟号（仕上り【噂屈ボ友ガ  

フZ、、る）と竣許多弁別寸ることが省きる．   

がスヰで碁蚤レた尤】享、′7♂β一～／β♂♂月／エビークセもって、、香たゎ、ニの  

岩の速適性の鼻、、鮎彼専から取り出し、オ軌二戸－Teサらe乃〆を拙ナ  

て可報え1こ盃頑して温顔の芝電手相膚背（東森子レビ髄，尺ノラ叩－ク∫斬邑  

仏様＝♪身る。  

工ネ／レギ一分・解髄フJ、命布の 戸〝〃M d∈とすぅと∴む頑、Af／ど仝／ク．0／十  

0・ヱ／／三‾ ′吉鹿F単赴）であらわ亡ろ（ム9尺eアブ ア～／0％）．   

X磨泉の於出御車】言、成一3・2 ■こ鼻先  

川  7〆  

ズー尺Aγ 吉〟∈尺合γ「ノ＜e▽J  

（成一ヲ・～J S P亡のX鯛おタカ羊．  
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触小J、／、J～6〃愉∇ホ範咽で行う。入線の王水ルギー欽蚤は、寺号、、匂′∂，  

（～～船Fのメ一条）のラジすアイソトーフ。名君什てかくことl＝ょって坤時行ろ  

三とがチ守る．   

入射蒐曲譜ノま、  ベリリウム．鶴舞の破、，コりメータ  

の≠サド・スノヾ＿ス写ゴビ、為勅面積′Jタブc劇～となち。5－PC（月J・＝りで  

／J・gヱメイ個さJユ√Cバ㌔，JβC（C）どJJg2ズ～個＝／メ＃錘～－戎って全  

備、′クノ卒、f ダヱ♂亡〆の面積となろ．   

サコ乙ス∵ダウクー月ク∫や・り、車軸■ク∫の領皐絹椅夢地積ヒして席捲し  

佗。ニのZr一／り鹸l＝Jゥて長瀬痛11亡カウンターかう出ろ了ウト・ガスを  

破屋寸るものどある。  

（力 躯  

エネルギー・スヾウトフレ拗・Jモ．一ド（〃P Cモード）・で】ユ、／～∂ 亡〃 のエ  

ネルギー㈱ゼ、〟∂の5eC，〝／〃∴の】時間1か月経でダータ書取硝寸ち；8   

がでぎろ。∫～c〃モード′こすうと ′き∫仇ざe⊂ 〝ノ〝／．含ゼ嫡加命碑銘七夕＝で3   

＝乞㌦でき盲。（詳細一＝つい引J・、7・7，5PCデータ典確の頑毛細す   

ろ こと）  

5ノD亡・（／）－£タぐ（∂J（JP C 川いJタぐ rβりノJ、主ヒレZ鵜野に   

入ったX蛇療ハエネルギー・スペクトル毛凍恕■＝さ碗べう拝めに便われろ。ノ   

方5タC‖＝，占P⊂（／針）（、5β（＝／てり二／さ、毛ジ1レー三′≡l二ゝコリメータ   

卓もち、メ銀戎ハ戒温痴邑，相野内にZっ．机上のX頗が入っkl為ふめ勘り，   

ノ（、ゾウグランドの亀租ロビに角如～あ各．  

錦、、X窮細魚（仝／β L〃ルn／メ下）の励りほ P〃・Pて⊥已一ド℡も名如l＝  

舶刺が℡一号う。ニのモードプけ、SP亡ノもむイペント与Iこ、ノヾ．ヒスハイト音   

∂ピサト（2∫占c〟）ブj呈出寸る。βPど／才．ペ′レスノ＼イト音ク〃ヂ＿タ，   

イペンtの■教皇PCデータ乙レて低温寸も。時雨弁解1たJゴ、タ〃データで｝ユ   

ノ∫・古～∫朋5e亡．爪′■〝／，クCデータブタユ古～．∫ 椚Sビぐ 椚／ハ／才ある。  

ユ沃上ハ主データの他、′ヾルスの 尺／∫∈ 〃〃古朝市もコマンドlごさっ て働り   

寸ろことがゼきる。号た＿み榎木輔劇頗け一タのモニターも窄チ，Z、、き。r6・5   

J′り：ノりロ∧／の項・を爵禦のユとJ  
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J・～  尺占〃■ 今β凸メ染出患  

－Jj 頗と／衆理  

尺8〃・¢β凸裸出軋き、〟乱丁（丁ゼ）重出亀を佼ったシン手レーシさ ン裸出亀   

ざある。（成一ゴ・了）′ニ1≠〆タト吼凍塵を示寸・尺βM（Sノ′こ渾グ・画一   

j－」′こ見すょう丁ょっソメ‾ター壬＃フ乙、、ろ  

卜  

爪」  

叫   

～  

～  

／  ・・′  

10 l 卜 l   

ト  0．タh／   

0 コリ．＿タ   ⑦ 7才、チ1＿ブ ◎ ブリアンフ。  

㊤ シンテレ＿タ ④ ゲバ．ブ＿  ◎ 出力コネクタ  

（昭一ヱ・5） 尺βM錮丑  
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入射魁には5戸Cの ∂e竃に相当すろノ荷電j肛手蔓通し、遂にX集魚J才ゴ手3  

浸け過ぎ指、、嬢とレて、思さ22〝かのステンレスメィ更瑠雲れて、、る．ニの鹿  

瑠IJ、ほぼ即忙eアの電子の膚超▲＝相当慮る。ニの入射梵乙長さヱ…ハ槻  

H：Jっ て ノ0－／〃ク片eす／こjnたって、ノ亨ノぎ′〃○％のズ麒ミヒ如車毛もっ て、、う．  

触轟♪瘍え七（義一う・丁）に示す。尺8〃け）と 尺8〃（5JJき、￥の  

飯村方南′Åザコノ≠－デー忘膵いて周一のふス．iネz“ある。  

名新曲補  電 文r  詔．虐  鮨 晶  一考 さ  鶴 野 角   

7 c〝～  ス チ ∑′  2ヱ〝わ  仙丁（〃）  、ヲー印ノ竹  郎・j卑．盟＿   

（最－さ・ア） 尺8〃∩諾え  

（ど）淵能   

尺8M・Gβ∂の職能′くつ、、ZJ才7・～，ア・Jど辟レく並べるぶ＝こざ欄鮎路一こ   

つ、、Z卓己i正レてお・＜。  

純） 尺β〃  

イモ亀に遠ノゴれセ斤β〃けJ・尺8〃（5）のどちちか′瀬出払からの出す′Jβ醒   

′ご勧され、ゼのカウント牧水紳J亡棟ヰレZ／～∂，a汀，〟～，／ク～qを惑え   

ち立せ普フラサブを出力寸る。カウント敦ハ奴盈ばクエコマンド才牢チう。●ニ   

れ￥／さ列・＝、月叩朗／〟度〆鹿足電親電丘右ゼれキ■れ4恰好・亡鈍才ヨち・  

一及出力されkフラ勺∵グ人i、竜無塵し持カウント故の ソ～Jこ甘うさゼ屡し扱  

けら九ろ（ヒステリ シス舶）。モユター／さ ♪〃七（〝Jヰノ ＆（′8タC〝♂∧〝r〃尺  

rル′99）一こ出力± ′＼ろ。  

／8J ¢∂♪  

ノ＼カノさノ巳上，♪†〆フラウブ茶と真司すさ。尺貞りイブ割け叶き椚」、、苓β紳句の   

かウシト音レ如Jニし、ね相島のカウント乙此奴し、～伺鶴首ニの藍才掘   

岩のカウント救毛戒えた碑を鮎〝明久一川y一β〝化さと那賀し′ゼの頭別（5声   

隻頭から教え控教・レ8秒糎Jと 畑砂嵐のカウント（†柑／節介）老メモ  

リー し、ゆっ く り鮎寸。衣出しけ、∂〃たく〝Jヰ）が傭用さナしろ。  

ニの判鬼基準一さ5ロ7⊂が♪繚お畠ゼ会∫ズ用‾古のGdの椚ん－rサー血相亡   

ヨゼメ全車可ろことが七◆き苔。  

25   



4 庭I綺構成   

4・I 森谷プロ。′ク田  

明
∽
ゆ
叫
m
句
 
押
 
仰
…
㌫
 
 

き′ぐ′′J  

′■J  

卓′O rO〝r ぐどれ  

′℡′一月  山▼▲  

l■）  ■∫ 亡〃  
5′○ ⊂○〟r 亡fr．   

■′rりり                            卯〝T。t  

エ／¢ 亡○〟′ f亡「．  

ル〝■貞  ♪■▼▲  

5／● rO〟r 亡亡1  

月○〝■■  ■■T∧  

■タ⊂r▼J  

【t〉  ′∫ ｛〃  

5Jβ 亡∂〟r 亡f「   

′○■′R  餌†■  

lt」】／■lrノ  

dJ  ′∫ くハ  
′r 亡○′lM■〟占  

pfぐOD∫べ  

〟八J〝  

」t」凸′イ j′O W   

〟▼  rO〝′   β■○ ∫′○ †〟r  

′○〝■〟  仇Il■  

〟○′亡 ‖ ■〟■L00〟片 丁い′○ 一j′⊂√■′  

▼▲－′／ 一 5′ぐ（■一  

相h′∫尺 ∫〟♪札r  

亡ロ〝′イ■〟11一っ／■r  

～！Gdβの∫′¢′■／■．■○′一JrJ・rdJノIJJO  

■々■〝ヒ■■ltr、、■．  

けI′（響1巾人力；▲℃■／一．MOJl入■i吠n  

′∫ r一冊■〟○ 亡■■I．  

（壁l－イ・／）．癒婚、ブロック図  
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4・？ センサー末ノ宣h′ワ環コ  

5－P（：（ノ＝  

轟■l■■  

〟ゾ●■  

ー○｝▼  

／l州 ′′▼  

SJ〉C （β）  

′p■y▲  

／′r－く  

爪鵬′  
脚〝岬  

5J＞cl‖H  

（Ⅰ更I－ d・ZJ lユンサー桑プq◆ノ ウ必  
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イ・j 5βCイ畠飾壬里泉ブローノウ垣ヨ  

一
帥
【
 
ト
、
ノ
ノ
ロ
ヽ
 
戚
山
騨
曽
1
加
1
札
ヽ
 
U
へ
S
 
【
 
呵
・
寸
－
回
）
 
 
 



4・4 尺8〃．68∂ブロナ．ウ虎コ  

～！ ●■■ ■仏■∫r▲…■lOrJ■J  

† 〃 ′′′J▼′■▲  

〟br■ lJ凡■●○｝′p〝〝′亡○｛／▼lOγ′91  

－ JJl〟／▼／■l．  

■」t  ■∫つ  ■〟■■▼ d′■上    J  ′J∫ ぐ′■○亡    ■  ■●    －      Op   ●  lOJ  r●1  ●●    ●   

／○～■f／1■ヾ  ∫′■亡′■■亡   

○∫～  ○∫∫  ■▼一亡01〟ソr  ○〝rO麟■′  ■        J  ロ  ′′∫  ●  ■■■■  ●  †●I  l′J  ～∫▲  一    ○  ●  ′′■  ●  ■●  ■  

‖功一〃・〃J 尺β〃・¢8βブ⊂いソ17巧臼  
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∫ ぐ♂〃〃月〃β  

∫・／ 尺百月ム 〃〝亡 ぐ〃 r友一∫・／J  

∫・～ ∂ど上月γ 〃〃ど ぐ〃 （義∵・∫・～）   

∫・J：連動C〃 r 養－∫・J）   

∫・4 Cク〟7々♂⊥ ∫／¢．仁麦－∫・4）  

ノ名  メホ  月・翔倉吉   β・月々伊ど  

月∂  吉ズ  ズ  即   

A  5Pr  ？〟  ／4  ／0  

β  尺β〃  ♂〃  ／∫  サ 

⊂  5アぐ  ∂fF  ／∫  

β  〃リーAJ   α〃  J4  丁ク   

ど  〃∨一月～   ∂〃  ／∫  ／β   

F  〟y－β／  β〟  ／4  

庁  〃レーβ～   クハノ  ／∫  

〃  〟r一亡／  ク∧／  ／4  ／～   

ヱ  ／イレーC～   ♂〟  ／∫  ／～   

J  ／イレ  ♂戸F  ／∫  ／～  

八  5Pぐ C月L 〃∧／  ／〃  

⊥  5P⊂ C／q乙 β汗  ／∫  ／j  

〃  尺βC  ∠）／ご  ノ∫  ／～   

〟  SPr 月   β仔  ノ4  ／～  

β  斤β′イー〃∨ ♂〟  ／古  4   

P  尺β〃 声」月庁ク／V  ／4  ／う  

＆  尺β／イ r⊥月タク声声  ノ∫  ／5  

ノ名  叔  β占⊥月r  

月β  吉メ   

月  5PC （Ⅵ⊥  β〟  7  5   

β  封町 C現． β卯  ∂  J   

C  尺β〃 尺月庁 ♂〟  7  イ   

β  尺良材 声∠月5 併f  β  4   

（義一∫・～）＿ β言⊥月r〃〃ど⊂〃  

＿名  跡  頻 考   

パ  月上1 〟レ クr声  ク〝⊥⊥   

β  月∠⊥ ク∫  β′F  A∽⊥上れり   

仁義－∫・jJ 連如ぐ〃  

．昌  林  か仰βf  

ズ  以   

バ  P∫ぐ 〃∧ノ「ガ～J  β  タ   

β  ∂尺  ∧′〃′＞′．  〟′⊥   

（長一∫・4J r〃〟7々∂∠、訂伊．  

（嘉一∫．／J 尺己恥〝〃どCM  

〟〃r占／ニ 〃レCす昌号と 7亡，∫ど▼ク尺をとつ乙イFられ；．  

Z：⊂〃JJT亡∫デー垂・け∫．ロジ、ック レべ′し・イ ン∴タ ーフ工イス。  
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∫・∫ ⊂♂′′〃月〟β・ぐ∂ルr々0ムJ′伊I＝よJ梱の動作   

ィニシマ′レ・竿ット】ま能痍投入時に行い、あら々＼じれ電頚ボ攻入ぎ九7、、言痛  

風】享肋∨⊂〃卓遠慮し乙も」乙ヅトレない。鳥足留漁奈∧コントb一′レドつ、、之｛  

詳細11、才・石頭去鼻梁のこと。  

L  tむ  

同 ■℃   ～ て   R 屯   へ， q   U   ～ くJ   日 モ    田  Q  

□ 田   毒  
こl  

臼   し） q、   ミ 喝   ロ ゝ   口 ゝ モ   ロ ゝ   n ゝ   ロ ゝ          モ 寧   U レ）   」 qこ モ   闘   h ミ     レ）  

モー   モー   モー   モ く）  L  ミ  」 く〉  ≧ Q  k  ≧ q  u  ミ くゝ  叫 u、 臼  ヨ  k u． で〉  くモ  り  て モ  り R  ≧  札  q  モ  h u      札 くゝtゝ    k く）くゝ    k くbくゝ    h、 く：ゝ  Q    h ．q   k くb      忘ミ   uJq   リー qりlら   R円 ヽ ◆   り   
∫PC  ♂〟  （⊃              ‖ 口    口 u                        （⊃  ○        ★ ○  口 Ⅶ 月   

尺β〝     ♂〟      ○                                      ○  （⊃        鷺 （⊃  

5クr  ク′r    ○    ○    ○    ○    0    ○    ○    ○    （⊃  

月lム 〃   抑    ○    ○    ○    ○    ○    ○    0    ○    ○  

〟リーバ／  ク〟          蕾 0      （〕                      ．0  

〃V一月～   〃ノV              着 ○                        ○  

〟リーβ／   〃〟                  ★ ○      0              ○  

〃γ一β～   ク＜／                      ★ ○                ○  

ノノリー亡／  クノV  ★ （⊃      ○      ○  

〟∨－C～   ♂′∨                              ナ ○        ○  

ノマβ〃一〟レ  〃ハ／                                  ○  

〝V  ク〝            ○    （⊃    ○    ○    0    ○    ○  

月エ⊥ 〃ソ ．〃〝            ○    ○    ○    ○    0    ○    ○  

ノモβぐ  ♪人S                                        ○  

∂々〝磨らだ亡P          升 0    ★ ○    ★ （⊃    舞 ○    ★ ○    靡 ○                鼻 ○  

★                 兼  
β尺 OFF  算 ○    ★ （⊃    檜 ○    ヨ    算 ○     ○                 ○  

（ク∧／                                          ○  

JPC 一月  ♂〃＝                                            ○    ○  

尺β〃戸〟す”／〃            t ○    ■ ○    鼻 （⊃    丼 0    ★ ○    ★ ○  

丼  
○  

尺β′7rム月♂ク〟                                                  ○  ■  

尺∂〃7 花月G ♂／声                                                    ！○  

′
′
F
r
 
 

く ズ印ノJ鼻メチ．付の動作を示す。  ∧／β7ど／J  

（義一∫・∫〕 亡ク〃〃月〟β・ぐ♂〟′斤比 ∬Glごよ基点軸の動作．  
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∫・ざ 鳥互尊顔素c∂〟r片口L   

高左電濾条j終れコントローノレ・ブ⊂トノクⅧ召を＝画一∫・ノノに示す。プロ、ンク  

固で」才．A東成－こつ、、Z弄しアい言ぶ．β・C東泉ドつ、－ても珂様ム論壬里でコント  

ロー！しし乙、、言。高圧琶凰J、せ魂lこJ3挿仇東に・尊左コントロール強与を  

・拝地す3 二とによフてまカ 妄ク戸r状態′こ才言搬を掃って、、言．  

′7∂ノ∨／．バJ   

／Y〃′／／．月～  

ナノ～レ  

〟リー月／♂∧／   

〟′   〝r  

′・′′〝〔  

ノルーーq～ 〃JV   

々βC ∠）／∫   

＿ 片品呵Jqバギ  

ム々／雅〟／．   

郎ぐ 糊．  

〝♂7と／ご ′ハ／ク〟′ク′r 翰王碧は下着のとらソ〔尺βぐイ∠月庁・β∫C の泉イチイ寸）  

ズβ〃 瑚′βゾ∫  ／ル  べ／  〟r  ノむ   

／プリ－βノ   クノ∨   一－－－－  ～棚  〝ア ー・・ ♂ノ∨  ♂声′ －   

〃y一月～   ∂〟   ク戸戸 －・－■・一  曲∨   

／ノy  ♂げ  助V  の乎 一L  β〟   

（図－∫′／ノ 高圧尊慮森のコントロー′し・プロ、リ 7図  
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∫・7  ノDヱ r∂〃〃月〃β   

クエコマンドJ卑且の一寵貴を（長一∫・β）持示す。一さ・項酉の斜劇持つ、－て】さ  

巨象－ ∫．7J・（義一∫・∂Jを親礫のこと。Pヱ コマンドJ痢β∧イニシャル  

とットは、電魂投入時に行か八孟．（5P亡・尺β〃のど与らカ、一方ボ♂〟′こな－  

たf時点～セット了れ冨。） なあ、、ゑ与かじめ5p⊂・尺β〃のどち与か一方、あ3   

い一き、痛丁固舶ともにク〟戎龍lミあ喜と争に、ぎ与托 Sク亡 ∂〝 あ言、、Jコ尺8〃  

♂∧／のコマンド音速値して1し、毒朗染ざれて、、富 戸エコマンドの埴は、￥〈うき   

イ呆j寺され、イニシャルヒットはさ九甘、、．  

7   

月〃P 朋〟ゾ ⊂∂〝7和一L  ⊥，β．   

j∂  ク  r9）  ◆   〃  〃   

～9′  ′  （∂J  ■●■   ●  

～∂  ク  ◆   

～7  〃  ◆  

～β  ○  ／∫）  ロ   ◆  ．●   

ヱJ  ′  「ヰ）  J●   ◆  ■   

r∫）  ′   ◆  

？j  〟  J～）  一ケ   ■  ■   

～～  ■  †／）  ◆   ノウ  ■■   

～／  〃レ⊥とレとL J   A／  月～  β／  8～   

？β   〟  ～   亡／  ぐ～  斤β〃  

∫吉〟ざク尺  
／9  尺 βル7  （Sノ／′TJ   

／β  尺r  －D／5ぐノe／  〟．∂．（／・～J   ⊥．∂．（／・～）   〝．△．（J・4J   ⊥．β．（J▲4J   

／7   ◆   〃  （∫・β）   ■ （∫・ざ）   〃  （7・β）   〃  r7・βJ   

／∂   〃   ヵ （グ・／βJ   〃  （9・仰）  

〝Jイ～J  

／∫  尺7  ぐ♂∧／r   占M／D／5   

（／ノイ～ノ  

／ヰ  尺r  ぐ月⊥  ∂∧／／∂声f   

r／J・（～リ  

／j  朗／／） r♂〟r   Jイ／」   

／～  〃0∂ど   ′ツ‰。  且Pぐ〝ノ・－・／■J   5′で／∫J・－（タJ   即〔伽〃」払r上朋⊥   

（義一∫・古J Pエコマンドユ勇司リスト  
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J）l′  ＿与  力辰  〃∫♂   ／  ～   ヱ  イ   ∫  6  7   

ノ ～  〃 ♂ ∠〉と   竺葦法   ∫Pぐ（／J〈イイブ    3Pぐ r、ナノ〈（∂J    、5舛’／知仰J   争β∂ 8u々∫r乙∈′とこL   

♂／／♂♂  （）：／〟／r／〃L  

β  仰仁  ／∂  ■ ○ ／j汐亡■〟   ／β  〃 ／～βαノ   rの  腰〝  ／β  9ざC／5ec  

βノ  タ～（ソ／   ∂／  ＿プア〝／ ♂／  ∂βq馳亡  

√JI亡lク♂J   「ββノ  ／～∂ど〝   rββJ  ／舌8C〃  r♂♂J  朗C／5亡⊂   

♂′／♂／  （J；J〟ノ丁／月L  

（〃J）♂βリ   

〃〟／〃仔  

♂／／／♂  †一日ノ〟／丁／〃L  

（」クヱ≡∂ト♂J   

ノ∫  尺7■ （1〟r  〝J・r～J 川／β／さ   （ヲJ・〔イJ 甜′a／S   （もい′∫ノ 瑚／β／S   l′7ノイ♂ノ 抑ノt）／さ   rナノ・（〟ノ 脚ノカノ∫  

♂′′′′  ／j；ノ／ゾ／ア／月L  

J♂r戸∂）   

／∂  々丁 ∠〉ノ∫Cノ？／  〟．∂．（9・／♂J   ⊥．β．「9・／♂ノ  

／〃〃〝  （ノ：ノノ∨／「／月L  

／β  

∂／   

／7  Jモ7 ∠ソ∫ぐ尺／  U．β．（∫・∂）   ⊥‥D．「∫・∂J   〃■β・／7・∂ノ   ⊥．β・（7・∂J   

ノ♂♂♂／  「J；／〟／r／月L  

／♂  ノ．GO 〃．  ／ク  ／．∂〔〉 〃  ′♂  ／．占亡）〃  ／〃  ／．∂（）〃  

♂／  ／＿¢0 〃  ♂／  a占㌧rタ  ク／  ／．年0 〃  ♂／  ∂．g∫〃  

（ノ／♂クノ   

〔嘉一∫・7ノ クJコマンド・リスト（J⊃レノ～～∂レ／7J  
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βy  ノ昌  ．称  ♂∫ク  ～  J   ∠  ∫   占  7   

／∂  尺7 J）／∫⊂■尺／  U＝D．（／・～J    乙．∂．r／・～ノ    〟．∂．J∫・イノ    ⊥．D．′J・〃J   

′ク♂／ク  √バノ〟／r川」  

／β  ／．60 一   ／β  ／．β（）d   ／β  ／．βロケ   ′♂  ／．♂〈〉 〟  

ク／  ／．牛－D o   ♂／  a占㌧㌻〃   β／  ／．斗∂ク   ク／  0．タ∫〃  

（／～♂J＝   

5抑β尺  
／9  尺 β 〃   （7J′／、FJ  

／♂β／／  ／ノニノ∧／／7／月⊥  

吼〉  7扮P  β  ♂仔  ／〃  、r／～ぐ／血ぐ  ／〃  ／∫   ／♂  2／  

β／）  お■6C′知C  J〃／ノ  jO  「♂／ノ  ユタ  

（／J、∫JJ   ♂ク  ／∂♂亡′5亡亡  ♂♂  2ア   ♂♂  d9   

＃ Hv土ルノヰⅤ  ヤ〃ゾ丘97∫Ⅴ‾  

～♂  〃〝⊥占収 2   ぐ′  〔ン  尺β。M  

／β／クク  「バ′ル／r／バ」  

／♂  ∂‘0  ノ〃  72β0  ／〃  （♂‘∫  

♂／  7♂0  β／  ‘ββ0  ♂／  ／0／牛  

〔／4∂〔＝   

～／  〟r⊥f作⊥ ／   月／  A～  8／  β～   

／β／〃／  rH〝ゾ／r／月」  

／〃  eよ0   ノβ  7ユクβ   ／〃  ♂∫∂   ／〃  アユ∂∂  

♂／  ク70  ♂／  占ク∂β  〃／  ク7（）  〃／  ‘∂∂0  

（／∫∂βJ   

5郎β々  
診づ／  5ノPC〟ノ〈・∽り   α∨／β〝  朗〟∨  ぐク〟7ンマ〃⊥  ム．β．  

（）：／〟ノr／月」  

ク  〃声戸   l  l  のJ  仇7他′  

r／♂ 〃ク〃♂ノ  rJ．0）  

l  
l  

（オズC（））   ∂ 一〉 占l♂‘ク♂   朗／〟〝′〟／．  （0．？）  

「麦－∫・∂ノ ク∫コマンド・リスト（∂γ／♂一－∂レJ／ノ  
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占 虫カノ上呂号  

∂・／ 月〟月⊥β庁〃〝 r〟j了ノ  

ノ＆  jホ   F  〟   鹿  ．雇   

／  ／ナレ J／ノ  ー岬〃〝′   ～～  J5  nト∫γノ  〟〆一月／・β′・C／・∫∂   

～  ／ナ∨ †～J 〝〃〟′   ～ブ  ■   〝y一月～・β～・r～・J∂   

j  尺β／サ 〃レ 〝〃〟／   ～〃  〃   〃  尺βJヤーナナ′   

イ  7⊥一／〃 （∫PcTノ）  ∫∂  ■  卜JⅥんナ7♂○亡J 5タ⊂（月J   

∫  7エ ー′／ （5′ぐT～ノ  J9  カ   ふPぐ（βJ   

巨象一6・JJ 月〟／叱β伊〃だ 侶号リスト  

〟∂7と／：点在モニター演劇（戸毘九戸瑚）け．アナログ竜虎弘カr∂～∫り．  

三塁篭るニクーー噴白く声j∂・存9）け、センサー長藤忠カr－ぷクーナ7〃で）。  

？ニ 〟r〟ソイ乙，〃“〟′ ′J・・S／干C・zマルヰプレクスして出力。  

／ノy〝J〃ク∧l／  

／イy【～ノ 〝∂〟／  

J：／∫rこ皮5eぐ／、労S亡C rビット し一ト 〟／伊〃／⊥ク〝）  

4：ラ風窪もユタ一郎介）J、（周一6・JJを患．已莞。  

5′－ぐrβ）  

（歴卜6 －Jノ 三通虐モ＿ニクー即1舟、  
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∂・～ β〝〝〔〟封ノ  

戸  ♂  2   ヱ  4  、∫  ざ  7  8  9  ノ♂  ／／  ／～  †j  ／イ  ノ占   

β    jタぐの  ∫βぐ（？ノ  ∫βぐJ∫J  ゲβ。D    5′）c（■J  5βでたり  戸ヱ／  

／∂    ◆J6J  ■／7J  〃 〃即  ナ／9ノ  ▼ ○〔／クJ  

．チ？    ◆（／ノ  ◆ r～ノ  ●（J）    〝∫  ◆  サ「ヰJ  ■ √∫J  

イβ    ● rの  ◆†7）  ◆ r8J  〃  ク けJ  〃（／○）  

一兵－6 ■ ～）∂〟〝フォ ーマットr〟ヱり  

βJ／ r∫PC）  声  〝  β   

／  ∫′ぐ   〃〝／〝r  ／5  Jイ  ∂   

～  〃リー月／  ♂〟′肝  〃  ク  

j  〃y一■～  ク〟〟仔  J  ．〃  ～   

イ  〃′－β／ 〃〟／が亨  〃  〃  j   

∫  ／ルーβ～  ∂〟′〃′F  J  ノウ  4   

古  〃γ－ぐ／  β〟′ク〃：  イ  〃．  J   

7  〃リー√ゝ  〃〟′♂′r  ■  J  6   

∂  ⊂月L   瓜〝′♂差r  イ  ■  7  

〝∫一尺e〃．占PぐJ  声  ル  8   

9  尺β〝   ♂〟／β揮  J7  Jヰ  〃   

／〃  々虎〝′ぴ∂ク〟／肝  ■  ○  

／／  尺8ぐ  F〟乃′♪／∫  ■  ●  ～   

／～  たβ〃〝－yJJ〟′〃仔  ◆  ■  j   

／j  ∫Pぐ一月 ク〟／仰  ◆  ◆  ヰ   

／イ  即亡  f〟β／D／∫  ■  ク  J   

止   〝 〃 ♂   ◆  ■  占   

／∂   

■■・ケ  
〃   〃  ．◆  7   

仁長一∂・jJ∂〃〟r∫mrα5Jビット内容  

〝′f／：5′でイ′ノー〝〃ノ′き、〟pク∈尺 β／5⊂斤／（」どγgム」リバ上欄≦カウント  

レヱミヒカオう．カウンターJ才 ノン．リセ＿．ゾト。  

～ご ¢β∂ データJき．r■バースト毛捜出した時針」乙、ソ∂5亡C各の   

カウント・ダーク㌧8戎邑′∴針－？何のデータ盲IセットヒしZ出力し  

通軌J′軋⊥”β”書出力寸言。（討細JJ．7・J頑右参照）  

J：時腐1如窄鮭  

β′ブ～se⊂ rビット し一 ト 〟作〃′ム∂〝J  

〃／・∫   」  ∂／∫～5e亡（  

Jβぐの－（〟ノーイ／／6se⊂（  
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古・J ∫Pr ノり♂〟／（〟99J  

r  ク   ～   3   ヰ   ∫   ∂   7 , 

∂  〟．β．〝ノ  乙∴占．の  〃．βイ～ノ  ⊥．∂．／～ノ  ひ．∂．けノ  ⊥．β（アJ  月β〃／7ソ  だβ〃（5ノ   

β  ク ／子J  ク rヲJ  〃 （亭J  ク 」勅  〃 〝♂J  〃 〟∂J  カ′   〃   

J6  ○ †∫J  〃【力   〟 l占）  ケ r占J  〃 げ）  〃 ‘9J  〃   〃   

～4  〃 r7J  〃 ′7）  〃 †βj  〃 √βJ  〃 （神J  〃 佃ノ  ノ′   〃   

ガ  ● †り  ウ r／J  ゝ r～J  〃  ′～J  〃 〔PJ  ◆ （？ノ  カ   〃   

4け  〃 （力  〃 rす】  〃 （4）  〃 rヰJ  〃 （〟ノ  〃 （〝ノ  〃   〃   

朋  カ 止J  ○ 八‘■J  ◆ r古J  〃  r‘J  ク r～リ  ◆ r9ノ  〃   l   

◆ J7J  〃 ／7J  〃 ′βJ  〃 一助  〃 〃汐J  〃 ／ン抄J  カ   〃   

（義一る■ ヰ） 5Pぐ 〃β〟／ フォ ーマγト r〟9り  

ノ仰rど パ 主痔虐1㈱  

β／j～5e⊂rビット」－ト〟／♂〟′⊥ク〝）  

〝．∂山一仔ノ乙．β．〝ノー停ノー〃／／∂se⊂・（  〟  ）   

〟．ガイ9♪（′〃Jしβイタノ・〝久仁一－－～／∂ 5eごr  〃  ）   

尺β〃けノー尺β〃「5J∴／′ヰ 5e⊂・r  〃  ）  

～：尺β〃rrJノプア‘ファ偵り、尺β〝（5JノJ5／∂ど頂りのカウゝターのカウント。  

カウンターJき．ノ ン・り也ヅト■  

jニ レ．凸．〃ソ〈イ〟りノユ、々／£∈ 刀〃∈（ノアク∈尺β持⊂尺／以上のイ卓葛のカウ  

ント。⊥．β＿〟ノへ／〟り ノJ、尺／∫ど－w∈∠〃〝f々 ∂／∫ぐ々／」止下れイ高一号功カ  

ウント。カウ ンターほ、ノ ン・リヒ、ソトー  

∫ノ庁乙どレ苫⊥  

（β．√ム∈′ど⊥ノ  

乙・βイ⊥∈レ∈Lノ  

尺ア．L．β＿  尺71ムD．  尺／∫と 7ソ〃占  
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6・ヰ  ぶ戸ぐ 3／ヴ  

7   ∂   9  ／♂  ノノ  ／～  ／5・  ／d  ノ∫   

♂  

／∂  ∫′r  ∫Pr  5PC  5ク⊂  5′て  、一戸⊂  5Pr  5Pぐ  ∫タC  5P亡  

J～  
書  

〝C9  

一財  

朗  「∫～r〝  

∂〃  〃ク♪f嘩J  

★  ／  

好  
＼  

2  J～∫／（7ノ   

／／？  

（義一 6・∫） フし一‘、・フォーマ、ソト（〃P亡 〃♂♪どJ  

〟  ♂  ／  ～  J  イ  ∫  g   7  ∂   9  ′∠7  ノ／  ／～  ／∫  ／イ  人タ．   

β  
5P⊂  5ク⊂  5βで  、ぎp⊂  ∫ク⊂  ∫PC  ∫′C  ＿5アご  5βC  占PC   

／β  〝／9  ク／′／♂  β／／／  ′′ナ ～  〝／J  研〃  ♪〝、r  〟／J  タ／′ 7  月〝 ∂   

★  
ブ～  ／  

5PC  ．5ノDぐ  J′で  、ゞクぐ  、∫Pぐ  、FP⊂  J－Pぐ  、Sクぐ  J、Pぐ  、5■P（＝  
粛  月r9  クぐノク  βで／  一角ぐ ～  クぐ J■  クr す  〝 ∫  〝 ∫  ′r 7  ♪ぐ．夕  

材  
S戸で  ∫βC  5■クC  5アC  5■クぐ  5βC  5′〉ぐ  ∫タC  、5J⊃C  ∫PC   

∂β  A〝9  月〝／ク  ク〝／  研～  〝／J  ク／／〃  ク〝∫  ク／／古  タ／′ 7  ′〟∂   

9∂  

書  
～  

、SJP⊂  jPで  JノDぐ  、SPぐ  、SJPぐ  、∫．P⊂  、SPC  5■β亡、  、∫′ぐ  β／Pぐ  
／／？  月：9  クぐ／♂  〝 ノ  ′C ～  〝∫  ♪ど ヰ  〝∫  ′rg  クぐ 7  〝♂   

／義一占・‥古） フし－・J人・フォ ーマJ′ト（ク／ノ・Pぐ 〝♂∂占ノ  

ルク7ど ／：ズ7 一 Ⅳ∫ヰ ∂〝尺 ル昔々β． 算～ － 〝ア9 5ク（、〃0〟／／尺P〃  

～：′′ニ／～∫仇∫／Jワク一対∫（ビット し一ト ′′／8〝／⊥β〝ノ  

ブ：〝クrモードー一つ各色ンサー秒JIこ、エネルギー・レべJし阜のPと侶考を、  

読比レワ＿ド席lカウントしZ∴b7ちオ・3‘  

4：勅・′Cモードー ク〟データ；鮎しワード何に人力ゴれた、如の  

ク〃データ／∂と、ヅトノを出力寸言． クC≠－一夕；ノふ仏ソサーー畠・  

／ニ入力されたP長イ葛卑を、き走出レワード伺カウントして法力オ言○  

∫：∫P Cイ古層の辞月的一＜つ、、てIJ、7 ′ り宙盲象！無＿  
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7 デwタ典王里  

7・J 5Pぐデータ外政  

〟ノ 鬼壬望も一ドとjトヒード〆＝痔一店コ■舟御邑  

藤臆1介雛（ビーノトL一ト 〃／β〝／⊥♂〃′」   

βPl宙リモード 
〃  P  C  モ． － ド  ク〃・♪C モード  

／β声岩見土し   〃 声級司し  

5PC傾一Jモード  ／～βα′モード  ガαJモード  加軌～∂初山  佃嬉∫Zα托一ゞ  タ〟ヂ「タ  ′ぐブ」タ   

5戸C 〝Jへ（イJ  ～／β5ec  仇∫／～∫eC  a∫／～5せ⊂  ／之抑朗」吏亡  

∫Pぐ 〃つ・－ ′8J   〃  〃   〃   急  ′慧ニ  
5戸ぐ（9ノ ■「／〃J   〃   ノン  

（轟－ 7・／） 鬼王垂モード・8キI部功牒引胞  

ノ∨♂7占／；息モードのインターフ工 イス．ダータの抑王里方魂資．∃汗如につ、、て  
●  

ノきr∫ノブータメR事亀の鵡匂去塘のこ乙。  

†～ノ ーと－ド・コ ントロー／レのPエコマンド  

βソ  名  水  久S ♂   ／ ～   ∫  4   ∫  6  7   

ノ～  〃＝ク上）と  つ‰   j戸ぐ〟ノ・－（一り    5Pで仁丹一－／＆ノ    5Pr／労仰   ¢8－D． βレ尺∫7⊥FrきL   

♂／／βク  （）：／′ノ／7丁／1ム  

ー捌  一りpC  ／∂  〃／∠汐（Ⅴ   ／♂  〃／～βC〃   吼I  〟汐〃ナ  ／β  9ざCカモc  

♂／  β／  ∂／  

「クC♂∂）   仰の   「♂∂ノ   

（恵一7・～） モード・コントロー／し閉Pエコマンド・リスト  

〝ク7∈／ニ ク〃・クC／〃PC‘りコントロールl宣、DPの勧イFヰ旨克で、丘pぐ〃ノヘイ加ノ  

の．各泉放ともに、店1時にコント亡ユ＿ ルさ」へ盲。  

～：〃P⊂ モードーのDP〆l動作Jき、／～βぐ〃 もード8青のみ／g r萩出し  

モードと弓■リ、￥わイセけ4戸乾出し毛一ドじ甘ち。  
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（、勤＋、Sβ⊂－。仇鋸リ  

5P⊂データIさ、ノ各々の七・ンサー阜に、P〃（P〝L5∈〃／合〟r）侶考、且（′  

ク吉（∴句〃Jf．引作〟r）す■号音J粗ヒし、倒汁ノ∂轟銘をエカす言。  

β○  β′  β～  且ヨ β■  8∫ 8占  87  

．p／ノJ朗㌻月 ♂〝rJ  

P∈ （  ■   J  

♪ぐ「亡⊥♂ごバ■ノ〟J   

タ〃データノJ、ノヾルス・ハイト■く一会寸し、リ＝ア打薮挟どI言付く、ユ畠弟の   

コンバート一缶果】こメ寸し、く泉－ 7・5）一っJ【士lミをゴ染毛孝子う。  

ノノβ尺〃月L 一々ノD 亡♂∧／k  5一戸ぐ 桝  ♪バアノq  

〝吋一り  
β∂  β／  8～  βJ  田  8∫  β♂  β7   

′  ク  β  書 β  β～  劫  ′ β■   ′ 田  β言  β7  飴   

～  ♂  ／  着 ／♂   8；  丘；  扇  β√  8；  β？   

書  
J  ／  β  ／／♂    β；  β；  βj  J鉾  上お   

■  
4  ／  ／  ′ ′／    ◆  ■・  〃  〃  〃   

（轟一 7・5J 5♪⊂・P′／≠－タの密噺駅泉  

ルク7∈／；着用のどシト朝命－き、凌凍コード去イ寸屈す3托めのビットであl．  

～：一兵－7・JJに果す衷・1異の貞古臭、入カイ島号レズ／レヒ、ニデータ蓼カ  

／J、下画のJう甘／珂俺乙甘言．陀ばし凪■JP〟・一PC・E－ドの舶、を   

哀し、他のモードれ風合lき、レズルに用量d3ビット扱が■っ′く．な苫の   

で、功、声蜂他室は．イのみばけ一次下寸言．  

ク  エ欄  、＿ー汐ガ  焼  ノ〟伍  
rぶ／ヴ．⊥fレf⊥ノ  

1】   



励 5PCデータの出力承イ千   

5PCデーターさ、入力侶号レベルと 

ゥたノ店阜のみ音データとしてゴビナ「す弓卜。：もナト森ノ件の匂払底一葛・仁国－7・4）I＝   

示寸．  

「∫／β∠どレぞり  

抑Pど尺  
．β／∫r一々／  

以7誘よカ1邑月日  

⊥クル／占β  

一0／∫ぐ尺／  

〈ク1V占尺  レクPき斤  一尺J∫ど  
一む人Sぐ尺／  ロ／5ぐ々′  r／〃どノ  

＝召一 7・／ノ データ霊力粂イ千飯石由   

：出力よ■抒看過史1ち陀のハ、イ古卑しぺ′し且㌦ライズ・タイムの ∂／∫C尺／の  

豪・見通JJ、⊥即占ム の 〟P戸ど尺β／∫ぐ々／一坑外JJ、Pエコマンドど駿足可髄ピ  

ライズ・タイムにつ、、マム鼻イ牛ノさ、Pエコマンド手辞喩オーニヒも可能であ  

言。（長一7・4）′＝、腐凍寸3 Pエコマ⊥ドめリストを未寸。  

∂∨  一る 息、  β∫β  ノ   ～  ∫  〃   ∫  ざ   7   

〃Vβ（ノr  

J／  エPC（′∂J   の∨／β〝   月〃一P 6こ月／∧／ Cク∧／「ノマク⊥  ⊥．∂．   

◆  〃   

～～  5Pぐ（／J  〃   ■  

′β  ペア∵∂ノ∫ぐ一々／  く′‥D＿ r／・～ノ   L．♪．r′・～ノ  〝．♪．／J・dノ   ⊥．♪．（J・4）   

／7   ●   〃  r、タ・占J   〃■／∫・古J   〃 ／7・βリ   〃 †7・∂リ   

／6   JO   ル （9り♂ノ   〃 （，・′〃J  

〝ノ・／～J  

／∫  一々7⊂ク／Vr   ‘ル珂ノわ▲ざ   

r長一 7 ■ d ノ ∂′∫r尺／康lイ象Pエ コマンド  

〟♂rど／； ∂5と㍉／トと昌貴兄也且との舶専、P∫コマンドの 書手軸内森に  

つ、、て∫ゴ、∫・7項、P∫コマンドの旗日左細のニヒ。  

42   



め データメ仁王監  

励 〃p C毛 一 ド  

塊）・／ ／～βC〟 モード  

／～∂亡〝モードの∫PCデータ／よ、人力侶旦レべ刷く束じて、∂  

ビ、ソトのPHノ店号ヒして、P∈†昌号とと毛に、一息・センサー阜に出力  

寸言．βP側／才．上′舷7ビ、ソト（′～∂ぐ〟ノブ息エネ′レギーレべルノこ  

補し、エネlレギーレズJレ盲・〆、ノ＞王イ畠考古、娩出しワード／旬カウン  

ト し、ヰのカウ ント司匪亀虫カオ了○   

♪Pの捷．出し一さ、′占‥フし一ムブ ′～∂C〃データ毛・Jtとヽ′I・とし  

アイ云温オー。したがって、l輯I旬介角牢隠は 〃ノ¢〃 ビットし一卜時で  

～se⊂．L∂〟ビ、ソト レートぞ8SecとJJ三．  

7レーム・フォーマ、ソトの蠣、（屈一7・～）に示寸。  
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【図t7・～）／～8〔〝 モ ード、フレー ム・フォ ーマヤト  
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槻・～ ガロ粂ノ～∂C〝モード  

5P C虐りの出力 チ ータiJ、／～β r〝 モ．－ドと∴司じ。亡〉Pイ臼リブ／∂、入  

かデータを、5戸C〝ノ（‥作り，5戸ぐ「∫ノー侶ノ及レ1Jタぐ〔9ノ・〝クノの三つの  

グノし－フPlこ分けてメ且壬里をダラら▲ ただし 5PC（9ノイ仰）のグルーフOJ＝■J、  

ニーの・と －ドJ才j与点し匂‾い．  

∂Pノコ、上イ立7ピソトをエネ′しギーレべ′しの軒別Jこイ更絹し．さらに  

上イ正Zビ・・／トは、センサーの諦㌢Jl二もイ更嘱し、届1じグ／し一70内のイさ皐  

そ・．上イ立Zピー．トが  

⑦ ββの場合は、5PC7√∫ノ用のメモリ「川ク～∫／J  

② β／ 〃  5ノ。ご～′gノ  〃  r川∫～＿古＝  

⑦／β 〃  5Prヱ√7ノ 。   （侶古〃ヘア∫J  

④／／ 〃  5βぐ4rgノ  r。〟タ占－′～7J  

にアクセスレ、＿息メモリIJ、さ～亡〃 かデータIセ．、ソトヒしてメn理す言，  

7し－ム・フォーマヾ／ト〆一梱勝右（圏－7・ヱ）一こ示す．  

〟古W71V∂〃9W／〃W／ノ＋ 〝ば  

＝詔一 7・rJ 刀口阜／どろ⊂〃モ ード、フ レーム・フォ ーマ、ノト  
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仙・J  ∫～ぐ〝モ ー ド  

∂P偏りのヌさ窪〉享、加虚／28 C〟 モードと厄1e。5J⊃亡／ユ．上庇～  

ビ、ソトJ＝センサ一のエ ロをイ丁けて＝Rカ寸言。  

β○  βノ  β～  βき  β〃  且∫  β占  βク  

ク′ノ（／～∂r〟モー〝ノ  

タ〝（ヲ～ぐ／イモ⊥宮）  

ヱ∂  β 〃 一  5P⊂ 〝い（5・ノ  

∂／・・・・・・・－  5P（「～J・′占）  rβ7JJイ史胴」†才ヽl）  

／〃・一－ 5Pぐ（メJ・／7J  

／／  5タぐ（タブ・J♂ノ   

J人上の舅睦泉、セ ンサーのr D／＝才リ、5PCr〃へ〟J／∫←♂）のエネ・し  

キー・データ・がゼのすさ周じ巳ンす一弔の霊力ワードーニ，5～c〃わ  

データとして沸カされ～。（画一7・ヰ）余軌 5P‥9J・r川）．の  

グループの1為倉、上位Zピッ いっ無視ざ爪．点々のメ乙り′I；・アク  

でスさ九て、5～ぐ〃データとLモカカざ九3．  

ヱ∂ r－′－財♂∫〃／〟／p〟〝J（抑仰′ノr〝】Wノ  

5Pぐ（？ノr′の（りr～JrjJ′イノー∫J√6Jr7′∂ノ  

「旺1－ 7・ヰ＝～r〃モード、7し－ム・フォ ーマ、ント  
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抽・4 加！算ヱ2C〃モード  

∂Pl別の粟l理一き、ガロ！許ノ2∂ c〃モードと厚Ilさ．SPC／享、上位Zビ  

ットJ⊂、ヲ～〃イモードの魂1会・のセンサー エDのイヤリに、フし一ム工D  

（フし－ ム、ノ＞ム・を4乎宙Jった余り）毛イ寸けZ上巳カす盲。  

βわ  β／ β～  βき  β■  8∫  β占  タフ  

P′／（／～∂ど〃モードJ  

〝／（カ町魯ガ甜モー里  

ユ 上）  

†  
（87はイ受用し甘＝）  

♂∂・－ ね〃ナβ  

〃／ 一・－・ fd〟◆／  

／β・■・■・－－∴ F卯ト■～  

′／ 叫 声ヰ♪ナ∫  

水上の貞蕗果、届＝！グループ○内■ブ、エネーレギー・レべルガ、J～r〃／＝  

分類けれた、7レーム阜のデータ劇半ガご、ぞれぞ・、れ別のカウンター喝   

メモリ ーにアクセスされて、4フレrムの伺∠、フ レーム岳－1＝合音り  

丁れた、4セットハデータかイ五迭．ざれ～。（鼠－ 7・∫）参常。   

5Pぐr9Jイ／∂ノのグ／し一プlニ、ニのモード■さみ左しな、、．  

≠噛岬M＝■～／  仙■∫  

工∂、（一灯－′♂ク）仰／γ／♂〟／／∫の′β′〝のク′J  

軍
長
扁
 
 

√
 
。
、
、
丘
即
 
 

で、
、、
“、
、小
． 
叫t
きJ
「一
 、
ヽ仁
ヽh
 〃
  
  
  
 U
 9
こ＃
へ 
戸 
  
  
 5
  

（画一 7・∫）加1奮∫～ぐ〃モード、フL一ム・7オーマ㌧ソト  
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（βJ ♪〟 ● PC モ ー ド  

＝のモード、でJさ、点々のせンサーー寄・にデータ舛王空せイ守ろ。  

励・／ P〃デー タ  

荊広丁の哉出しワ一ドと、．争l司の敵おレワードとの店lに入力された  

避初のPHデータ（∂ビ一ノトノさ、￥のさま霊力寸言。（禎敢のデ  

ータ㌦ノ＼ガ丁爪た舶、～せ日収後に人力ごれたデータノユ霊力され  

な、、。） なあ、、畜茫＄しっ一ド応1は、P亡データ（観象しワ一ドが  

舶し、￥dl虎lにデータ㌔入力ぎれ控場合、チも、￥のデータは料如  

とげう。成幸しワード／可一＝、入力ブー タメ一 っも各席し巧かっk鳴  

ノa牒、〝♂′′右出力寸≦。  

低い ヱ・ 一戸Cデータ  

卓灸ゴましワ一ド喧lに人力され仁、合てのPどプープ右カウントして  

￥のカウント赦さ霊力寸ち．（♪〃才一タわ内患け無頼オる。）  

p〃・P〔：モ ードの7し－ム・フォ ーマーノト古く義一7・－∫）J＝示寸．  

〝  β  ／  ～  プ  イ  ∫  6  7  β  9  ／♂  ／／  ／～  ／∫  ／4  ／∫   

♂  5クぐ  

／ざ  β〝9   

ガ  

d甘  ′で9  β亡■〝  クご′  ′rヱ  タ亡J  ♪で■  βC∫  タぐβ  ′r7  ′ご∂   

占ヰ  

∂∂  州9  β｝／○  〝／  メサ／～  月ソき  月〃■  ♪〟よ  ♪〝古  桝7  ♪〃8  

96 

／／～  タぐ9  ′∽  ′⊂／  ′r～  ′ぐ∫  ′ぐ■  タぐJ  ′r∫  ′亡7  ′r∂   

「＝義一？・∫） p〃・PCモード、フ・L・－－一h・フオ＿マ、ソト  

ル♂7き／：上帝励分離（ピーント レート 〟伯〟／Lク〟ノ  

ク〟一・・／∫、ざ～∫／∫～．∫〃〃∫eぐ．  

タC 一 ど～、∫／～∫∂′り5亡⊂．  
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7・～  尺βノりデー タ   

／／J f ⊥月 伊事  

々β〃の戸ム月合判j邑【司岳如）人力ノ才、尺8〃rTい 尺8〃（5jのセンサー妄、  

クエ コマンドで・切稜えてイ更申寸言。ぞのイ吐、Pエコマンドヒ、コントb一ル   

碩由のヌ寸煎首（義一 7・占）に元寸．舌た、自動刈泉lく・よらで、尺己月L  

7／〃∈ぐ〃・♪左し勺γ ア／〃E C再三、ク〟′〃声戸のコントd一′しボ可能で、廉価   

J言つマンr■のリスト卓〔義一7・7Jに元オ．β〟／♂声戸♂ヒステリシスI才  

一／～カウント㍗あ冨．  

♪∨  ．畠   ネk  イ〉 5■ 占  ′  ～   ∫  ヰ  ∫  古  7   

∫f〝∫ク尺  
／9  尺 β ∧イ   ／Jつ′／∫ノ  

（ノ；ノ∧γr／■ム  

J♂J  7クP  β  β声′  ′ク  ∫ノ～ 〃   ／ク  ／∫‾  ′♂  ヱ／  

「♂／）  ～∫占 〃   （♂ノ）  ヱ（フ   ／β／）  jg  

（／∫∫∫）   ク♂  ／～8 ●   〃♂  ユヲ  ♂♂  39  

蒼〃ソニルノ斗Ⅴ  キHソ＝ヤア∫丁  

【義一 7・6）尺β〃・PJコマンド・リスト  

尺∈月⊥ 7ソ〃f CO♪7〃月ノ∨∂  A・p月伊占   

．名  メホ  月β  菖∫   

尺β〃 Fと月庁 ク′イ   ／ヰ  ／さ   

〃  ク∫′   ／∫  ／j   ∂∈上月「）γ／りg ぐ♂〃〃〃〟∂  ♪∈Lヰr  一呂        ♯  A♪  Fメ  尺β〃 戸⊥月（チ  ∂∧／  7  ヰ  〃       〃斉r  ∂  イ   

（義一7・7J尺8〃・F⊥／q ∂∵⊃＞トロ－／し、コマンド  

／ZJ 〃ク〃／rCI尺（〝99ノ 泉  

∂／5r斤／のレズル改定は、（義一 フ・dJの 伊パ／〟 C（）〟7「rノ・仔）の項貞を   

参・無のニヒ．ブ＿′′ユ、～一 － 2さ ぅでハ∂ビットを土万オろ．したぶって  

最大カウント数－書、〃／G〃ビリ ー し－ト で ∫′～ご／5e⊂，⊥∂〟ビット し一ト℡・   

√／～り娠。．となき。（フまり．〟門生力一丁ソヱウスナー′しダウンカい、行われていり  

〝99のこ仁カ フォ ー マ・ソト／J、丘・ヱ項l（長一 占・4）妄執無の＝ ヒ。  
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7・j eββデータ  

庁ノヲ∠）〆イ菖号戎ノま、尺8丹・戸⊥月合判」宅直遥トヒ共用オ尋。（尺β〃／TJ  

と尺β′イ′5）のセンヤーを、Pエコマンドて“‡刀凍える．）  

の r・β〝尺5丁声りえ  

（イさ考カウント教）－（8¢カウント救）≧（列泉基準個）   

と、、う舶右、1／85eC阜雌で卯j空し、＝の卑畔示～廊i卓戒ゼ庚立した  

成合、J．β〝尺5丁と利点する。瓜し粥り恒カド判患前♂考で   

ヱ〝一月♂多才カケ小rヱr才力ク叶／％り王威吏Z、、き密／J√β〝′∫オと易がJ広い色   

′～J β伊方ウント敦の観  

√・β〝尺5丁‘一利鬼に用、、る β伊（バック・グラウンド）塙号のカウ   

ント救■ま、85e⊂伺｛カウント救をレるヰにして、I／8se⊂何の平均ヂ   

＿タとして凍嘱する．＝うレて礪られたβ今カウント扱け4ビットブ泉   

コれ、」58遁2カウントに相当オち。し拝承ってZカウントスラャブ   

ぞ～－Jクカウントの範囲で一晩足さ九5。  

♂ノ 列史主宰価且のさ蛇  

〃  ／  ／βr／′～∫川ざeぐrββ⊂／5亡⊂）   

／♂ノ  Hり  ∂c／／ヱ㌻用∫eぐr∂イCノ5eCノ   

クエ ご∂〃〃月／VJ）  

一Dリノ～  

〔 ）：ノ〝／r／月L  

勅 よカブータ  

r・8（ノ尺5r8考の≠一夕ノま、判定」特科りくサブ・フレ一山ハ先頭fo  

からの碕如で、ノ介剛とJ才l／85e亡、最大j～5e⊂ ÷でヵウント尋頓巨）ヒ、   

レ匂sec単位上■創見したカウントダータ（中り邑Iく硬鋼I＝したデータも食む）   

を、判見時如カ、らIse亡後きでの∂ヂータ．命き叶9ヂ一夕・毛lセ∴yl・とし  

てミお力甘う。  

ポカノき、♪〃K（〝JヰJ－f／占〃十7．1セットめデータ∴＜イ五為に〆辛み時   

／前lま、ビ、・／ト レート 〟伯〟ご・～βエ亡C．⊥∂〝で8（〉5e⊂とち「5。－ヂ∴一夕′  

頴、、l埠lま．〝ク” をお力寸ち。  
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β¢・辛均  

の）1感凍り≠一夕  

8∂  β／ ∂～  83  8■  β∫  さ∫ 8ケ   

βク／さ、両極りヂータ判劉Jのためハラバ′レ‘‘／′′や、ニ∧ビット11、  

頑iり■○■ のぞータヰ按虫寸うためド硬鋼寸ろ。ヲペルの取払、、l事、  

下喜乙の♭うり．  

頭）－J ビット し－ト〟〃即リノ＝埼、耳鼻あlデータ巨ヒ して′18〃。は、〝占′′  

と し Z事象う。  

㈲－～ ピット し一ト ⊥（〉h′ぞ、、頑如ヂノアの主力が声／餌ナ7Jこ出力  

さγしたj揚超、、  

免  イ千  メ乱  捜   

花こ 0  ∂／去／  βクニ／  β／亡／   

◆   β／こ♂  β〃コβ  βJコ ∂   

刀ニ／  β〃さ♂  β／盲β／   

方＝＝ 2  β／ご．／  8∂－β  βJ＝／   

〃   β／こ 〃  β○－′  β／一 ∂   

カニj  β∂＝／  β′こβ′   

r∂J カウント・データ  

カウント・ブ一夕J才、バ、ソク・グラウンド・データも含む。  
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Z紳ミラー（XFC）  1・享   

名古屋え曽 埋骨言ア 子り亨男 長瀬え理  

屈粗肴乞 田度j軋  

大乱久子  絶学書ア ムTか癒  

宇笹神菅研究巧   絶巧丸干  

変ぇむ訂電鼠（射 チ信孝丸岡発雪  

宇宙年文X碑の観ラ別電すうと ユkeV一人上と・J  

1．観測佃的   
0．／へヱ k‘▽のエネルギー磯城て、の  

掌って．そのd了小火疎冷功韓鬼句方向周布止斉しし、†烏賊があみ・ニの舵摘・一  

号lⅥ窄岡持巧托す盲最盛ガス tへJ¢‘K）甘、主放射1nてい三ヒ斥iられ′ 仇l～  

∂・さk打の津丈六丘珠の花屋tてヰ惟が久恵Åt逆和判hなって、、ち．ユヵ高速がス・才  

慮和革仇豊漁t秀⊥られ爆勘A10しJ〆年取つtニ巧工ネル千■’－倒頑で叩うく  

TJl）ヲ∂～川クP乙 の天与1忙なろ・帖rth？山r Sp止ーのい∽温く匹あjし  

の・1数十カのネがり盲もち．q8しでP′溢kX去りけ温くれあjもの・接点の  

ヽ みがり盲わっ て観測1れ3．′紘和豹匹忙・lh¢t b“b♭leと鉾与れ孟 さaよう㌧詠温  

ガス周句が考；ちくゎ斤11＼＼もー患わh言・峯叫がスの処方ヴ持戒態・蝕司陣丁  

巧ほ宮上卜如」1ヒめと仁よ二♂工ネ・レギー噸就で一仇観剥が倭宙に斥主．   

X下C・仁㌻言観測・1－ン更え集え鹿tl争“て ∂、ユ○♂角々稗陀ゼ′ 0・／～上b▽〃  

丁ネ、レデー伺蕨t－｝れらの高温ガス用戴の棉温月示■キの丁ネlしで－ス／ヾフト・レt  

娼うこと吉日拍tすう。計町エえlしギ∴－二久一ヾクトルがい吼収持寄享有言草呵中幡  

オス象計 ちち品ガス∧薙殖℡”椙与帆一眼六凍‡永恒す3高邁が八郎珠〃たミi．  

障融．う仇ヰー・・d温良斤布盲如3■ユとかてモ主．   

ニ勿虻うTJ左がったX錦三保ン＝一札＞文のrろ巧吏咋も観ラ紺丁喪h埠亘●られま．  

・患ラ逢の臼と産量（H言4卜）・頻・薇卓（帥H叶∪¢色侶＿‥ ）   

・7し7与 し∪＞亡モt‥）・仔S cVn聖の量  ・雲瑚b駐車のケいX根号  

これ主功ス卓が竜虎の崎同憂化．工i■しギー7．rぐぅトル一触叫寸・うぅニー・のX錦・q  

乳篭碑・稀喜如3．こ功丁え■しキー瑚威守り阜呵かス匠√き咋収がtミ＼、取の∴毒  

呵がス遠点が・用ユ■ c正1ン人下の方向化あ富貴疹しか青む再3二tが7・主ない．も  

赦錆功え何でr一線手持汁気咋て・あj．βL Lα‘真珠 写も鼠刺すきニーがて・・1j．   

躯X碍l勘射す；増ふx錦レ叫のホ、々t ＝郎本宿塙h柿堤1小久々∫月もー隼  

叶鯛の暮鼻が湖亜；巧．主．韓h恒い一恵周一則盈i離一封積読如匠√ってモ。  

沌度が一札王くえノ′亡すき・ミニで木綿…l吾t卜し一彦鼻の巧いユkeレいん上。計鞋t  

そユターす主こi忙いて号爪音与の卓・I患宣言p言ニヒがでij．   

X下Cほて；くも∫うー′ヒ薩軋～小取単軸淋汚くらべ∴ 集光虎！汀一丁わニヒ仁よ1  

1向合印そが㌻く巧り ∈／■∧′〝メこ仰・1首長ユれてい！．六千Cけ周しし・方向封司（  

与Pこで－1紡叶ri斥Ⅵエネルギし伺執の観ヲ如し初市ねr√う受を11する．  
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2．観測装置   

猿富け勧入射撃瓦解鹿で咋らh仁一攻え臭覚承とキの崖東ふ牲置け、れにラ毒芯  

朗L維持沌†筑後（M仇／C）t～竜号処予習のため功せi回路材ti斥j．M」ル′こ・3ポリ7D  

ロビh薄根亀lや＼、言たの寺†教権何功∬、ス泉席！塔れ一足l亡すさ仁のの〝ス卵価申  

しオス丁ニン＜■■電・組■あ・き小Lて、1∃・   

粗野のやlいl三知音伺盲同雪衛星の呵転れ㌻フてβ一㌔ズ㌘の巾で東重吉左五－  

み・銅拍和痛‥・ラー－あ3・鼻音師訪、州…Wい古β・○川絹ナ7帽の  

Lett忙局lTられノ阜ろのC川匠行長す言古強力、主J意号が中り没ついh∋■ え郎仁  

平行巧入射X騒け寸心のC色Il上に鼻音官爵む・▲w汀せ／h．仏て、のみ碑息iれ3．と  

師～の軸内が丸まく？3三二絶って9巨資・lり‥‖ハ一隻百与距仕度が音律古｝・  

憎い×硯碕がえ年…、～2、∫のとこうとあっ宣揚各に痴与の郎えに慕っ－竜山す鮎1  

烏 亡そしi勿上盲如“てそう＜痺iモネす．  

個1、XF∈仇神野七   

千租三郎屠ラ】叩写・1   

X錦璃が主軸かi   

ヱ守…ニう咋あーt   

碩櫓が摘如しL   

碕食．  q   ／／暮、＼＼ r一一－－－－－ノーーーーーーーーーーー、†  一－∴戎  l                                  l  l  l  l        l    l       l  4  l       ＼                         l  l    ＼                   5  ー‾‾－‾‾…1‾‾‾…‾‾‾‾ニ‾   ＼、、．  …・－－－N6  ヽ－－一一－，＿－・・    ヂ          7   
♂   l（げ  36J  

∋．集光鹿〔xFり   

汚11≠押入互ゝ140人－■釘P‘∩ミ／一卜がうっ【“L＝邦＝フAの＝・ソナtレ吉良義」た鹿  

巻個之巧示す㌃う・ニロほ7クメ140ふ㊥h4纏顔の東坤面t亡；陰って卑、鼠長一7ヨよ  

ち仁並へ牒一斉呵…外集光し仁一巧え集え夜でよ⊇・ニれ盲ユ岳且恥音何と「司  

く㌃う忙／ふ〇メ／♪メ／jβMMりの革仇中佗繭め言．貴官距離印ゝ虜の上碑かj層  

雲面さて・・。並王、盲√∂0仰で、あ3，温和仁専行乳てい慮れ如才言X鰻の苛工入射昂  

I才ユーいより†＝哩い虜lもと・入射角ートトiく万∋．康で友好亡すヾド丘涛阜妻面のトル  

⊂に入射す葛X緑盲暗くウ＿爪n鹿め前面忙 Sしah（。山1、れもr 点い㍉確の東側h♭e川  

錘PP¢■「盲刃…l‥■臭えし射＼去伺硝野けこ？亡びuて仰れも‥′二よ）■て∫∵和川困  

か軒帽壬h」，／牒い入如去何がら且h二の集えパ溝爪象乍的乃吏方南碩け1帥ぢり  

うワc叩こ日吉．入如向ぃラーマま頂知和承のえ化盲恨ヨ忙庵の瓦叶亨く喜偲4に寺  

山ケれ与す．  H■RR。R  

周2．－－ブコえ射線p撒かa  
乏㌔面仁如オ何にさ3∫≠す七三の  

朋て・一二の寺内托け集えし1㌻い・   

MWC  
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窃5．   

人知大旗t健軸の   

右硝一二おてち今もり  
有細面相  

可隼  

（
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U
言
u
写
 
】
）
【
－
U
巴
出
 
 

○  

】′．  

反由斉i考直し毛   

名和面相∴一  

号廠勧牢かえん   

叩 叩 OJ 叩  O u O′ 堅 甲  
ロFF ▲▲lS ▲〃GLEl血帽り  

l I・】  ▲   5  1  1  
｝＝械：M■■a亡A  

4．比桝音†敢喀 しM〟C）  

0．1  u）  

EN【RGY（…）   

毛細面絹－  

阜貴命、〇置くう崖忠勝比例割枚曙，言直偉の回りjll盲†鑑壊i′祈ネtむべ、巨りモも  

♂て∵あき1古く 鼠ホ、－忙舟賦与h仁V S Xヒ同じ・ょう竹 下け雨′ 糧ん「のヱ届かi  

乃り′ 下r8几tド11tうヰ仇正銘盲ユ酬呵簡匠誰り．斤払√仁け1ネ‘れ芯・息乳が与るっ 乙  

あき．j盲号－3下…tが主両碩の∋亨！碑hたアネー 斤鈎r〃与1オ¢寺†れ手かシが  

立拾おり仁鼠五山∴．斤似′′丁飢†．、。。“ルオerのタ受章」！すj．X錦入わた忙け0・り▲h  

ポリプぐレンレニレ′キ†rンー・フォーム′く・－■し与 亡Od し飲も♂と何、、主．再伸忙・J腎  

恒乾小康温を一千け一三仁のに1伽～ブのメの月之一旦為し．円刺に一丁阜恒†ftも  

屯せま仁れ忙ユβ～タりug′…1c久r♭仇Ⅵぬ8t塗さ二恵功夫きてけ1∂メ′ヨ∫…て、・  

膏膿才、・、l気圧差忙而汀主うように産道計∂〆のメ、ソ売盲格言．下作ル（の三富1け／えー一  

戸色久rの≡写1け∋lWMでカヌ尺のメ，ンガス雲入帆てあ咋1せヱ，倖踵す言直  

圧けユれ叩’一う廿机フ∇■丁㍉h3・．¶‾ち上・†■前の†ストイーほP－10 がス盲l見声て▲一丸し  

軌伴i屯RDつキクラー一連11億嬉号勿＃＝れ‡しぃpコふアブーぎ通11封鞍  

曙のⅥ在l＋ェYフォき∴恵騰が満いれのモニ甘iaカ、・ス頭帆乍碑）て室†数枚の  

旬直n喜一足す言たれ⊂如述べ、き粕瑚御東か頂け車れj・さ入札楯「教、膏  

の木綿の工寅ルギートラ丁訂∋i†狂如車首唱F忙未す．計幣嗜の古屋ヾ王t餌付3屯  

いじ ユk♂｝人ヒのX館盲払下 払ぃb代Lト和 知仏化そi僅晴あて．CALo〟⊂OM〝皿dlニ‡，て  

仙p絆M盲切稀i・弓♂諸島分布互4ェ、、′7すう・  

CH▲レつqれ■ C・血gZO呵  
PPし0月um▲lZOOÅLEXl～呵F00帽咽  

－＝へ＝＝■－   

5，がス圧軌脚奈   

がネの葎締哀武l盲rl盲くゎFうり のVSX  

ヒl亨仔可リー1、あ吉．尾根ユ鋸守仁 万刀  

ノ加美声のメアンがスホ、ンヘ’互輯ウ涼友  

軍でl～1気凡作承斤lてMtVC（つ束す．  

小山Cl一食確守忙㌻ってま一レl仰ちh主．  

才丁∫工イ前仇うストナけ 骨糾u脚♭√い（¢（  

一連＝癖雀叫のがス√、ンヘ・がムP一之0  

ガニス下水＝転作1せ3・がス桂成東の  
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ブロいノフ個盲l甘占竹島す．＝WC⊥季の展碩・丁ヱヰDcCて▲ぁ∋′   

喜作嗜巧㌍・in卜定忙帰っ…、さ、乍fe、heれぐ‥′山、－－e寺い中泉が†にい乙  

魯敬管内在＝e†巳ren“…し…e功行方鼻が塔仁一えの巾の中にホ・三きょ㌻うしこ  

下‖l．し組k。勧説今西伸す5．老雄嗜．内圧け綬章す良計しこいて常時もニト1  

れ，是正叫声r、不純にけった揚企吐け二¢声力計lユ切碕iてガス声功利顆盲すさこ  

いで三言．キ“ンベにも詑打直彗が取りけ巾れガ入功ラ汚骨号盲如言ニヒがでモ  

ろ．才一与上叶硫レ！り アー10カ・・スき便l弔す1巨れ▼軋旦注入後L蝕k司便越年盲碑  

葦毛†乾牒牒1†命【こ阜左ドし1これl一帖下川∧垣掻寸摘lててメアンガ1ス夏駆  

万に封入すきねのに陣列呵発言動作1す占・竜一放電のが入魂巾が雪くゎフ1縫わ左  

書†があき一足旭い）下がっ色揚企に・｝丸fetY富‘tteレ仁いて糾せ蕗苛♂転咋t  

止れ市圧せ埼盲0年忙すう．阜璧がらが入盲髄∧ま埴合匠IlこのS呵et7守山  

盲oFFにlてあしガ・hけ1巨；住い・Sqf叫9雨どのク中一ト制御薙功故足ほアエコ  

シト有フて行う・紺和銅4綿あり最仏レぺ、・レはがスり一クを明晰行  

っニt下意ヰす主・酎左耳の到卿古Tナ7レー⊥‥＝何事巨て旨kbpSの壌斤l‡  

l仁寺ケ妄にIDO川～、ゼい吊乏ノ沌判り－フすミ碑忙・了1←色L両く・か祖町方戸車のつ  

ロリ71育乍鱒71二ょす・ユキ・乃ト＝〟こけ冒・～々功刀■lス正利脚友盲もっ・   

恒子風柁頂上仁■正べ巨ガス圧紺如予のlトがn，ト＝〟CがうJハ●ルス桔号欠視野一  

DPバンク，一九－スれ＝K′烹号史球音戸′コマンドイン仁ち－ス軽骨離戸がう  
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PH．ア亡、椚Ode  

PH（9bこt）   

MONl－？H  
しゞb、t）  

PC－q・化上‖  

DHk  

・（○■tHAND  

7．ハ〇ルス柁号増子官命   

MW8の下作山の7ネの〟叱万、らのハールスけ各々j蜜豆のa机P 盲通フて叫ズ  

α仰P作入り′ L川erロ；9くr＝」D）ヒUpper DTSCri（UD）のI可匠あフて払r  

い司鳴でないもの戚小・’下佃山tl三＼鳴で斥…斤現「のハ○ル入JJβp亡軋もられ′  

l；Lれの城島笹原けられてV、の〟汀e 〃、らiた汚号であきか虎工D†hArk．ちっ－†  

て 9♭亘。り竜号t t t′ 痺の仁う乃棉苑、t＝道路1れき．  

bこt O   1   2  う  4  5  ら  7  

仇mP旬柚′」D・UDの触虔隠′温泉すべ・呈〟rreの温度■‡Pエ山肌机抑ゴ忙寸  

ってぇぇちれi．二の ぎ♭dのd久1瓜IlアHれ♂deヒ辞し′ も1れi有よう佐  

PHl一皆の〟♂「よ仁入軋られ′J柳緑占4eveれ十与／爵k♭F5′ ′占そ…甑巾／  

1ヒわP5で盈ち山→・竜匪旬－うu塙合点ひ・・ユ叫点てい温汚之h言鴻点し川d且d  

王仰e CロTrゼdion Tい町野があiたの／このPH・M∂d色 い古雅五仁uJ叶eのエロ  

れ叶をロPl仁l且り′ ふw汀e句針狂言 宮守闇一川＜の聞（卜∂．坤／gヒbp5．ヰto  

村／ユkbps）頒βlて g♭Tt S（久一er ＝て姦1たキT PC一？′lロ に入札3・  

PC－Jlにl一名H町ピり下r∂扇〝けど からの ハりレスのうち U工）盲惑えたもの盲ヱ  

了r…eの嘲額冶L㍍†教主如くg♭こ1竺∽ノ亡r巨′て恒VC＝えさ妾互に  

入軋き′これけ食いニ√き♭此l⊥3叩因、dの及イLももシラーす主ためであi・  

Pト？て′♂ノ′′♂碍鵡、官長ヱト与す・   

PHlへg のP〃ルル正之 rまア工C川＝哺肋イ仁手ってアぐ卜gのPど川。de佗切碕も  
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ろニtもで与呈・Pいれ♂dぞ けP〃〝佃如・♂J～′∫亡ん与ちフの払ダ血′D√5Cr～  

〔Dp〕折一首って4っ。b凪相亡持戒′ナ′阜〟了reの烏♭卯〆切毒†教長 倉プ周明eの糊  

軍畑lて倉♭こt～仏「ぞrt‘て患うに車す席踪で・嵐き・PPの駿足温けア工乙酬皮d  

作手フてえとられj一 

． 

表1PHl佃飢如．†oT机迂  

WロrA  0   用   2   う   4   F   ら   

0   ちYNC  Fl  PHL  

帖  PH2  

ぅぇ  亡A％すC  AHK  DHK  DP  PHら  

ヰ冒  PH斗  

も午  n  
PHち■  

PHら  

qウ  PH7  

li2   P日管  

PH時呵分解能  

はらユーm5eC  

払～・r叩≦eC）  

P亡仰ロdぞて■、l了   

pHl→ア（一L  

PH℡→PC－g  

表2 PC－qノ・0′ll小汀m且t  

P仁一？        下帥十ユ 2  F押†き  Fgn，ヰ  F8n†∫  F帥†ら  下9n↑7   困qら  Mい／亡l R亡（Lr  MW⊂l  
l下付両t  

l   ケ   ′   ◆   
∋   与  F  b  7   

MWC2  

P〔－10  Wq7   R巳止r  ロ  2   

〝  〝   〟   
う   4  F  畠  7   

MWCl  

Fro－1t一S   
下代川正一5∴こ下作几tWlrビ■L→つ「のS心「F山≦し仇血   

泉う PC仰Odを うorYn山  

下 VV  下9n，。    F9∩，2  下9ハ†う  卜曾n†卑  ■F帥，∫  ‘F帥†ム  F9n十7   
「〔一t  ∨VF  t－P－1  ト1－1  l－ユー1  1－う・、1  1一斗ー1  1－5－1  トら一．L  1－？tt   

PC－2  Wユl  ・′ 芝  ・′ 2  〃 ヱ  〃 2  ◆ 2  ′′ 2  ん コ  12   

P仁一う  川ヨ7  ＋ う  ・′ ；  ・・ き  ヶ ろ  ～ 5  † ∋  ヤ 主  〃 ヲ   

PC・一斗  Ⅳr∋  ｛ 4  ■ 4  ウ 4   〃 4  ′・4  石 ヰ  鴫 4  ● ヰ   

P〔一F  〟♭？  ユー0－1  2－1－1  1一ユーl．  之－3・一．l  ユー4－t  1－㌻－1  ユー占・・l  ユー7・－1   

‘′ 2  ． ヱ  ヶ 2   2  り 之  ・′ 2  ¢ 2  一．之   

Pし一7  ＼〟lel  ～ 声  。 3  ゥ ヨ   う  〝 5   ウ う  ′′ 5  巾 う   

PC一宮  VVl17  ‘一 4  － 4  ・・4   4  り 4  ケ ヰ  ′′ 4  〃 q   

三連番号 P－m－－、：f．－MW亡′1尤」，m・－C・Re仇「ト7＝b両肌reト7ノ侶まpH血n（ltト弔  
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Ph一ね叫l（トキ）代・（LD－DPlノ Dpt－ppユノ PロトPPろノD”一UD）佗う丁左す3■   

官・A H K■ い鵡ほ）   

朝廷洛が正倖lユ如プ旨1て＼、きがき塩姐了また劇凡才の頑貞一、・●月HK（腑りでせ  

ら寸t を．  

上 下ユ㌻：M〟C佗控鎗1れ3島貫食線の奄圧  

2．アユ畠：がスよ、ソベ、ql攻定 クー “づえ圧  

3 下ま7：又れ  MWClのガス圧 紀行斥叶よガ  

え恒1 卜巾M∴乙 可ガス斥 詑圭一斤書†ムカ  

キ．下19：ユれ  M〝乙1の ⊂乱し：br久tこO杓う∂は「（ぞ の£カしeゾel  

ユれ十1 MWCユの ⊂机上♭ndi叩 ≦βu作e♂Iよカーそ＞ぞl  

∫ Fヰユ：M〟亡の三昼席 「畑t～ナ♂がC  

も「払ト フ＝守一ンベq温恵 一∫ロ′一十卯¢c   

9，D H K（〟舛）   

細川♂deノハ≡仰のね′で、迫られきMWCカノヾル入夕毒号ン丹忙如頑自の封鞍点  

む■豆痛手の動作回教がDH Kし〟舛）で送られ畠．  

1、下ヰ：M〝Cl下け両 の〟trど1〈7の」P－UD瑚の計牧  

皇．下11：M〟仁ま 下「川tのルて代1へ7の」D一UD叫♂書†粧  

ヨ・下び：M肌／CILl私製い・‘」C〉†UP掴の竜丁杖  

ヰ．■Fl牙：M〟Cl鮎川 句 ⊥D～Up欄勿書†毅  

F．Fヨ占：MⅣ仁1下冊止の〟こ一色l－7q up一人上血割粧  

6・F“：MW已 Z 下町止4町trel～7ク、UD沈ヒのもー蚊  

7・下∫1：・MWClに払丁のUDl∧⊥上句会†乾  

9． 千石β二 MWこ 2 R8A√のU Pゝ1人エれき†放  

q，下Il：M〟C L。下作最ヒReAr のCロこれ仁Tden比封牧   

10・Fユ7：MWc之のト0止t R払r句山川C～de〝‘主†肯   

Il 干4ち：MW⊂1の 戸川せ詫与（FVl）の転顆旬杖  

は 下甲：Mル仁王q 下川せ轟音（F）乏ノの如下向粧   

lう 下F：M〟亡tヒヱ。L蝕kせ予言寿（α1′LV皇フ勿如斥旧著丈  

丘増白け1ぅレレナa仰仁で1閂紘れ£ゝれjやめg沖／gkbps′ ぅつ幸ケ／加bp・ゞの喝  

破伊王れⅥ計甑が曾bてt5仁山ぞrて、一旦られ盲．   

？・ CC・〃MANP   

観測畿監功動作与叫御すう匠の一つ兼のび脚♂〃J鴫8があ3．〔び仰仰〃〟 化け  

F蛍1（月㌣甘e川D－∈X）ノBp孔日eしズーEX）′d山γ・亡び仰”ズ扇があう 
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REAし ⊂OMト1ANP  

動 悸 内 乱  動作緒路  

喧藤倉奔ロリバnてtinlset  下叩 Wラ4 嘗01  

AD－モズ  岳’称  

1． 用－？  ×FC－ON  

之．1l－10  X盲C 凸拝  

ヱ、10－10  βUS OFF  

4． q－10  X干仁一A OFF  

ヲ． q－11 XFC一日V OFF  

ら＿ 【l－11  DNC ENA  

7．10－‡l HVq モNA  

β． q－？  工NT．与∈T  

X－Eメ（8へ与－ジl）  

1． tt－IO  穴Fq‾ C咋干  

2、」0膿10  X下C－HV OIJ  

；． ？－11  Rβ仁 一〉了S  

4． 10－11  DNC p；S  

F． q－io HV打‘机S  

ノ  800   

〃  〃  写∋ 0   

ケ  βヰ0   

‘ン 1陀0   

ゥ   〝  B畠1  

〃  〃  βワ1  

回路ノ仝朱oFF  

βUS Of手  

指号犯予空車 畔  

烏斥恒碕、叫干  

HVのA仇y n増山co扇面e肌♭k  

HVのがス瓦仁富う利殖ヂe一山，l¢  

い里tミαし ～et  

カス圧制ろ軒与テ岬′釦S咋F  

島夜食三卑oN′RBe色仙腑  

尺βH腔㌻3tlV亡凸両用l（小5able  

HV〃叫川廿直別血山転出  

HVのがス丹l仁㌻も利呵dてエ雨Ie  

0
 
 
0
 
 

0
 
・
1
 
 
0
 
 

1
 
ユ
 
F
 
 
占
 
7
 
 

【
p
 
 
β
 
 
t
P
 
 
わ
n
 
D
ロ
 
 

ケ
 
 
 
〃
 
 
 
〃
 
 
 
〃
 
 
 
ク
 
 

ヶ
 
 
ル
 
 
〃
 
 
－
 
 
〝
 
 AD－EX  DELAY COMトIAND  

l・ F－2  大下C－HV ON  高圧恒碕．0山  

2．ら・一旦  ×下仁一HV抑＝ 鳥海恒碕＝明  

月D－Ey   他の碑鼠と阜通coHMAND  

ユ・け一∋   cβL 川   〔α帰帆卜川S山作叶pHnln奇∈仁入弓  

2． け－4  月＝Pエ 咋下  風て賂合粂 0咋  

3．，l－4   HV則し0咋  最た億碑り千  

〝   〃   β之1   

¢   ヤ   8え 0  

R肌ユ 伊東・耶＝  

干1サ ルiヰ β00   

〃   ′′  声2c・  

ヌーEX（8へ〃一－ジつ   

1． q一句  PSC ON  X［C解せe、1孔b旭  下4F 〟ろヶ 育〃1  

pNCモNAの境食わけS州Sどれう打か、ら温ふれてくろ血y／唖沃ほ号匿いl高  

圧′底碑がOFモノ0付ゝれ言・d吋／栃は tま下紆Wう4 日lか▲（り血yノ′√ロー再レ  

ド折って邪善吉1軋主．  

iO．Pl〔cMいANC）   

枇剃賂功如棒・の校定描写支ぇg仁仇仁恵4仁木す・P工と∂朋桝β〝止 が短ITられ3  

Jとレ「とe思考．仁徒フてキの盲刀咋！迫へう．   

り OS OとアH mc如，ア⊂伽βde の造硯奄すさ．塵万作′‡下gn†ヱい直汀・モ7甘’  

がPトjn、。加‘r．Lりか一P⊂仰山再．T・相緒1れま．oS♭∴7によって有斥食碑の忠  
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か庵房吉4終了昏托酸鼻で壬3・   

7）．ヶ、ス制御寺平nも作teゾel亀吉ま足すき・βS o′1でMWClのがス圧の（eveJ  

与ち種哨ヒ軸定で宣言．－0∂hは M肌1内のがス盲識別・巨クiぜヨニt㌣あ   

ろ・OS之け両Welの万池野＝野卑のS呼tJ7才よe与川／咋Fすき・帥の堵合k   

l茅あち かいカ足のう仇ていよ圧力シ、く下れがス斥が斥フた？ちIJVF川食卓長考   

（下、′1）一丁触り賀し巧こい・OSヨりMW⊂1qがス圧印申t是正書丁化すまが釦r  

瓦針け㌃きが功遣碓盲すき．054－7でMWビュ1＝針緑化利雄町巨．   

g）両町Clq八○ルス史戎帝のlピし′e上の書生き享有3・∂51乙“下付扇と払「の   

α山「∽これC√如ビぞ計dぞのβ〃仰と有3・0…堵ふ吐けFrク雨ヒ払「でひ川－  

cγdeれ√ゼし取eレe一山l才ア〃仰dゼ（Pぐ〃んゐ）で直られ互u．05旦．弓け帆てズ   

久巾Pの官α～n盲4幸ほf忙軸足すま・OSノ4′ゞl盲LDの一eゾe＝4柁相托絶  

ぇすき′ OS占．717UPのlゼ′e（盲 4≠受咋・佗鵠足す3．   

㌢）■車〟C雲Lについて g）と′司線化′‥レス更ヲ誓書戸功Ie咋J♂室温産＝j・   

to）Mw乙1′ヱのふwireのj寺号忠ガの且抹Åびαmpオ抽の軸足りラ・  

OS oでMWCりヱの、連枝，OS トラ で巧e灯β小■Trロ涙ト7の〟てre のせ  

耽与lて OS Fでその£刀盲忠すがとl、うが！‡たの′0β‘ノ7で・その町Fre句戊咋   

㌍En思4純増たも空足す言  

11）？C叩♂deてリ4っのP＝bAnよ匹冶け吉崎の心音由td√5げ亡の‘色…（の音呈定E  

司i．051で叫ⅣCl′ヱ 仇逆．二掟，β5えヨ で・Plフ1′ Dp2．DD∋d逆．慣葛し′  

054T7でβ－け亡hのどd te化lれオ3かt決れ主．  

最中功闇市で屈ん賦、1息けX下CoN′丁叫血うe＝キ忙軸足！れ主・ニの埼各軸tαt  

d汚⊂トミほDPユ；4．PP2＝g．PD3ニ．ユに妻妾真＝れ3．払いす机の甘甜lほもOS∂－7の  
全てかでnりm日日帥馳打フヒ、長与に韻リガ如・うので．と一拍、のOSを11ニす3莱辛かちう，  

11．垣：指泉   

×Fどのせ確か才ノ甑スう吉号埠テ里中川下C一月）′スモリ軸t粁C一β），万いス広軌卿帝  

〔X下す）′せ磁号互勧化1せう・予USセ埠（BUS）．町仰∴ぃれ沌ェせ盲高冗恒碩  

〔HV）〃・ら’信3・＝ず軋も山川洲餌d 忙才って叫／咋Fエれる・メ＝モリ申l‡P∫  

co・佃研‘l血で校庭1帆h政一嫁持しノ X下仁一月叩Fて▼も二功姐け失心hT古ぃ・ズ  

下仁0〟でで泰4胡同風て・凋んでrnてtiαlうetのヨf鴨忙右裾■持主足丁れ占．高圧せ希  

Il韓勧咋忙㌻ヮ10付に庁j允繚盲て叶言巨椚代 田1J－ラ∴のCク脚削dりd 盲伺ぃき．   

才＝とげ伎のX下■c d如稚けえート1＼VC胡ガス左阜毎作り一クL′千力線羊ンへ・ヵ、  

らメタンがス盲MW已匹顔椚…在れ X干〔0〟川－？）JX干（一月昭一？一圧り1打－  

てオ、入輌帝都tちUSせラ盾のわβ〟にすれげよぃ・〃〟Cが乙¢れ′〝／（吋ビ／ヒ達し  

セなゝげ◆×f亡∂Ⅳ′ ×干C－H）cりノ（．り－′J8へ】・－ゾ）盲汀r t観剰賂と＝昏々行動  

咋刀f箆ヒな去・垣刀等、憎が象乙打った藩命にけ PSC川（？－り8へ0・－ジ‘ノ ニー、埠せ可  

乾巧正敏虹乃り．坤垣崎咋け岬－Aがげ戸享れ言．思α州別久れれこよって絶叫  
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賂がと・1のよう巧1撒仁卵子すさ刀、の埠頭盲泉ヲ作木す・   

義兄恒碑の 

d8仏y仁ク岬戊適 担√フて東胡られた疇呵にON／咋声で色盲し・如うつのむ椚一  

仰71dによっても制御1れ言．   

t）PNC モNA／D了Siニれが色扇Jぞ（帥月）の場合ヒけ S仏れ5¢nSOr廿らの1書   

写仁いて正当の掛；8FF′再〟の時購〟ユh主・ニトー‡よ当の暗け五確  

えの班軋じ㌻ってM、〟ぐのれ牧が鼻骨ド ヤ菅万n訂言場合か・あ呈ので雪肌t佳碩  

寸31Lの丁・あ3．   

幻 RBC ENA／Dほ；ナ野卑が何層lてい盲と放射線孝吉通過すち壌査があ寺  

号J時化はRβMし仲d可i仰♭成十明吋。r）から放障鼠革じ入フモヒいうJき号  

盲斥けて HVも咋下すま・光景一名さ締でけ主†茸が阜・苦碩抑（て手車仇談判矛、・で■う  

巧小し仰〟⊂の方化1きねくのでこの革孟盲ヒj・HVβ〟で尺βい‡傍に  

盲NAのオズ披け行i．   

う）HV8 ENA／DIS；ENA（罰鳴け懐ア功がス声制御秦のI司温DIS印12り   

Ievや＝t）舵沖声部の息刀lそ）eしが7ったけらばHい70TFユれき・ユ巧   

PISCRl…肌′このがス圧㌣之凪い）下をt党風互恵して旦孝一亡巧言l…（  

匹級尭iれてい3・ DJSの鳴一丁さ勿よぅ汚がス足kよぅHVの制御l‡みエ  

存われな小．   

12．高序せ；東   

風圧せ希■一山t…社製でWO－P聖旦1石蕗叙す3．ニhに√フて〃〟ユヒ乏t  

狛冨1せ去 

葛．M＼V⊂忙一丁ユ9㌻0－jJ柁∇め恒圧■互棒線し アユゎれ椚皮乃よ（8k＞Jどe占）匠よ∵＞ 乙  

絶息食圧盲4綾番b間櫛え言ニヒが・て一ま主・僚友l才月HK」∵トけ仙睾仁）忙よりZ  

右ニラーiれ千句鼻面が与工、・′7うれ且1高圧′軒碑奇功ナロ、ソフ噛tl忠？仏寺す．  

HVG Dト】⊂ R8M  
キ＝⇒－ AHK  

M＼V⊂・1   

M困亡2   

周q 高圧せ巧条プロ・ソフノ包  
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泉F XFC蘭竹コマントXFこ各帝■み韓理香が冨  

コマ叶 髄鴇嘲     HV  痛号屯ぼ寮  メモり 敢圧制  βUS  HV卑  RBC  PNC■  P3C   

×  AD  D（  工員 自虐  oNト拝  oNl肺  oNto拝  oN匝  ENAIローら  帥トiS  ・訓AtPiS  EN小一S  

jO  4  AL⊥PユOFF  ト→  トー→  ト→－  卜→  

n  】0  XFC CIFF  ト・→  ト→  ト→  

？  n  XFe－HVOFF  ト→  

4  HVALLoFF  ト→  

q  10  XFC－A o下F  H  

n    iO  X下卑 0下戸  ト→  ‘ト→  

q  q  iNIT拍LS忘T  せ－－－」  ←」  キー→  

IO  10  BUS C咋F  トーー→  

iD    10  XFC－HVON  ←1  ←う  

tO  q  メF〔 ON  く・・・・・・・・・・・・」  く→  ←1   ∫又 ・亡－・1   書見 モー」   ▼ユ 一トーー1  卜→  

10    HV年 号NA  ←1  

lD  HVq OtS  トーーナ  

q      RBC DIS  ト→  

DNC FNA  ■－－・－■十  

沌      DNC DIS  卜・→  
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虹司  X承トラン鼓ントゾスモニタ汀5M）  

大阪大学 理学部 宮本 玉穂 光一本 ノ偵二  

常深  博  

大阪市立大学理学部  中川 道夫  

東京芝浦恩義  

§1観潮目的   

瑠泉を出す天体が、／9占J年ロケット観郡により発見されて以来、Ⅹ線天文学は大きく発展し、現在では、天文学  

において、欠くことのできない部分を占めている。Ⅹ棍天体の大きな特長は、その強度の時間変動が激しいことであ   

る。旺R X－1に代表されるような、周期的にパルス状のⅩ線を出すⅩ線パルサー、Ⅹ廠強度が打IGH STATEとu）V  

STATEに変化し、しかも時にはI MSEC もの短かい時間内に多くのⅩ鳶羨を出す CYG X‾1、／α秒間ぐらいの闇  

強いⅩ線を出し、これを不規則な蘭間々隔でくりかえすⅩ線バースター、急に天空に現われ数ヶ月で消え去る穣新  

星∵等々、幻簸を出す天体は、その時聞変動が大変に激しい．このような時間変動の激しいⅩ綜天体を、高い時間分解   

能とエネルギー分解能で詳しく朝潮するのが 瓜冊）－Bの主たる目的であり、このために犬面積シンチレーションプ  

ロポーショナルカウンター（S P C）が塔鼓される．このS P Cは、 Ⅹ税源の混同をなくし、不要なバックグラウ  

ンドを少くするため、その視野は大変小さい。そのためS PCだけでは、観湖中の Ⅹ棍寂以外の様子は全くわか  

らない．  これでは、変貌の大きいⅩ線際をいつから戟御すれ闇よいか、その Ⅹ線竜原はこれまでどのような；経過  

をたどってきたか、現在観測申のⅩ線源以外に、ぞのようなⅩ綻源が見えており、謳在の戟測をいつ打ち切って次の  

観測日頓に移るべきか、願郡終了後そのⅩ浜原はどうなったか、等々を知ることばできない。 またSf℃だけでは   

Ⅹ綻新星がいつ現れたかわからないし、活動斯と静止斯とをもっているⅩ腺バースターがいつバーストをおこすかわ  

からない． 従ってこれらⅩ線新星やⅩ綴バースターの観測を効率よく行うには、その誕生の時期を知り観測甘る  

のに最もよいタイミングを克Iる必要がある0   

又上に述べたS PCによる闇脚のタイミングを郊る以外に、Ⅹ綴天体それ自身の長取変動、その活動期と静止斯と   

を観測することも、Ⅹ綴天体の研究上、大変重要なことである。 ここで述べるT Sけは、このような目的のために   

搭載される切削装置であり、HXT‘とZ YTとの2つの鰯髄鞘系からなっているo H Xでは、Z軸から約JO度ま   

での天空を連続して常時観測するためのもので、一次元アダマールⅩ線望遠鏡コケ（にⅩT－Ⅹ及びH X T－Y）   

からなる。 これにより、その直交する位置検出能力により X線源の位竜を知るとともに、その時闇変動をも知るこ   

とができる。一定の天空を常時監視しているため、Ⅹ線バーストのような短時間の不規則変動を知ることができる。   

もちろん、Ⅹ塀源の長期変動、Ⅹ碗新星の出現の監視もすることができる。  

z YTは、スピン軸から約∫0虔までの天空の Ⅹ繚原を常時監視する装置で、Z軸とY軸との闇に視野をもつと   

いう頑味で Z Y T（Z Y TELES00PE）と名づけられている。 これは2台のスラツツコリメーターをそなえたベリリ   

ウム膜窓比例計数管からなり、衛長のスピンに従って天空をスキャンする。 つまりその間澗は断続的であり、Ⅹ椋   

源の長期変動や X線新星出現の監視などⅩ線源のモニターに適している。  

このようなⅩ線仮のモニターとしては、全天常時モニターが最も望ましいものであることはいうまでもない。  
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しかしこのためには大変大きな重量と体碩とを必要とするために、A S Tlモ0－BではT S Mによりスピン軸方向か   

ら∫0度までの天空をモニターすることになっている。これは、A5T RO－Bでば太陽角の制限のために、スピン   

軸方向、即ちS P Cの視野方向に大きな制限がつき、全天のある場所をいつでも見ることはできす、太陽の反対方向   

から約∫0度以内の範囲しか、スピン飴を動かすことはで重ない。このため、TSMもその程度の視野とし、TS   

もtで掃えた興味ある天体のうちのほとんどは、S P Cにより一瓢軋可能となるようにしたのである。  

以上をまとめれは、T S Mの目的として  

／） Ⅹ綴涼の長期変動の朝預8  

2） Ⅹ線新星の出現の監視  

J） Ⅹ税政の短時間での大きな変化（X綴バースト等）の朝刊  

ゲ） 以上のデータをもとに、S P C での斬測の最良のタイミングを郊ること   

があげられる。  

§2 T S M装置   

TSゝt装置は§1で述べたようにHXTとZYTとからなる。以下、HXT、ZYTの帽で東研する。  

2TIJIX T（l！A［）A軋AllD X・－Tt A Y T E L E S C O P E）   

アダマールX擦望遠鏡とは囲／に示㌻ようにアダマールマスクに基すいたパターンの穴のあいた金属膜アダマールマ   

スクの後方に位置検出型比例新教管（lP C）を竃き、マスクのパターンを検出することで遠方のⅩ嬢俊を細ることが   

できるものである。ASTRO一口に硲我するものは、この一次元タイプのものを2台用いて直交する二方向の入射Ⅹ緑位   

琶を匁】ることができる○  

アダマールマスクは／∫次のマトリックスを用いた一次元のもので、そのバターンを囲2に示す。 このマスクの   

パターンの最少の騙は∫．J畑である。 この後方にモ邑く位憶検出型比例計数管は囲Jに示すもので、その上部はク   

オーツファイバーにカーボン；珪抗をつけた 尺C伝送線方式により位置の読み出しができる。 これは≡抵抗線の両端   

から信号をとり出し、その立ち上りの時間差からⅩ線の入射位置を灯るものである。 比例1計数管の下部は、バック   

グラウンドを少くするために、アンチカウンターとして使用するもので、普通の比例計数管として働く。  

カウンター上部に置くコリメーターを匪＝りこ示す。 アダマール望遠鏡としては、囲／に示すように、／ケのカウ   

ンターを二分して、ニセットのアダマール望遠鏡とし、それぞれがスピン軸を含んで2∫度X¢0度の視野を持つよ   

うにしている。 このようにした理由ほけCのべリリウム窟のフレームが、検出器の真申を通るためと、一次元アダ   

マ、－ル望遠鏡ではアダマールマスクが、検出器のJ倍の長さ菅必要とするためである。視野の方向を囲∫に示す。  
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このⅥXTの有効面債は、スピン軸から綺才・度の方向で最大となり、そのときⅩ、Y両方向に対し各々約／／机㌔  

である。 以上述べたようにmカウンターは、l托としてその上部のヱ・占亡mだけを使用しており、そのⅩ廠検出効   

率は函占のようになる。但しこの値は、ベリリウム常に重層に入射する Ⅹ掛こ対する借である。HXTの動作回   

路のブロック囲を図7に示す。IP Cの甘茶のクオーツアノードの両端からの信号を各々プリアンプで受け、それ   

らを帆PXに入れ、覇側に使用するアノードを選択できるようになっている。－これにより特定のアノードにノイズ   

が増加した時には、そのアノードを切り正すことができるわけである。 但し切り離されたアノードにも檻扇圧がか   

かつていることに注意しなければいけない。 アノード両輪のプリアンプ出力は各々AM P∫、A帆Pゲで増幅した   

後Zero－crO∬回眉で電荷の到著したタイミングを求める。 前者の信号はそのま亭、後者の信号は遅延回路で約牛マ   

イクロ紗遅らせてTi皿e tO Pulse，hei8ht Co皿Verter（TPC）に送られる。TPCではこのようにしてクオーツアノード   

両端の信号の立ち上り時間差を測定し占ビットのデータを求め、Ⅹ椒の入射位置とする。 これとは別にプリアンプの   

出力は総て抑え合せた後瓜1P2で増幅する。このパルスハイトはA∝によわコピツトのデータになり入射Ⅹ線エネルギ   

ーとする。この信号で、L叩er Di5亡ri以上Upper Discri以下の所要東園のものが選択され、その位置とエネルギー   

がDPに送られ－るo  

mカウンター下部のJ本のアノード（総て金メッキタングステン線）は総て混合した後1ケのプリアンプで受け、   

さらにAMP∫で増偏しアンチ信号とする。   

Calコマンドが入った場合、テレメーターフォーマットはCalロOdeに変化する。 これについては後述する。   

2－2，Z Y T（Z Y T E L E S C O Pl‡）  

ZYTは区ぽに示したべリリウム∫0′原の苛をもった比例計数管に、園9 に示したスラツツコリメーターを取   

り付け、さらにこれをスピン軸から／∫度傾けて、図／0のように搭載したものである。 ZYTカウンターは通常の   

比例即数曽で、上下J本ずつアノード（金メッキタングステン線）が張られている。 上郡ヱ本のアノードはⅩ腺検   

出用に、下部2本はアンチカウンター及びキャリブレーションソースの信号取得用に使用する。 ZYTはこのカウンタ   

ー2台からなり、各々ZYT－1及びm‾2 という。 これら2台のコリメーターはそれぞれ逆向に懐いているため、   

それらの視野は各々図∫に示すようになる。これによりZYTは衛星のスピンに従い、スピン軸より9度から∫ロ度  

までの範囲をスキャンする。 こうしてZYT－1及び－2のカウント故に翼れるX綴源のピークの位遼の位相差から、そ  
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のX擦源の天空上での位1彗をほほ±／度の精度で決定できる。   

使用するカウンターは、既述したように∫q〝厚のベリリウム窟で、その有効面軌ま約川β。㌔のものである。  

またコリメーターを通した有効面熟ま図／／のようになる。入射X線エネルギーに対するZYTカウンターの検出効率は   

その有効面相が最大となるスピン軸からJ♂度の方向では、囲／2に示すようになる。  

ZⅥの動作回路のブロック盟を囲／Jに示す。 観測時には、上部（窓側）のアノード2本からの信号をプリアンプ   

で受けたあと混合し、AMP2で増幅する。 この後肝X．2を通し、瓜にで波高を閻足し入射Ⅹ掠エネルギーとする。 但   

し、この場合几肛による処理はLoYCr discri（LD2）以上でUpper discri（UD）以下のパルスで、アンチカウンターの   

信号を伴わないものについて行う。  

下部のアンチカウンターとして働く2本のアノードからの信号は、各々のプリアンプのあとで混合されて、劇Plで   

増幅される。 この信号でLover discri（LD－2）を越えたものは、上部アノードからの借号と同期した場合、アンチ   

信号となりAIにによる処理は行なわない。   

mの特性はキャリブレーションソースによりチェックすることができるn キャリブレーションソースはFe55で   

mカウンター側面下部のd、穴（窓膜はべリリウム／00一〝厚である）を通して下部のアノードに常時照射している。   

肝Ⅹl及U痛PX2は通常観即時には上部アノードからの信号を選択するが、Cal時には下部アノードからの信号を選択   

する。 Cal時にはテレメーターフォーマットは Cal皿Odeに変化するが、これについては後述する。   

§3 DP及びテレメーター・データーフォーマット  

3－1 覇捌モード （Measllre mOde）  

TSMのテレメーターフォーマット を表／及び表Jに示す。 mで得られるデータはエネルギーと位置データであ   

る。mに入射したⅩ繚エネルギーはカウンター別にゲチャネルに別け、これをコピツトの情報としてDPに送る。   

同じく入射Ⅹ線位置はカウンター別に占＃チャネルに別け、これを占ビットの情報としてDPに送る。 つまり－ケの   

入射Ⅹ踪に対してエネルギー2ビット、入射位置占ビットの情報がDPに送られるわけである。DPでは送られてきた   

情報をエネルギーについては各カウンター毎にチャネル別に享コの♂ビットスケーうーへ加算する。 同様に位置に   

ついても占牛コのゲビットスケーラーへ加算する。 DPはこれらのデータを次のようにテレメータヘ送る。 即ちエ   

ネルギーについては2フレーム毎にゲコのスケーラー値を順次読み出す。 この場合エネルギーの各チャネル毎にそ   

の襲椅暗闇は等しいが、奨培タイミングは絹プレ‾ム分ずつすれていることになる。こうしてmの各カウンターで   

得られた全データのエネルギースペクトルがケチャネルの精度でJフレーム毎に得られる。入射Ⅹ線の位置について   

は各カウンター毎に占タコの享ビットスケーラーがヱ組あり、各組は牛フレーム毎に交代に加算する。 加弄してい   

ない組はその草フレームの聞に順次内容をテレメーターへ送る。こうして眼▼r－X及びIim－Yへ掌フレーム闇鰍こ入   

射したⅩ綴の敢が占牛コの位置別に読み出されるわけである。 HXTの位置についての情報は占ゲチャネルが総て同一   

の賃き沼時間、同一のタイミングになっている。  
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以上のようにしてmカウンターの視野内のⅩ線源強度分布（全エネルギー範囲）はダフレーム毎に、視野内金体の   

エネルギー情報はヱフレーム毎に細ることができる。 しかし視野円にある個々の鰯象源別のエネルギースペクトル   

は、TSMへ割り当てられたテレメーターの伝送丑の制限から、得ることができないことに達意しよう。  

mの意大1計数率は以下のようになる。 享チャネルあるエネルギーの各チャネルは♂ビットであることから   

25占×4E／2フレーム＝4LO9占counts／5eC（この億はtligh bit rateの場合： LoY bit ratoの場合は／02V   

counts／secとなる。以下High bit rate時での値を示し、カツコ内にLov bit rate時の値を示す）であり、占ゲコ   

の位置のデータは各々ゲビットであることから ／占×占年／牛フレーム＝コロゲgcounts／sec（∫／2cou雨S／   

sec）である。 この他にαⅨデータを使いカウンター下部の♂本のアノードから得られるパルスの   
諾ミ預㌔ と、，オ＿ツアノ＿。から削れるノ浩要港を那ことができる。糾わノ＿ドか桐揖  

ピットスケーラ⊥をもち、／／／占に分周したものを数える。－ この値は各カウンター毎に／サブフレームに／回す   

つ読み出されるので、その最大計数率は2∫占×／占／／サブフレーム＝∫／jcounts／sec（／2♂亡0は皿tS／sec）   

となる。 又クオーツアノードからのパルス数は、これはDPに送ったⅩ腺のデータ数に等しいが、TS比内にgビット   

スケーラーを持ち／／J∫占に分周したものを数える。 同様にしてこのデータは各カウンター毎に／サブフレーム   

に一回ずつ読み出されるので、その最大計数垂は2∫占×2∫占／／サブフレーム＝g／ブコc011ntS／sec（ヱ（ト㌍g  

。。皿tS／se。）となる。こうしてエネルギー又は位雇のスケーラーがオー／i－フローした場合にも真の計数率を与え   

る目安となりうる。   

lⅨTの位置デ「タで特に注意しなければならない点は、位置の読み出し回路が湿度に敏感なことである。 このため   

〟Ⅸデータを使い回路系の温度（TS池－E）をモニターしている。 位置データの解析に際しては、回路系の温度にも充   

分注意しなくてはいけない。  

m－1及び－2のカウンターから得られるデータはm－X及び－Yの。賂合に得られるエネルギーのデータと同じであ   

る。 つまりmに入射するX繰ばカウンター別にエネルギーを¢チャネルに分け2ビットの情報となりDPへ送られる。   

DPではカウンター別にJビットスケーラーを享コ用意し、チャネル毎に1打数していく。 この事コのスケーラーの値は   

ヱフレーム毎にテレメーターへ送られる○ ここでmの場合と同様に、各チャネルの欒帝時間は同じであるが、そのタ   

イミングは瑠フレームずつすれることに一生雷しよう。 mの最大℡r数率は2∫占×¢／2フレーム＝¢09占co皿tS   

／sec（／02＃counts／sec）である。 この他DlⅨデータを使いmカウンターの下部アノードと上部アノードとの   

コインシデンスバルスの数を先】ることができる。 TS川内に♂ビットスケーうーをもち、上下のコインシデンスバルス   

で／／／占に分貸したものを数える○ この値はカウンター毎に／サブフレーム当り2回すつ現み出される。 コイン   

シデンスバルスの援大計政審は2∫占×／占／兄サブフレーム＝／Oコケcounts／sec（2∫占counts／sec）となる。   

ZYTの視野はHXTのそれに比べて狭いため入射Xj晩によりスケーラーのオーバーフローする可能性はdヽさい。 このため   

ZYTに入射する X綴敬を口l胱データを使って送ることばしていない。  
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3－ 2 キヤルモード （Cal皿Ode）   

TSMのカウンターをチェックするためキヤルモードでほ DPへ送るデータモ次のように変化させる。   

mのエネルギーについては萄吉澗モードと同じであるが、位置のデータは以下のように変化させる。  

上位¢ビットには入射Ⅹ線のエネ   

ルギーを／占チャネルの精度で、ゲコの場所別に送る。 艮ロち位置データ占ケチャネルのうち ゲN，牛N十／，率N   

＋J，牛N十J（N＝0，／，・・・ ，／∫）の各／占コのチャネルがそれぞれのゲコの場所でのエネルギースペクト   

ルを表すわけである。 この場合のテレメーターフォーマットを表Jに示す。  

キヤルモードではmの視野全体のエネルギースペクトル   

が観測モード（ゲチャネル）よりも詳しい／占チャネルの精度で孤灯定できることに注意しよう。  

ZYTではそのエネルギーのデータを以‾下のように変化させる。 ZYTではキヤルモードになるとキャリブレーションソ  

ースFe55の常時照射されている下部アノードから出力を取り出し、それを♂チャネルに分けて肝へ送る。この蒔の   

テレメーターフォーマットを蓑雄に示す。 この表からわかるようにキヤル時のデータgチャ朱ルのうちZYT－1に割り   

当てられた部分でローJチャネル、m－2に割り当てられた部分で中一7チャネルのデータを送る。 この時m－1   

及びZYT－2の区別ができないので、キヤルモードになった各サブフレームの前半（0、J／フレーム）でm－1のキャ   

リブレーションデータを、同じ＜後半（JJ十ヤ占jフレーム）でm－2のデータを送る。  

口上Ⅸデータの内容はキヤルモードでも竜那即モードと同じで変化しない。  

3－ 3  TSMステータスモニター 他  

TS爛係の各種ステータスモニターがD上ⅨデータF61W34に出力されている0 その内容を表∫に示した。以上の他  

TSMに閃g・るデータは A堆データに入っている裔圧電源モニター t［Ⅳ7H monitor．fⅣ‾2：nonitor）がある。 TSMに関   

与する D一札延びAHXデータはまとめて蓑占に示した。  

与4 コマンド  

TSMの Plコマンドを衰7に示す。 以下その内容を説明する。  

DV I  

CM I  

CH 2  

C帆 3  

Cれ1 5  

ⅠⅨT－Ⅹについての信号処理系のコマンドである。   

位置のデータを求めるためのAMP－3，心肝－4のゲインを変化させる。 ゲイン良低は「01」である。   

AMP－2のゲインを変える。これにより測定するX繚エネルギーの上限を決める。この時下限も変化する。   

判定するK綴エネルギーの下限（LD）のレ′くルをよ殴潜に切り換える。   

下部アノードからの信号を処理する心肝一5のゲインを変化させる。  
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下書6アノードをアンチカウンターとして紛作させるかどうかを決める。   

lⅨT－Yについての1冒・号処理系のコマンドで、その内容は DVlと全く同じである。   

m‾Ⅹ及び‾Yには全部で♂本のクオーツアノードがあるが、そのうちのどのアノードを信号処理系に接   

続するかを決める。但し処理系に宗錦されていないクオーツアノードにも高尾庄は供給されていることに   

注意しなければならない。  

m－1及び－2に対‾するPIコマンドである。  DV 4  

CMl 信号処理系のアンプゲインを変える。これにより判定するX怨エネルギーの上限を決める。この時下限も  

変化する。  

ZYT－1月測定する鳩エネルギーの下限（LD）のレベルを2段階に切り変る。  

m一肌王 mカウンターの下部アノードをアンチカウンターとして動作させるかどうか決める。 

DV 5  TSMに搭載する二台の高圧電源（耶－H及び耶－Z）の出力亀圧を変化させるコマンドである。lⅣ一嶋はIⅨT  

カウンターに、ⅠⅣ‾Zはmカウンターに高領庄を供給する噸である。内容は表7を参照のこと。  

次に鴨宮に関係したリアルタイムコマンドを示し、その内容を説明する。コマンドのコードはPAGE，即，監の順に示す。   

A‾12－10 nxT ON mの回路処理系に電波を入れる。P【コマンドで設定する各種ステータスは打新設定の  

状態になる。初期竜受定の状態とは表7でOSの総てのピットがロになることである。   

A－13－10 zYT O N ZYTの回路処理系に竃源を入れる。Imと同様に各種PIステータスは宵斯設定される。   

A－13－11 T S M O F F IⅨT，ZYTの回路処理系の電源を切る。   

8－12－10 H V－H O N 月ⅩTに供給する高圧電源を入れさ。   

B－13－10IlV－Z O N ZYTに供給する高圧屈原を入れる。   

A－13‾12 T SN－A O FF TSMの回路系の7ナログ部だけの電源を切る。この時Prステータスは変化t＿，ない  

ので節電モードに用いる。11ⅩT－ON．m－ONによりこのコマンドは解除される。   

A－12－11 H V O F FlⅨT，ZYTに供給する高圧偲暦堰・釘る。   

D－13－11CAL DIS キヤルモード時にも、うLクーの内噂皇吏となり。  

このコマンドは H X T O N  で解除され  

CAL ENAとなる。   

D－12－11RB＝ 8IS R8Mからの信号を受けつけない。TSM of子 によりこのコマンドは解除される。  

次にTS附こ関係した共通コマンドを示し、そのコマンドに対するTSMの動作を説明する。   

A－10－ 4 A L L PI O F F TSMの回路処理系、商圧電源など全ての電源を切る。   

A－11．4 H V A L L O F F HXT，ZYTに供給する高圧一隠瞭を切る。   

B‾9‾9 p s c O N   節電モードとなりデータレコーダーが動いていない時にはTSMの回路系のアナログ部の  
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竃涼を切る。PIステータスは変化しない。  

A－15－14 p S C O F F PSC ONのコマンドを，評険する。  

最後にTS机に関係した遅延コマンドを示し説明する。コマンドのコードは 膿，EXの〔頓に示す。   

もー 之 H V－H O N HXTに供給する高圧‘電波を入れる．   

7－ 2 HV－ヱ O N ZYTに供給する高圧砺を入れろ．   

7－1H V O F F  肛T，ZYTに供給する高圧馬渡を切る。  

§5 注意串項  

これまでの正章で既に述べているが、TSMに関与するコマンドを打つ時及びデータ処理における注意事項を以下にまとめ  

ておく。  

／）コマンドを打つ陪の注意  

almのPTコマンドlⅣ－3（mvire肝X）によりどのクオーウアノードから信号を取り出すかを選択できるが、  

これによりアノードからの信号は入ってこな＜なるが、高電圧はそのアノードにも臼I加されたままである。ある  

アノードにノイズが増したため、そのアノードを切り離してもカウンター自身はノイズを出したままである。  

b TS朗に関する各種ステータスの初】顎設定は、Plコマンドの内容が貞治て0となった状態である。従って回路系の  

アンプゲインが総て最低になるわけではない。  

2）データ処理における注雷  

alⅨTの位置測定周儲は）思度に対して敏感である。回路部の要望度によっては掛定位置のすれることがある。そのため  

TSM－Eの温度（肌（データF57W33）に注意する必要があるo  

b ZYT－1，－2に関するエネルギーのデータケチャネルは各々2フレームに一回ずつ読み出される。 各チャネルの黛  

儲時間は等しいが、袋田のタイミングがケiフレームずつすれている。従ってチャネル毎に観測した視野が違うこと  

になる。  

cIm－Ⅹ及び－Yに関するエネルギーのデータについても上に述べた「b」の注意が必要である。 位i毘に関するデー  

タは、その築き研時間及びタイミングが等しいためこの注意は不要である。  
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HXT posjtion data forrnat  

M16  W17  Ml畠  W19  W48  u49  u50  W51  M80  W81  u82  u83  Wl12  Wl13  ul14  H115   

F 4∩＋0  ⊂hO  Chl  Ch2  Ch3  ⊂h4  Ch5  Ch6  Ch7  Ch8  Ch9  ⊂hlO  Chll  Ch12  Ch13  Ch14  Ch15   

F 4n＋1  Ch16  Ch17  Ch18  ⊂h19  Ch20  Ch21  Ch22  ⊂h23  ⊂h24  ⊂h25  ch26  ChZ7  Ch28  ChZ9  Ch30  Ch31   

F 4∩＋2  ch32  Ch33  Ch34  Ch35  Ch36  Ch37  Ch38  Ch39  ⊂h40  Ch41  Ch42  Ch43  Ch44  ⊂h45  Ch46  Ch47   

F 4n＋3  Ch48  ch49  Ch50  Ch51  Ch52  ch53  Ch54  Ch55  Ch56  Ch57  Ch5〔‡  ⊂h59  亡h60  ch61  Ch62  Ch63   

名ワードは♂ビットで、上位¢ビットはHXT－X，下位牛ヒットはm－Yのデータである．  

HXT－PH data forTnat  表／・HXTのテレメーターフォーマット（ea測モード）  

M4  〟36  鵬8  ‖100   

F 2∩＋0  HXT－X  HXT－X  HXT－X  HXT－X  
Ch O  Chl  Ch 2  ch 3   

F 2n＋1  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  
⊂h O  chl  Ch 2  Ch 3   

ZYT－PH data fomat  

u20  W52  u84  Hl16   

F 2∩＋0  ZYT－1  ZYT－1  ZYT－1  ZYT－】  
Ch O  ⊂hl  ⊂h 2  ch3   

F 2n＋1  ZYT－2  ZYT－2  之YT＿2  ZYT－2  
ChP  Chl  ⊂h 2  Ch 3   

表2． ZYTのテレメーターフォーマット（観郡モード）  

HXT positlon data fomat   （Calmode）  

u16  H17  u18  M19  u48  H49  u50  W51  u80  U81  u82  ＞83  ul12  H113  Wl14  ul15   

F 4n◆0  PHO  PHO  PHO  PHO  PHl  PHl  PHl  PHl  PHZ  PH2  PH2  PH2  PH3  PH3  PH3  PH3   

F 4∩＋1  PH4  PH49  PH4  PH4  PH5  PH5  PH5  PH5  PH6  PH6  PH6  PH6  PH7  PH7  PH7  PH7   

F 4∩＋2  PH8  PH8  PH8  PH8  PH9  PH9  PH9  PH9  PHlO  PHlO  PHlO  PH10  PHll  PHll  PHll  PHll   

F 4∩＋3  PH12  PH12  PH12  PH12  PH13  PH13  PH13  PH13  PH14  PH14  PH14  PH14  PH15  PH15  PH15  PH15  

‾l⊃  「⊃  「⊃  「コ  「コ  ■1コ  「⊃  「コ  「コ  「⊃  「コ  「⊃  「⊃  1⊃  ‘■○  ‘t⊃   ○  （⊃  ○  （⊃  ⊂l  く）  く）  ⊂〉  ○  ○  ⊂〉  （⊃  0  0  く⊃  ○   リ7  レl  u  u  u  ln  lJl  小  l／l  lJヽ  l′I  u  u  u  Vl  ご．  
「十  r十  r十  1■ト  r●  r十  r十  r◆  r十  r●  r◆  r◆  r十  ■●  「ト  r十  
⊂〉  ⊂〉  0  0  ○  ○  ⊂〉  ○  0  ○  0  1⊃  （⊃  く⊃  1⊃  ○  
コ  ⊃  ＝l  ：コ  ：⊃  コ  コ  ：コ  ：コ  ：：コ  ＝I  コ  コ  ：⊃  コ  ＝l  
⊂⊃        く⊃                ⊂⊃      L■   

各ワードはJビットで、上位ゲビットは m－Ⅹ，下位享ビットは m－Yのデータである。  

HXT－PH data foTlnat  
表J． mのテレメーターフォーマット（キヤルモード）  

U4  H36  U68  HlOO   

F 2n＋0  HXT－X  HXT－X  HXT－X  HXT－X  
⊂h O  ⊂hl  Ch 2  Ch 3   

F 2∩＋1  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  
Ch O  Chl  ⊂h 2  Ch 3  
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表牛・ ZYTのテレメーターフォーマット（キヤルモード）  

ZYT－PH data form眉t（Calmode）  

WZO  l・J52  u84  Ul16  

F 2n＋0  ZYT－1 ⊂hO  ZYT－1 申1  ZYT－1 ch2  ZYT－1 Ch3  n＝0，1，．．‖り15   

F 2n＋1  ZYT－1 Ch4  ZYT－1 Ch5  ZYT－1 Ch6  ZYT－1 Ch7  n＝0，1，‖…．15   

F 2n＋8  ZYT－2 ChO  ZYT－2 Chl  ZYT－2 Ch2  ZYT－2 Ch3  n＝16，17‥‖，31   

F 2∩＋1  ZYT－Z Ch4  ZYT－Z ⊂h5  ZYT－Z Ch6  ZYT－2 ch7  n＝16，17，．．リ31   

表∫． TS机のステータスモニター  

TSM Status Monitor word（DHK）  

80   Bl   B2   B3   B4   B5   B6   87   
HXT  ZYT  HV－1  HV－Z  TSM  RBM  CAL  PSC  

F61W34                   1．．．ON  l‥．ON  1．．．ON  1．‥ON  1．．．ON  1‥．ENA  1‥．ENA  1‥．ENA  
0‥．OFF  0‥．OFF  0＝‥OFF  0‥．OFF  0‥．OFF  0‥．DIS  0‖．DIS  0‥．DIS  

表占． TSMに閲す■るWデータ  

AHK（W33）  F20 日V－1（HXT）monitor  

F21 日V－2（ZYT）mon†tor  

F57 Tし－29  TSM－E（tempeT・ature）  
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表7． TS切に関するPIコマンド表  
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負号・7SMの叫・9仇in小’最堰の呵のキャネ・レり軋互k〟平伯で、表したもり。  

A叶，久こnモt！く叩け・上衷り佃l暮乞叫訂れ叫・う久これで恥仁七つ  

LTii。絶筆組剰むドけ＝∨川がM，日ソ一三サパ叫■ゴ山一…尊名伯  

とな吉子僅て、－あi。  
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し  

固J．mカウンターの構造臥懲は川叫厚のベリリウム膜で、カウンタ‾ガス  

はXe（97％）十CO2（3％），l・偏庄である。クオーツアノードは各々約  

50K免の抵抗値をもつロ カウンターの偵入射部はフレームを含めて  

／川×／∫O mm2の大きさである。  

→ ←  
5mm   

図＃． HXTカウンター前面におくスラツツコリメータ． このメッシュを ♂．／度  

傾け∫皿mの厚さに眉み上げる。 これを囲／に示すように2組並べ、囲∫に示  

す視野を作る。  
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■▼＿＿～．⊥－」  二二二ニコ」  

フニ組∠‡巫払ミ旦鯉／J   
＿サス誕阜宣  

伽〝■明 
「ぶ＿川＿＿ es  

園♂・ZYTカウンターの構造臥 詔は∫q〝厚のべリリウム膜で、カウンターガス  

はXe（97％）十CO2（3％）・1・l気圧であるD カウンターの 碩入射軌まi  

フレームを含めて70×200ⅢⅦ2の大きさである。  

一事  ←9．伽m  

2αn廿・   

＿＿＿＿＿＿．J＿■－，‖、＿≠＿＿▼．＿．．．＿ 

図9・ZYTカウンター前面におくスラツツコリメータ・ このメッシュを／∫度儲  

けてJOmの厚さに碩み上ける。 これにより囲∫に示す視野を作る。 斜め  

のフレームは0・／皿応で0・9皿の間隔をあけて並んでいる。 又縦のフレ  

‾ム臆は0・／mm又はロ・占mmで9・占皿の閲隔をあけて並んでいる。  
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函／0．TS帖の搭載配置図・・rS＝はAST正卜B上部デッキの1／4の部分で、STSの上  

に置み重ねて搭威される。  

スピン軸からの班角  

ZOO  300  400  500  
「   － －   ・・▼r‾   

「
も
1
－
 
 

了
．
二
7
－
・
、
二
。
∵
 
 
 

＿ZOO・  一300  

反スピン紬側  
308  20。   100  00  一仰  

スピン押倒  zYTカウンターの視野中心からの離角  

囲／／．ZYTカウンターの視野方向に対する最大開面臥 コリメータをパ  

度傾けたため左石非対称になっている。この固からZYTはスピン軸から  

9．∫度～∫2度の天空をカバーしていることがわかる。  
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第2章 姿勢制御・検出機器   



薯ユ皐尊敬串1」針浄血磯  

亨由布常訝 二宮研究室  

日 本 電 気 （裸）   

2＿仁】概．豊   

A5TRO－B♂）主広三、、′こ／ヨンのlっは、X線凍の観測であまため各組科尊三、ソ  

こ／ヨソ摺諮を丈楊ヒ逆志和二工占助抱囲円の吐息の老師二指和ご亡も聴尊わこある。   

ASTRO、一Bの孝教訓都筑畳は新星久ビン抽象入鳴吉紬＼ら18げエ占0あ抱臥て脂  

如せ∴新星入ピンし－ト乙0．0占叫狛37紳0、548rpれのいすれっ、に纏耶畠放  

縦乙肇了ら瓢二より⊥詑三、ソション尊覿を遂行す主。   

各章毎・．土．上組姿勢制御糸互換成すら⊥久下の各サ1・・シ久子ムの詫言†に鳩すら駅竃を  

汚し、最絶に各軸i倒糸－こ吋する解析の中酔昌果乙吉乙追・すも。   

但し 萱斡鋭利扱等について■エ本前そ－ユ畠2止レTよい。   

く 宣誓制御系互晩成すム凍賂 〉  

・墓軸愉束置  

●スキャンポイーJレ  

●二1一千ーショ＼ノダン／＼  

●YD－Y。キスピナ  

●M戸lぐコイル  

●MU Lt〉コイル  

●MBCコイル  

・デイブプル太㌍センサ  

・「うごノウスケート併力計  

・し一卜輯サリ、ノ・ノコ  
ヽ  
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卑屈窮亨軒巽西 二薯研・巽旦  

β 才 毯 免 （棟）  

2．1．2．1観を   

醤》勘御乳量Ii．え王くわり て．れ イ ー几Jこよ5謹啓勘呼機鮎こ．磁束ノこt3  

孝智勘卿穣鮨の．乙種根の槻鮨乙個L てl、さ。前名札＼ネイー化の魔生†3衛星  

のスヒ■ユ軸まゎ りのトルクJこ ふ「て．倍量の皆野糾御乏窄う‘のであり、線名軋．  

地妹喧喝と．コイノLの発生す る磁気已－メェトとの相互作珂によ，て、衛星の賓  

筍勒貯ぇ行う£ のて、■ある。  

2．1．2．2 増結   

恩2．1．2－1に頼経フ、ロック団と示寸。   

rl） ポイ ーJL机御感   

ホイー ル糾御系の如作には．ジ早 イロE－ド′タコ仁一ドの乙後棒の已－ドが  

ある。  

（∂） ジャ イ ロ 已 －ト、■   

ジャイ ロ己一「でヰ．レ ート頗㊥ダや イ臼∂、り出力さ勅 5角及姻命イ島弓と只見  

L、〒の鶴署にふL、・てホイール回範敗乙制御†もことにふ，て新星王一定のスピ  

上座及に机卸す∋d乞のスピン建良性コマンドに＝0・5チ8／0・157／  

0．0685（rPm卜の3絶覆ヒt刀増え5こ とがで、王さ。包皮増分イ乞号■－ス亡・ン速度謁  

凰検立回路lこ入力土血．この出カとカウニタ乏夜明して線分Lた己の′こ．叫僻系  

のダンピュア、と乙文一邑亨3たnに、アナログ■によるスL・⊥温良綿ゑイ主号と紳萌すさ  

乙・－－ラ阻埋王行l、．これとホ イール即卿佑号 とL て－1菖・ネイ ーJしには・‡イー  

ル別解信号に比例Lた回布教で・層3Jラ■ノニタコ 71－ト■ハい・ノクルー7。と絶す．  

（b） タ コ モーー「   

タコミートいで沌ホイー両町御偽ろ乙0vにL．ホイー ル回衝弘之ノ ミナ札値（  

的2000rpm）に7 3。この乙モ針払がな＝隈り，新星の角遅効象′さ一定に促  

た勅 さ．こ のモー「は、ジャイ ーコモ・一ドのげ㌧′ プア，ソ 7㌧でプトさは」・．初郎＝イ ー  

ルスヒ∵ンア・ソ7■嫡にご汀1 ふ。   

（2）lP，lRハ・／しス主十剰系   

ホイールケシ荘カさ勅ヨイニデックス′「比ス（1P）′把師l二比ス（IR）に  

如し．IP声＝l糾′1P／JR車＝唱素′ト仔げ几ス帽と封牒）†3 ∴江刺には  
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′1R’ll■JLスのりぅま’●の号ク琴芝少 

タ之平均す 三．昌十．剰デー タは、テL ズー  

う 山 る ほカ・．1P同舶デ●一 タJもオ ンホ■、一  

に揮巨－ う叶1る．，アニ・ロー ディ ニクー章一l刑場  

．新星再建如畳の利御と窄ラ。  

65，556Hzのクロック三角11IP  

5たかに．烏り逢絶Lた15個分のデー  

タ′こl，て兄上に迷．ら肌要撃ノえ定ノこ周＝  

ト、て・、のホ イ ーJしのア シロ ーディ エ ア小円別  

号I3M U L DコイJし軒卸回路に 入力 ミ肌  

（5）砲兵糾卿蘇   

砲免勒御ゑに隠・MACコイ）Lh17御．MU LDコ11L制御′MBCコイ．L封  

の5性根の礫鮎が訪3。  

（a）M A Cコイル利御   

MACコイ比和勧Jl．卿星のスビ・ユ軸ろ向の制御乏来す〒1さ．   

i） オ ー 7∵ンモード   

ディL，イコ？二・ドIこふ，て、MACコイ／Lの亀兎ON／OFFムtい抑陰極と朝御1  

ヨ．雪見の大さ土】lj種時にこか唱え；こ こd、いでと，畢・電流て、馬g如さ州∂。   

1り ク ロ ー ズ、と－ ド  

i巨スビュ邑大喝センウの大喝角ラーータ¢、うヌエビニ如こ大喝ろ句のす一朗乏根出し．  

こ 凪があ3値ル上∫こ々，た呵lこ由如郎にスヒ。＞軸之本碑か句lこ占 ど、す制御三門ラ．  

椚卸間塘のす一朝角－a2絶愕′＝fβ替ぇさこてさ卜で・空 う。MACコイルの曹娩施性－1  

水場角データトト町即盛名亡＞ケ信号の彪摘・主ょ，て門塀一石。専プ料の大さエは  

う根格にーか弓矢ユ ここがT、巴．足、垂j永1、・駆動王朝る．  

（b）M〕L Dコイル卸仰   

MULDコイ什申】御－1・衛星のス亡■ン軸ち向の角湿如量の刊御乙米今了1a。   

r） オー 7，ユ モード  

ー ディ▲しイコフ ニ「に↓3スピン∪打DOWN指今ヒ牧、、．把庖勿セニウ備考の抱  

睦に£フ てMU L Dコイノしの牽．租ON／OFFか÷が極性と利軒了 さ，・壱兼の大王こ  

甘5根暗に♭か替えaことがγ・雪．風雪放て－駈如工小さ。   

ii） ク ロ ー ズモ ートー、  

1P．1R】＝ス畠ナ刺皐∂、ラ出力三叫3アユ・コーディユダ門別侮号・こ彼－、＿，乃鹿気  

色ニウ信号の抱性に＄，てMU L Dコイ）Lの乳軋ON／OFF木、Iq極ほと即卸13。  

電流の大±三・■iう和博ヒ£か電丸さこてかいで・空．定電流で・矩如エOtさ。  

（C）MBCコイ／し制御   

MBCフィJL別解仏一節星の砲負いメェ用I御之東門勺 さ‘コイ化乙伍長の  

値ヒ磁化13たのにRESETコてニドに ム，てリnサト琶．沌と．EXECUTEコマニド  

にさ，て磁心・電流とテ風す．磁血電池の大王ミ■lil／○コマニ．ドL：才し．0～300mA  

と255ス．チッ7■γ言買えで空き。よた磁化の東門仔．×′Y′Zのβコイ′し鴫i＝こ容う  

こ と か■㌧㍗ 三．る‘  
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2．1．2．5 亀負白う性能  

（1）ホイ ー ル利伸糸  

ta）目碍スピン凍ぇ  

H旧H O．548rpm  

MEDルM： 0．157「Pm  

LOW O．06851rPm  
b ホイール制御イ主弓： －5V〟＋5V  

（C）絶命クウニク紙製埠頭：－260・～＋260  

r2）げ，1Rll。IL入も†ノ別系  

椅】喜†理）クロック： 65，556Hz  

㈲ 綿実げILス艶：15個  

（5）磁負桝仰糸  

椅） ス亡■シ軸制御特性：  
姉御ON   

叫御OFF  

tb）班砲負デット“Ⅳン「   

NARROW  ±120mV（±4000訂に相当）   
WIDE  ±240mV（土2000才ヒ相当）  

50mV（ 500才lこ相当）  ヒ スラ ソ ンス帽  

忙】MA Cコイ ル軋孔  

HIGH lO4 mA  

MEDtUM：  42 mA  

LOW  16mA  

（d）MU LDコイJL電鬼  

HLGH  98rTIA  

MEDルM：   59mA  

LOW  15†¶A  

恰I M BCコイル1垂j胤  

RESET    －325mA  

EXECUTE：   ○～500mA，255steP  

r4） コ マ ニ．ド   

リ γルタイ4コマニト■■： 25頭目  

デ1レイ コマニンL－  6頬牒  

（51テ レ メ ー タ  

ACE ON／OFF  
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WHEEL ROT／STOP  

ACE STATUS（1），（2）7（3）  

MAG STAT〕Sll），（2）  

根分々ウェ ブ値  

スピン逐良計剰伯   

JP周期昌†刺値   

JP／lR佃柏え討剰伯   

IR丹比ス帽計一利値  

ホ イ ー 几卸御車丘  

タ コ メー タ出力重圧  

28v電圧  

45v電圧  

SWAメ旦度  

MACコ イル電流  

（6）訝廃亀規  

定額（コイ几11即F）  

＋B U S   140 mwww 

＋ 5v  lOO mw  

＋12v  720 mwww 

－12v   600mw  

＋15v  

十28v  560 mwww 

＋45v  500mw   

2∴2．4 機械色つ性能  

1 外観か轟サ’‾づメ五  

感2．1．2－2に市子。  

2 女盈   

4・2Kg  

ピ ー ク  

2．1 w  

l00mw  

720mw  

600mw  

2   w  

2   w  

500mw  

（フィルて、‘の角卓・毛かi含i＆tり  

¢  

けイー比て’‘の頒★毯両島＝・り   
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よイー化制御泉  

糾・几利伸イ持  
＝H一ル）  

，フみ－ド一筋ク也雪  

タコリータ如イlち  

＿ 王立A二旦）  

1仁IR八●軋ス   

‖り－／り  

MULpコイル  

HACコイル  

上納朝頼れ  

t紘一強  

制 岬  

H夢亡コイル  

ドライハ、、   Mβ⊂コイ化   

図2．1．2－1 姿努叫御象置 機能フ、■1コ・ノブ回  
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ちl●膚ilO  

l幻 2．1．2－2 穿賀利御製盈外観．屈  
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ホイーノレ（5WA／CLA）  

軸軸 二宮研偏竜  

巳考塾も し穐）   

2．1．5．1 徹馬   

主寝雇・さ、宅も知伽仇7ウキ1エー守一 ヒして・ACE 什ぢの鹿毛に惚，てト、しク  

を哉生し′をE 竜も電ぬ熟思ヒして 地軸電線も穐出寸るモ外の亀電であも．   

2．1．5．2 犠l楓   

右祖霊瞳 SWA，CJA 小ヱ「仇蝕令より損料さLも．  

SWAれ丸佐は‘鴎皇尾一っ－で 向島に 翫外癌鶴丸亀も払つ。きた背高にl竜  

泉9一粒植生、温情ら仇地毛tヰ鴫富もモ払の サリマニア も各つ．  

CLAはSWAi馳知音る 2加地電丸も如才3 MD烏と プl）7こて。  

巾くの徳島t九鬼し 宅専権かこ和田て・三さ憶卑（ 

SP軸より犠席上★り．（凰乙1．5－1窒殴）   

21ヨ5 搬取   

去毛電さ 穐邑久もても Zっの料令tニ訊けれる．  

l－瞳 毛観軌恥に‾亀沌三人a もー≠こ抽・末トル ヒしてれ椴モ・－ACE竹ち  

出巾さ人も たトlし射確他卑lこ儀，て 軌悔いしクモ登亀竜盲．  

他のlっ底 宅も鼠色こ知再三ト苛 つニhtい1キャナ tして仇榔で翫も．  

穐虹ミふt 世堵如し札喧IR．せ．Ll‘付和lこ蜘 

し染lニ ACE dl七へ出∩土山盲．  

2．1j4  ■性屯  

本装温血 も竜也亀 t虻下こ青首．  
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（1）筏封緑句桓．絶  

SWA  

6．895  Kg  

ローマ＿菅田竜也モートト  0．0204 s山g－ft2  
ローラー軸向駄敏＿  1700～2500 RPM  
慧嶺亀盈融号（2000RPM） 5．795 Nms  

啓生いし）  ±5．0  0Z－in  

CLA  

含量  1．125  K邑   

寸三毛ノ勺し論南 国2】．5－2名V2コ5－5 巷取  

（2）電気的他誌  

奪わ 十45v  

十28v  

0．678mW  

旭丘蒔 25．2  

定常蚤 555  

0β07  

d786  

W
W
 
W
 
W
 
 
 

十12v  

－12v  

（5）食草的畦もL  



国
威
云
 
（
ら
窒
山
S
S
＜
」
山
山
〓
宴
Z
＜
U
S
）
イ
≧
S
 
N
l
m
、
「
．
N
函
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亘二し4●  

尊者討章句 子細気宴   

日本、亀豹（掛  

2．1．4．1 耽 啓   

二1一子ーション・ワtン〈（以7NDY略林オる〕は，月ST尺ローβの暮敬呈観  

よく尊定させるた財＝二．賛助制軌有責によるニュー子一ション・ワ㌧ヒ・ンり、、 玖絶を  

萌し′NDに封入ごれた作軌未払のi旦軌l二よ，て工和ズーを消散するとのであろ．  

れわらNDは孝幣制脚番の頒布横由仇1rYしで叶礼トーしり側脚トルり等に  

JT舘姿二れる衛星の二1一千←ション退勤生滅蒙させる丁二糾二金運前期帆こ  

わとってND♂、工ネ・しキー消散によるべ、ソシ「∴ニュー千一ションす㌧ヒ∴1・・を実行すろ．  

碑名†J減衰特性を右耳NDtして、スじ軸に平作丁角型二1一子一ションワ・・バ  

ハ繍馨邑指い′封入粗略の主旦軌による軌アン（ランスの影響盲考嵐して作軌流は  

の失仝封入市六を権田すろ。   

ま「二′NDは督如削如方式によろり■、ンべYしてふ′シ］ン専釆を満足才ろ珊姥  

糾輯′性’九よひ・裸婦糾特性を葡し健闘確媛射牛に凰合オペく信頼性′ニー  

品賓管捜が芙放でA′lている．  

2．1．4・2 概能   

本ニュ一千一こヨン・す■ン1は単軌馴斬首弐によるニュー千－ショ川しンヒンり∴晩飯  

を軒・jろしれ■Jhリ、NDのユキIしⅩ一一消傲によ、て新星のニューラーゝヨン連動乞  

こ：・†・‥ ‥  

2．ユ．4．3 構／N   

二・千一；。1ンワ■ニベ、－・j▼捷揉耶・へ□一大釈牌・封入、部・叔づ弓笥、ソティノ赫  

ちjLご咋的亮L称ユリ一碑銘これ円車庫摘クノ死壌7低亀乙－・石下る。  

【11菓巨摺都  

増田才1■羊斗  

粁膵ワトヤク  

円管内桂  

Aノf  

350（肌）x50〔（L）珊仙   

ノ．・一一  
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（2）ペロー㌃娩棟・  

横田‡才科  

ベローズ■口径  

ストローり量  

SUS－304  

¢ざノ／久光‖。．ノー  仙れ  

∫∂  れ竹し  

（引 田入部   

・横田材料   

・圭寸入三去   

㈲ 取ナ1フりティニブ斡  

SUS－304  

貴空封入  

使用才オ軒  

てウニティンブ・ナロ、ソフ数、  

Lモ占ク〟（日立化成エポキシグラス積層叔）  

JJ個  

（さ）作約丸棒、  

テ礼埠、風  

化皇  

如斬性イ束数、  

5リコーニ・オイル  

β．ク～（フ吉。L）  

Jcs七（バOc）   

2．1．4．4－ －性」危   

ス．ビ二軸と平行U宙＝勺ド紀一監ごれた句生ニ1－〒一三ヲンア■ニバーま封入  

．iL埼、石好打凰働■＝よっ？ニューテ一三ヨン三方ルキIt乞硝範7る。  

（l）物プ史的1i紘  

・城東咽え臥・史串喝J．JH 目標  

針組確ニ ノ／〃「ユ∂′P机）ノ1；－≠展開後み′〃〔〝∂rp机〕  

缶丁奥窄  

j寸入、一畳  

リーフ量  

増収恩、櫓  

／♂β〆  

占フ∂ヱ♂・∫cc／（βtプ化∫り♂－∫ゎけ宮下）  

J・クαf肌■CC／′Arユズ‾F   

7LP．ノ2ニヒβ∴ぎい－J  
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（Z）抱擁的性能  

叶斬・寸法  

壷：星  

組畳  

l雪Z」＿．4－1ND外観＿回に余す  

～．0／伯〝艮7白樺、  

スヒ。ン軸t乎拍万金杓に放置  

（ち＝番新教  

本衛星では．NDをZ個洛郭する，  
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Y o－YO  

皆窃科尊卑上わj戒壇  

林嫡  

ヽ ニ宮野墟  

ロ 室＿ 声琢  
1．観客   

AST尺0－B払恥くあ、7マ衛星亘皇の虐加K郎・7YクーY¢マスの更せま増加  

乙怨り、徒来行わkてき久／Aのどン亨マス互併拝すさ方㌔古l古ビンの強度メ与ぇづ  

ユニ乙乙る，た。丈ノA〃ビンゴ鹿荷す∂慮息．ビンの切掛く久如山さ－マスÅ離隠  

せイ、ミヮションか如玖如撒辟ま言えオね患、クカ、ソトス棚tて凪及墟五経久  

せ3ン∠メ厚東了hた。・‘の農具．軌く恭したよラ八マス王政′（ネ（マえ押え金具）  

セガぞん、こム肉塊主え月ビンセ鹿引く励足すつ方礼左乙さこと乙した．ニのオ大の  

埼ふ、∠■与ウJ、〃ビン〆切射れれlよマス押えÅ具新一れ、マス・利敵眩寸∋．たあ、  

リトス仮のマスの且錮亜塊乙如ゐく、療考ふらの朴籠1マスのれ良ワイヤー  

ホえ々燕尾斗抒右裾く克た時Iくフックふぅ外れ3叔泉とた77、，3．又カワターlま飯  

森マスlて虹丸まれてt7たメ、この方もそ・J衛屋側lノ＼あリ，Yo－Yo作動後l命屋創  

1く玖5．（この方礼の蕃卸くつ、7てJコ「ASTRO－Bヤ向取号も 身軽）  
∴＿：         ト¶一一－－－     ＋一－、一・－▲＋一－－－－－・＋・－・一＋＋一－一血 一■  

皿「 「  皿  
m ＼  

0  

Q  
≠  

¢  

Q ～  

回 ASTRO－BYら－Y乙楓  

ワイヤーカー′クー   
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2．嶺・私  

了たの設計門巨夕・くよリマスの皇号五泉鼓し久。  

葡尾口一ノレ蝕まわリノ頗廉阻車  

．抑朗スピン数  

％－％碓勧晩スピン教＿  

スピン厳重庫  

ワイヤー良  

鶴屋宴妙半径  

ワイヤー盲孝  

夕一ンJ（7プlレ草食  

夕一ン／（、7ブ′レよすのり庸一息  

Ⅰ＝よ・9／33増・爪■Sユ  

山王ノよ厨rp巾  

叫－∫rp帆  

久三嶋／仙声β．βり∂‘  

A三♪．4♂7肌 （よ．J亡“川）  

R＝－ β．∫∫よ 所  

鴨三ヂ4・7㍗  

恥∈＝ブl  

上′ニ7．∂3／れ  

几上よ〕  

マス／個の首せ 軋－  
〃P♂∂工（ト九）  

－‡恥斬囁  
ヱ（ゼナよだ）（甘ぇ）  

＝／2∫・3㍗   

3．解 椚  

0人鯛動作ル見向彼のノ朗弘幸Ⅰ′≠j・‘47ド計m・S】よJ・■工／－′亡∂・”紺   

鮎てYo－Yo柵枚5rp爪のスピン・ヨ′〈ドル風向・くよリ4rp机Y鳥3。  

①ノ舶絶李の創見lく土／％、初期スピン歌声工4rpふの猥緑あ3∠した均ふ  

Yo－％作食後スピン及の軸・d土j rF抑止内であ∋・  

（ヨ マスの‖一スIく時向庚メヾあ，久地風 塵じ∋乱猟」角d∃用十－ェ含○（ヰ角）  

ブあヨ．  

㊨、「0－Yo作如摘lくニ1－ラーション㌦あ，た痴ふ、Yロイ0作劇動乱セ‾の卓  

絶〕勘の正路の山良風忠子朋ノ3であう。  

（但し 離の傾濾胞孝払＝よノ循屋恥オらワイヤ幽面まっ■の茫勉♂J存  

亡した）  

ニ宮周・上わ周・日立β玖  
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二
 
 針外患丸（錬）  

2．1，6．1砲．各  

回ACコイル（り捕Nモ丁IC ATTlTUDE LONTROL 
l吉．A。STRO一日のスでン軸互m陽ネ何に碍範頼向．ごせろたりtこ、肱丸蕃啓利和有夫 

によろスピン如刷．御磯絶と有し．廟乳の 

空、ヾ、コ1－レに通屯7ることによって軒えの藤久毛一半ニト巨岩1すろものて■、ある。   

て1｛らハSTRO－B〔虚礼姿守判断木′コHハCコバノレの絶息戌乳毛一●xニトと  

軋布払吻ヒの禍むキ単によろ制御トル7と利鞘し新星の各哲碑ゑ乞埠に戎ケご忙るよ  

つにスじ○ン紬う面叫卯とえ灯する。  

・咽い仙の喝私チ、り、、シ久子｛・コンポーえユtヒし～凋阻客正確三・ヱ；  

電軋的・埠如・紳マイユターフ1一久と屠ÅL～円最草生・ヾコいレ叔和製作と巧  

fJ、、．和えの超、礼セーYニーと患エーも藤久ト∫しヤとしぞの性能き碍ろことオざきる。   

Z．1．6．2 堵 他   

年り4Cコ1ル・ま、肱丸各管財1紳輔・こ言るスピニ軸♂方向利机磯絶と有1うもの  

i、ぁ’）、空・じ＼コいレ打数乳腺乳そ一Xントと叱戎鬼塙ヒの禰iキ季にJ，～所掌制御  

卜しワヒ怒1する。  

～．1．ら．3 確東  

川月Cコ付レ】3モール巨 コ小し斡．取付7いノティンブ割打よびコカ し端う帥よ  

）軌屯丁・れ、確廟柵血のFj環致頒塩と弔下る。  

（1）丸一 ルト  

㈲網相  

和温中ぐ痘．  

・籠和駄句外彗  

（2）コ申し斡  

∴＝、、、・－！モー  

コ＝ノ尭私  

えタイヤマスト  

¢ ∫／0 爪帆   

／占（〟）大／占（り）吼吼  

Gβ山一βゼーβP v戸  

車休虎＿ ：クC．∫ク 仙  

輝孝叶経二¢∂．∫7 爪爪  

さ75 S帆  
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コイルを毅   4「1t江川5／∽丑  

神竹折㈲チトり  □L3 佃  

軋如断面稜  β．ノ∂ れj  

（の 詔q■フト′チノ ンケ節  

煙取材弟  戸々P  

・マウニ千．ンブ・プロ 、γ7数  ノ～値   

扁】コ申し．酢糊  

川・中経端き  タ…トント範子  

線綻ケ十ブル  KT－2ヱ（lq）∪一H  

コスファ  PEトトq？一軒廿β①  

2．1＿ 6．4 十王 舷  

スビ：軸と鼻息づ面内lこ貴オ八た円夜型HAい付い才＿空．Gコイ′レに息宮下云  

ヒ、こJっ～叶えq顔久七一Y  

（†）電気的せ能   

・藤久七一Xニl  

ニt巨老生7ノら。  

HI缶H ：工10．O AT㌦（穣親政つ  

MモロエリH二1 4．O  

L o〟  ：工 1．5  

HlケH   二三104  

‖モDlU‖：土 42   

し0り  ：土 l（）  

Hlq－H  二王11．O  

Hモロ工JH：土 4．4   

LO〟  二 工 L．7  

ATイ（樗空息）  

八丁爪1〔曝埠乱〕  

爪A 土10γ；   

小A ±10〆   

帆4  エ ⊥070   

〉  王10予  

∨  ユ10宰  

∨ ±10笹  

コイル電泡  

コイ ル電＆  

コイル臆病  

巧骨電力  

10も土5 〔乙．（ユ5●Cつ   

1．2 W 山A K  

川 

・．外埠・寸。；鼠  

・．乳量   

凰Z．1．ら－1のMACコ付しタト粗臥こ昂7。  

1．O K左Wト以7  

スピニ軸ヒ垂旦な面内に線量．  撃風」  
‘◆ち‾「‾ 宰■‾‾1   

：l！  l  

l l  
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MULD｝ール（MULの  

字画村費句 二者御免夏   

日舟電気（殊）   

2．1．7．1穐 各   

日ULDコいレ（HA缶NET LC u卜JLOADINEr CO卜1TR OJ 仁  
王し）はASTRO－βのスビ⊥患えと一見lこ晩年7るた拙＝藤礼者啓呵御方屯．によ  

るスピン乳鯛叫磯阻官有し、新星♂スピン軌二平行U面内、＝軋かれ「こ円艶色札’ニヲ  

小レ、二血右耳ることによっ～、牢丸の虚礼毛一Xンtさ芭生Ⅴるもつ～■ろる。  

7uわらβSTRO－ぅの舶草野制御ゑ電HULロコ付レドニ摘†る電九の射享  

仰毎号スL。ニソヱ周鞘i行十ようこいこより蕾左脳久モーメェーと叱戌遜均L可千培ト 

ル7官刹嗣しそ、入ビこ息東叫卿とえ行下る。   

HULDコ小しの間私・J．ワ7（三え宇山・つエフド一女ントとし～d磯陀昏吏・＝製王二  

ぞ電気的・痺械的・熱的インヲー7工一入乞片息しぞ円疲鰻、じ・っルの披計製作と  

朽づし、，叶えの戚泉毛一×ンt盲各工7る藤久トルウヒし～の性免官衛るこじガ～、そ 

る．   

㌢ヒ、HL」Dコイル．才線礼ト 

秘コ性弛已有し、促町長境条件に逸合可る息換性・品軍曹埋が詭ごれ～、／る。   

Z．1．7．2 機 能  

MULロコ1ルーJ、鹿軋導琴制御青式lこよるスピン息産呵呵峨絶き有する毛qざ、ゎ  

り、告忙コイルの設え磁気モーメニーヒ杷如洛場との相iキ痺ドよフぞ珂音別卿卜心  

7巨発生7る。   

2．」．T．3 碑 武  

・MUしDコ小レIJ、モー圧／ト コいレ取取人17いソヲィユブ痴よ・ょか、lコ申レ瑞う  

中り鴫戎ご帆、チ師ク断面の円環生構最も有する．  

（l）モータしド  

絶町村封  入タイキャスト   

・珂環甲lヾ虐．   〆j∂∂ 帆帆  

■ 鬼形粁包外形  ZJ「〟）入ヱ／川） れれ   

P）コづjレ坤  
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【  

▼．コイル腺絶  

Sβ・㌦一・月姐’一書可P◆v戸  
－
 
 
ニ
 
 
 
ー
 
 
 
 
一
 
 
 

導体娃‥¢β  

疎車外後：．¢∂，∫7  

ユ＝81≡て：肌  

g占7 も小れS／∽iゼ  

ロ13 爪軋  

0．β7 爪‡  

一
 
 
 
 
一
 
 

＋
 
 

コj小し頗長  

コ・ぺル患敬⊥  

矩り㈹クト姐  

両神断面榛   

（う）限月7ィ、ソティニブ節  

煙斉l可耕  下RP  

て（フニテ」ニケ・ブロソ7象  牙，旬  

仏）二＝＝し瑞∋斡  

9レバ端さ  

K一 之ヱ（／ク）リー′／  

DモH－〃アーNHB◎  

ヤ施端う  

掻絶丁一ブル  

コ欠フグ  

Z．j．7，4 性 能  

てど二軸と♀行り面内に還すれ丁こ円穫覧HU L［フコイルけ至心コ申レに通電マるニ  

ヒしよ1？什えのス滋乳モー  

（11電如つ壮絶   

・旗乱モーナント  

メニー盲老生マろ．  

ら．∂ 月丁正（枝雀値）  

Z・4 ATlイ（喀肇姐）  

0．q 4T㌦（硯卑値〕  

q2 凧A 土10。少  

ヲq 吠A 土10ツ」 

15 叫A ±JOγ三  

HlむH  ：三  

日ヒD工∪ト1：工  

し0ぎ叫   ：エ  

廿1貪H  －T  

ME．DエリHニ羊  

L Cl山 ■ 十  

－
≡
「
！
 
 
 

＋
 
 
 

コイ ル電．滝  

コパル電丘   HユキH ：王11．2  V 上10■声  

ME PエリH：土 4．5  ） エ10声  

Lo困  ：土 1．7  V 三上 O〆  

116工G s2 （Z5■c〕  

1．1〉Jト川X  

・ コイ ル承沌  

消貴官カ  

¢）嘩武略性能  

・ 十ま．・て二   

▼ 亀量  

甑畳  

薗Z：J・「一1のHUJD外線垣＝与太す。  

1．O Kなぃノ ユえー  

スビュ輿と平行づ虐1内lこ殺鼠  
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MBCコール（MBC）  

ヰ宮村章節  二宮覇究星   

針軒啄気．（胡「   

2．ユ．8．1凧 各   

日B Cコ′う．，レ〔H A打ナ」ヒTIC E〉工AS coN7R oJ co工」）・百八S  

TRCトBの諒琴ヒ正確に促碑7る仁のlこ長泉久者黎利御方式にJ封毛留モー八ニトの  

埼五磯絶と有し／衝邑のスじ○＞紬と舟行な加西じ持畳ごれTて朴uコ小レき廊丸的にテ  

て一－ブ■1うこ乙l二よっ～狩〕邑と耳偲甘城箭旅丸々ノXゝト才賢工可るもの、？小ある。  

1ウ巾ら、ハさ－TRO－βの承丸て古撃和紳か言残唱成丸毛－ ≠うトニよ，て尋私コ  

れろ外山トル7官軍軸ヨ．二消えすう仁めに、軋教主＼同仁わ「ニフ？HβLコイルq蕗化号之  

えに よる水筒線鼓そ一 ソニトの補正巨丸行下る。スじ○ニ節邑て‘■、コ．技官婦負モー￥ニ  

tの植竹一気武勺、＝持し～仁づ∂相方盈丸毛一〆ニーの戚瓦と斉慮7も．   

叫βCコイルの閉息射ブミステム・コニ刀㌣一束こ∵トヒしての榔邑官吏・ニ羞ブさ、  

電久拍・磯威的・㌍的イ⊥プープエースP男鹿し？】「ネ沌有ハこコりレ♂蓄告計製作巨行  

十J、＼、姉壱．り残債藤久えー X㌧トモ設え7るヰT一シ・十ナ′L・マナえット ヒLぞqほ  

句之て暗もこと甘く▲ヨも．   

ヨ1≒．叫B（コイーし－iチャー ヤづ■ル・マア．え・ントとし～、1・ズ7ド未了ようケ語気  

軌拍拉＝初陣宮舶鋸牒し、野郎瑠舶終に過料すくさ駐韓け■Ji－嚢酎㌣が配れ  

モ、、る。   

Z．J・7．ど 鳴 能   

和βCコイ小吉．藤久宕雛憫でか＝よも戎耶蘇まトメ∵ト♂補正碑絶7璃1  

ろtlブあり、竹・L：1イ仁／（7り蘇イ・こ射′蔽軋藷誼7る＼、とtごよ・，？相中りに和製の々㌔官i  

通気モー メ∴トと：百i＼1る．   

Z．1．7，5 碑 云ン＼   

呵β〔コイ・し・言・一・イルトズ妄ナン．コうル町モ■t叫・7い′ライ ンフ’坤打よレ■コイル  

端う印ユリ棉よiご肌、F洒仰のモールト鶴亀と句1る。  

（り コイルり－一 人ー坤  

梗時＝付言  トRP  

‥  －●   ・          い・1－  

108   



（カ コ付レ印  

戊 終・軋斡  

・承虹称叶   

● 一帯林、  

残留液化（BT）   

・1・：！き．  

・保痕カ（Hc）  

・キ⊥リー過敏  

b、／レ／′イド  

・便利線材  

ソレ／イド絶後  

リブンダ材  

少∫．ら メ／占ク（L）帆帆  

′．、フ◆、 う〕J：・  

4グ．4 アニ  

き7．7 ♂巳  

g♂ク OC  

S8〟－ Cくん一O P V手  

尊吼紅：¢♂．々♂ 軋帆  

碑瑳外痘：声ク．“ 帆机   

、／し／イド館長 ブタヱ れ  

ソレ／イド翫L 6紆吉O b，nS   

t 革l如和銅轟   1．67 r叫三  

ぼ）1取司フィヾ′テ1エフ、、部  

徒刑材料  下RP  

・マウンティ ン グ・ブロッ 7  ～周  

初 コイル端｝坪  

・申さ迷端う  

・1寺施ケーブル  

・ つえクダ  

クレソト囁う  

ド丁一2Z（ノダ）り一ト／  

丸監しせ70アワル   

～．∴g．4 性 能  

番屋j軸乙平行ワ面内に櫨畳ご八仁軒uコイ′レに嵐亀し、剰1体生成払絶え7る与  

Lによ，？、斬星と与価rJ霧筍虚礼定一メゝ一宮発生寸る。  

（lフ 電気相性胞   

・j乳首及孔え∵メ∴ト  ー1．曾 ≦M（ATイ）≦十1．8（猥津浪）  

－18 ≦β（K G久ひSS）≦十18  

－プ0（）≦ト1〔oe）∠十2∂β  

RE S亡T   －3∋8 帆A  

エ×ECu一己：0≦工（爪A）≦300  

R亡SE T    －1う．ら 〉  

EX．ECUT亡二 0≦V（∨〟1）≦12  
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鹿北膏  

コイル電流  

コイル電瓦  



4．0土2 髭 （2占9Cつ  

4．ら Ⅵ／ 

●  コづ；－ノ私乱  

強豪をカ  

ケ）碗械糾工能   

・   ・・ ：・  

亙量  

・馳旦  

餞Z・1・8－1のHβCコいレ外線ぎトホ7  

0，5ら Kq・〟／－樹 皮丁  

街星3薪i乙早；ト∵面内に声‡丘．  
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主ラー  厚骨牌虫線畏  

㌣宙料亭都 二宮府県室  

帆．勘 ノ取 合   

1風教  
風敷居店、衛星とス預のど甘角衰を剰え寸るととヰに革軒別伊東へ角倉晴夜  

を放力才う非スピ8ン型艮歯石行1炭血盟（NS∧方J、ぢらぴにテレノ・一アーコ  

7日傭号β選集置へサンハ＝レスをよ刀す台ズピノ里Å務方向盾欠番（£石∧  

声）βら風鎮三㌔＼て打つ、これらのデーア．コを卦読点新顔のたあのデーアとな  
ろ。   

A月TRO－ちの舌方Aさ■言ユ鹿角の忍躍を行ぢァていGいので、スピンフ  

ェーズと′のス潟声l静政吉NB∧Bど行ぢうこと．＝古う．  

Z 構 成   

（1）屯気・辞   

・二Z）ビ ンア詐  

ノ）・ズピフ型  

スピン里   

戸 主卑牡乾  

廿∵ 涌計亀孟  

仁缶  

1j阻1告   

1古   

∫   

十5V′ 50扁『  

（Z）剰尼靡蒐  

ノンズどフ型  ／Z∂○メ／ア0－  

スピン型  ′言∂○ズヲ○  

（う）剰定席度  

ノン・スこ。フ里  土／∂  

7占よオブレイコード十1ビ’ワト綽J東効判厨刑  

場）卜＝く項員  ′I適且  

ノンスビュ里亡ニサ帝恵包温度の副長  

け）TM項憎  

N5∧5 βg  馬脚5‾町64  

El  毎侶ら‾Ⅳ‾るワ  
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（ら）通届斉昭   

粛夏鮭常温衰  

凝棚温度  

膚爵温度   

（ワ）寸  孟   

乾美し 詐  

老ンサ帝  

ノンスヒ○フ里  

ズく○）型  

侶）爵 ・監   

観 左・、軸   

でンワ評  

ノン7ビュ里  

スこ。ン製  

剋風評  －う∂㌍～十島∂℃  

官ファ帝  －ZO℃～十∂∂‘ど  

垣軋辞  一夕∂℃～十∂∂で  

官ファ帝  －ヲβ℃一十占ケ℃  

電気帝  －6∂セ～十卯℃  
ヱカ帝  一夕∂℃～十∂♂℃  

ヱβ∂〆ノ／5ズメタ〃r償㈲  

／／∂ズ ∠デ′√デ1〝劇ノ   

∠∂〆 “′∠∂〟′ポ灰ノ  

∂7セ  

∂。ラグ勺  

♂■Zダウ  
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地威丸尊敬卑時AS）  ヱ．乙2  

東海大・工 ， K．K 測横合   

1一 概   要  

地麓気姿勢計（GAS）は衛星軌道上において、地球敢場のベクトル測定を   

行い衛星スピ／軸と地政気とのなす角度を検出して、地球置場を基準とした衛   

星の姿勢を決定するものである。 この情報は、他の姿勢検出器等の情報と組   

み合せられて慣性空間における衛星の絶対姿勢決定に用いられる。  

科学衛星－tASTRO－B●●に搭聴きれる地政気姿勢計は3軸のフラツタス・ゲート  

型敢力計で、衛星の敵気バイ アスをきけるため、太陽電池パドル先端部にセ／   

サが取り付けられている。 斑気セ ンサは太陽電池パドル展開状態で、それぞ   

れ衛星スピン軸忙平行なOA乙セ ンサ及び、これに垂直な平面内で互い把直角な   

GAX，8AY センサの3成分で構成され、衛星姿勢決定の一情報を取得すると   

と もに、衛星の姿勢及びスピン周期な制御するために必要な信号として GAX   

及びcIAYセンサ出力が姿勢制御系（ACE）とスピン周期制御系（MUI．D）へ送   

られている。  

2，仕 ■  棟  

2．1払場測定範囲  

払力吾十感皮  

磁場測定精度  

十 50，000 nT   

lOO．000IIT／3V  

＋400nT（ 00c ～＋400c ）  

動作温度範囲   電気部   －200c －＋650c  

七 ンサ部 －55ロc －＋800c  

2．2消費電力  ＋12V  1440mW  

－12V  840】nW  

十15V   1500mW  

Z．3外形寸法・重鼻  

電気部   182×150×162h  

セニンサ部  ≠75×137h  

l19  

2．6  kg  

O．32 kg   
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レー噛舟対ロル㌢ジ鹿1  ～．～．5  

手癖科孝．析 二宮斬免堅  

三泉アレシシ去ン條）   

仁廟嫁  

本薮置l  賂覿ごれ＿新星のスL9ン連座を姪  

制御信号を沓軒別御泉lて造る。  

．
‥
‥
・
‥
卜
八
 
イ
 

′
 
＼
 
 

＼
、
一
ノ
 
 

〔
＝
D
 
 

n
U
 
 

R
 
 

T
－
 
 

ぐ
J
 
 

∧
H
 
 
 

′
（
 
 

ロ
見
 
解
 
 
 

・
J
 
 

の
 
 

小
ト
 
 

、
 
 

l
 
 

る
 
 

す
 
 

蹄
 
 

味
 
 
 

′
ヽ
 
 

l
 
 
 

盈
 
 
 

／
 
 

イ
乞
 
 

出レてスピン  

2．磯維二  
筋星のスニロン速度を脾出し／伽ス嬉子に変換レて、孝の太さごしこJこ列し†こ  
伸レス列嬉子を孝弊制御衣tこ速あ。よト．ミッション期和才 修閏である．  

Z，1．制御佗号  
フ只の格子を孝教則御糸lて遥ゐ。  
‖ Tlソ9′レ嬉子            －＿ll   

。周期信号   

片
J
 
 

壬
∂
 
 

′
T
 
 

†
・
一
ゾ
・
1
．
1
．
 
 

、
．
い
、
祀
∴
．
一
 
 

、
J
 
 
 

－
ソ
 
 
 
ロ
 
 
、
■
一
′
J
－
 
 つ
仁
 
 
角逐凍て  

・
′
′
′
ヴ
 
 Z．Z．コアンドア］一ダー●  

コマンけ一］一夕、’ゥ、ら衣Z、†のコマ汁嬉子を見け・内部水隠p†●変化する・  

衣z．1コマンドイ吉子  

コマンド蕃祢   内御大阻の如し   

R拍ON  
†RIq   ロFF －ナ ON  

is川   ON → 0下「  

RtG－OFF  だ工丘  ON －→ のFF   

りOT昨l〔川一   
J卜化T■一   口FF一ナ ON  

if▼だIG－  ♯Z 一・・＞ 賓1   

MOl…1トZこ－；；－   ノMOT  CIr仁一ナ〔川  

しT机広一   ♯l一→ 骨Z   

M〔i■■「（井‾l＝   卜′l「■十   「！N －→ OFF 

124   



庖乙ト（放り  

コマげ眉欣   内部水詔、れあ払   

LOOP－ LOOP   OPEN －ナ CL   
LOOP OPEN   LOOP   CL・→ OPEN   

HTR ON   HTR  01＝F 一ナ ON   

HTR O巨F   HTR  ON → OFF   

RATE HI   糾TE  u）・→ HI   

RATE LO   官ATE   l」工  

Z．う．ハウス千一ビング   

ハウスキービング∧次♂娩日を速あ．  
（り そン叶7廿ゾウ過度  

（2），レノフβモニタ  

（ヲ）シ●宣イロモーグ■乳舟   

叫 ≡ん相ピ．ゾウオフ㊨琉ノ   

う．構成わよいい勧作  
う．上 席蔵   
本濠置の廠施策風飢層う．†lこ京す。畔．外観成を成う．Zト禾須  
唐黍臥五官ンサ7■btゾウと工レ舛ロニ〃卯から構成ごれる。  
ゼンサ7■恥ワlてt済和泉く串丁二列Z個のレ十慮外シiイロわ†＝釈√I付けら肌  

用′J替えて覿序ご世畠。   
工レ外口ニクス暑か丁次の4個のモシ；一ノレ小ら構成ごれみ．  
（り R巨BALANCE LOOP  

（2）レ／F〔ONV  

（5）TEレJP CONT  

（4）fN）EだT巨R  
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⊆土 
f 

喜入XtS  

攣 
】  
】  

璽一9  

副  

（∋  

伊  や  
㊤   ゐ  

ー幻う．Z 外観底1  

ヲ．Z 敏昭  
木象針摘碓のスピン速度（角靡）をレノト碩夙シ1イロしてよって雁射る′  

憫う．†）発出ごハト移号l才レート務介シtイロの［ミ′ワオ7ウ＼ムーいうメ  
回路卜人臣伸ふ  
リ？（ランス風好一苫7アログ方式て√フ旬アンγ・テ1モシ■ゝレープt御紬紛わ招  

′ l乱流7げて■藤久ご′ハあ一  

ファリアンアロlミレート徽＼シー17イロの［て′ワオ7叫の梅子を励あレ、宕毛シ；レーダ乙■■  
耳晶l：変媒才あ〃   

この痛号け動作を宣碇して保ってこ。りの榔紬掛及以・・庖免アンプβを且レてレート  
∂   叔

 
 

終
 
 

ナ
～
仁
 
 

・
へ
・
八
 
 

フ
 
 

徳竹ンiイ獅トルカトフィーい＼●－ツワ了あ閉ノレ  （′l－さ－  

レート柏かン，・ トレカ1こ免㌶：・＿欄丸・、才スピン通夜（入鯛遽秀）lり仁例才るぐ  ロβトレテゐを脚p仇汀払J7L盲 イ旭⊥岳／レて入ズ梢連衡こ  
．．1主l・∴－〕・「‥、   
∨／Fコンハい′7．；こ♂吼たをハβ′レス桂一1子・1こ変碑二才鼻．紬Jrr？．入て掴普廠こ  
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甚刺しTニハりレス列梅子を出刀する。   
ヤシけケ■ロリクに【7Z個のレト殖財シiバロカ、－－麻／J由↑刷てIlる。   

センサフ甘リグほぃト務扮ソァイロの温度を一あ（7／工J∂c）lて保フ丁二・め温  

行うレ 孝のr：調サーミスタヒ］ン十口一′レ痢〔一夕ゎ＼・、麻ナノ付IT帰して  －－ 

娩屠コン一口ー′ レ回路に藤統ごれ7TM－■方式1こJ′て行7Fl、る。   

チト 勤一ム7ッフ♪の錦岡を放くするー：め ウオ功アップク痢♂こrプを伺＝てい  

る∴の佐藤け戒工ヤlら解姶1ハる．   
バンハい一夕Ilレート級かン1イロの圭一ク打直蹄を胸出してIlる。これ17塵界シ  

液インハ」ダで一出刀廠か7 占∂vF－P′占∂クHzで’ある。  
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根置の  

衷4．一啄乳的ナ輔む  

クM角速度匪感  

∽糾TE軌）pE工1dゼ机eし  

冊p亡の弟ジ初レ政利て村  

して娩如ま。  

cF句液教椅性   川z〔－ヲdβ））メ工   

。分解施   β．j占i品．／PU⊥SE   

ク出刀川戒硯汲毅  IOKHz   

p絃励精凍   け拍裾1「（ラグ）   0．r「押入カ  

一統～↑肌＝画）  

0アライメント   m乃殉け咋   欣硝師汀わン÷イロ  

入か軸  

。身命   紬肌町虹   
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戌4，乙 消費凰カ  

軒牽鹿謬  諸僚√転カ   備   巧   

十JZVDC  Z． 

ー】Z帽）C  Z、2〟  

イヲゾかC  β．ヲ〟  

計4．ウW   
十けV王〉C   ルー、駆動♂カlこ姥岡   

BU5   Z．OW  L一夕射J動感過度訂℃1   

む2 徽稀的略解  
本数置の磯、ノ轍的性終を泉4＿ラl：示す．  

ゑ4う 威厳的性酪  

碩8   親」舟   

d曹孝   まFト招。以十   
？丁該  肌丹りスI押（叫ズZI∂匝）以†   
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革勢割（5丁5）  

宇宙研 小川原 義明・満田和久・森山 隆   

東京芝浦電気株式会社 宇宙事案開発部  

§1．観測の目的  

星を観測し、衛星座標系での塁の位置を測ることにより、慣性糸に対する衛星   

の姿勢を求めるのが目的である。A S T R O－Bに搭載する大面積X綜望遠鏡は、   

視野が狭いので、衛星の姿勢制御の精度は約1鹿以下、姿勢の計測轄廉lま約0．1   

度以下であることが必要である。 この里姿勢計（以下S T S’）は、これらの要求   

精度を満たす姿勢計として、X操綬測データの処理、衛星の姿禦＝団卿のために使わ   

れる。衛星に搭載した星姿勢計は、試験衛塁「たんせいⅣ」のものが最初である。   

A S T R O－BのS T Sは、これをさらに修正改良したもので、計測椅鹿も要求に   

合せて向上させてあり、本格的科学衡毎＝こ使われるはじめての塁姿勢計である。  

9 2．測定の原理  

S T Sは、衛星の側面方向に取り付けられ、スピン鋤から約7 70 の向きに視   

野中心がある。  

く囲1〉 に示すように、レンズの焦点面にはN型スリ ットがあり、スリ ットを   

通っ た光は、その背琶＝こ置かれた光電子増倍簡（P M T）で検出される。このよう   

に配置するこ とによって衛星がスピンすると、S■「Sの視野（100 ×100）で   

走査する天空上のベルトのなかにある皐をN スリ ットがよぎり、パルス列が得られ   

る。各／くルスのあいだの時間差は、それぞれの星の高度角に対応するので、これか   

ら、衛星座標系での塁の方位角と高度角が求められる．また、波高陪（／マルスの高   

さ）から星の明るさがわかり、星を同定する資料となる。  

S T Sの視野のベルトのなかに入っ ているいくつかの星について、この／くルス   

列の時間間隔とその波高値を計測すれば、人工衛星の姿勢を決めるのに必要な情報   

が得られる。  
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§ 3．装置の構成  

S T Sは、センサ卸と電子回路却とに大別される。  

センサ部は、おもに次のものから構成され、塁の光を電気信号に換えて、電子回路   

部に送出 

（a）バッ フル  

S T Sの視野の近傍にある明るい0♭j帥t（S…．巨a↑tlli■l．書t甘二 〉虔戸   

らの散乱光による＃■を防ぐ。 二段式で、外形は、190¢×250＝。  

（b）光学系  

星の像を、Nスリットのうえに fo¢USさせる対物レンズは、F亡0．75． f   

偉50t■の岨合せレンズ。 この他に、Nスリットと光書子増僧管とのあいだに、  

再絵像用の2枚のレンズが入る。  

（り スリ ット坂  

スリット板は、厚さ50JJのステンレス板に、幅200〝のN字スリットをフォ   

トエッ チングでつくる。  

（t＝ 光電子増倍琶（P M T）  

星の光を、その明るさに応じたt気居宅として取り出すのに使用する。 衛星  

搭載目的であるので、耐震・耐衝撃性の優れた、R C AのC31016Fを使用す  

る。 

． 

4段幅切換可能である。  

（○）高圧電源（H V）  

M A T RIX社製（WO－N型）で、負高圧出力が得られる。 出力t圧は、   

＿7∫0～一／如D∇の咽てノ絶ぇ可能であね．STSむ－は、－？∫3v～一100？∨て1  

・4親類の高彦虫カヵヾ級丸ミれていち．壬乍．咽み、・物も軋七舟′PMT主体後   

車丘U）、出力を零にすることもできる。 但し、PS CがENAB LEでも、   

S T SのH Vは変化しない。  
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f）B O S（B right O bJe¢t S ensor・）  

可視～近赤外にかけて感度のある半纏性愛光素子を用いた狭視野（250；BOS2）と、  

広視野（1300…BOSl）の検出装置を、各1個づつバップルの両側に配置する。 B O  

Sは、里よりも可成り明るいO bject がS T Sの視野に近づいたときに、これを検  

知する。 ふたつの検出蕃は、コマンドによりいすれか一方を選択することができ   

る。  

検出感度は、回路系の利得を切り換えることにより、コマンドで4段階にわた  

ってかえられる。 B O Sの検出信号により、高圧電圧の昇降  

が、色盲ウ折＝こ封＝卸司＝絶て・ある。  

電子回路釦のフ1コック国を、く囲3〉 に示す． 回路邸はその機能により、次   

のように大別される。   

a）アナログ億号処理系  

センサ捗で取得された星のアナログ信号は、プリ 

されて回路部に入力し、S／Nをよくするために、バンドパス・フィルタを適す。   

このフィルタは、スピンレートに′あわせて、Hi－P ass．L o－Pass それぞれ4段   

階時定数がコマンドで選択可能である。 また、回路の増巾率もコマンドで8段階   

にかえられ、衛星の運用状況に合わせて最適の増巾率l：設定できる。 これにより、   

姿勢計測に都合のよい故の星を検出できるようにする。 尚、この増巾串の設定は、  

AutO．M anualの切り換えがあり、A uto にすると、一定の論理に従って常に最   

適の増巾串が自動的に選べる（A G C）。 この自動制御のパラメータも、スピン   

周期に応じて2種類が選ばれる。  

（ b）デジタル信号処理系  

ピークホールドされた垂の信号は、A／D変換され、その明るさ（P H）は、  
1   

8 ビットのデジタル信号としてD Pに送られる． また、このときの時刻は、D P  

で計測され、これらP Hと丁】M Eの対がデータとして得られる。  

信号の検出頻度が、データの伝送速度以上になった場合、合計16データまで  

は、DPのなかのFIFOメモリーに番えられる。 

場合の他は、全てのデータが欠落なしに伝送できるものと考えられる。 計測され  

る時間の持度と、里の明るさの持鹿は、必要に応じて二種類の組合せが選べる。  

組合せは、（義4 〉 に示す。  
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（0）糾即発  

コマンド回路、A G C回路、高圧 制抑固持、が含まれる。 コマ  

ンド回路は、電源のO N／O F Fから回臥の詳細パラメータの切換まで行う。  

コマンドには、リアルタイム，デイ レイ．PI，の3種類があり、それぞれ別表に   

掲げたような機能をもっている。  

A G C回路は、衛星が1スピンするあいだにS T Sがとらえた星の故により、   

アンプの利幅を自動的に増減させ、明るいものから順に適当な数の星データを取樽   

する。  

高圧制御回路は、B O Sが明るいO bJect を検知したときに、P   

M Tを保護するために高圧電圧を設定値まで落とす働きをする。  

明るいO bje¢t がB O Sの視 野から外れれば、自動的にもとの状態に唾帰する。  

l恕圧ワパ糾御用・80Sによう自動利和旬媚碑、鼠官⊃マント右よホ′pRTた上る  

糾坤t可音巨て・あ盲．  
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以下、実際の衛星運用時の参考管料として、装置の規格書の詳和を項目別に示す  

1．センサー郡  

（a） 光学系（対物レンズ）  

F ＝ 0．7 5  

f ＝ 5 0＝  

有効面積  約3 5cm2  

検出する星の明るさ  

C A N O N製  

4～5等里以上  

（b） N型スリ ット  

視野：100 ×10●  

スリット巾：へ200J∠（方位角方向）→～¢．ゴ分角相当の巾  

中央スリ ットの傾き：～4 50  

フォトエッチングによって50〃厚のステンレス板lこ加エレて作る。  

（¢） フ ァフリ レンズ  

2 4 ¢の凸レンズ2枚租、表面コーティングあり  

（d） P M T A S S E M B L Y  

R C A：C31016 F型、1イ ンチ¢×1．9 5 イ ンチ  

角南圧で使用。  

磁気シールド：ミ ュ ーメ タル  

C A L（リ アル／デイ レイ・コマンド）：P M Tの前に L E Dを置き、  

弱16パルス  ＋  強16／くルス  の光が入れられる。  

衛星のスピン’に合わせて．点滅周期は F A S T／S L O Wの 2種  

類がPIコマンドで選べる。  

（e） B O Sによる 高圧の制御  

B O Sの視野に明るいものが入った時には．P M Tの古庄を0Vまで  

下げる ことが可能。  

こq手簡能の E NABL E．DISAB L Eがある。  

M A N U A L M O D E にすると  R E A L／D E L A Y  コマンドで  

任志の時刻に動作可能。  

制W系のフロ ック囲を ＜国4 ＞ に示す。  
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2．データ伝送系  

壁の信号は、明るさ（PH）と検出時刻（TIME）を岨合せて、16bits  

（ニ2W）とし、2 FRAM∈ に1回づつ伝送する。 TIM∈の綺度は、杓  

16 m se¢のモードと杓2 ＝¢Cのモードがあり、それぞれPHが6bitと3b＝  

の組合せになる。 この切換は、D P用P tコマンド（D VO、OS5）によって  

機能し、アンサーは、W35（Fl）で結託する。  

スピンレ∵卜が0．1rpB程度以下では、16 n seCのモードで、また1「川  

程度以下では、2 椚SeCのモードで、時刻の精度からきまる姿勢の誤差は1分角程  

度Iこおさえられる予定である。  

星1個について3偶の／くルスが出るので、伝送できるデータ畠は、  

ビット レート  HIG目  星1個／0．7 5秒  

ビット レート  しO W  星1個／3秒   

である。 D P内に16パルス分のFIF Oメモリーがあり、一時的に星の頗痩が   

増えても分散させてデータ伝送ができる。  

H Kデータ等については、別表（表3、義6）に示す。  
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車仁、リ ア，し9イムデータに戸艮ソ星禾丁二は80 S qアナロ ブお力モ F卜＝′竜崖jこて  

遭5二 ともご可能てある。 F Mイ五速は∪一F M、S一 々E R」（9一ヱ）、F M   

S T Sイ云速（／3 －／仏）りリ アルタイq⊃マ ントlTよ り行もれる。 星 ヒ60Sの  

イモ与切り婚えはP工⊃マント（DV 33、β・S‥ゴ）J＝より待フ。  

3．コマンド系  

各種コマンドの詳細は、別表（表5、義7）及び注に示す。  
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凰 紳まとめ  ステータス・モニター  

WMF   もト  億書名  ら   

田  他心   B3  釘SOト掩FF  四   

2  臥  HVOト掩FF  円   

3  Bs  恥Dぼ諸肌  1   

4  B6   ▲i・●  1   

5  B  恥C∈N％lS  1   

槻痔   C引O16F  

レゝズ  巨8愕，†瑚小竹  

複野   l仇l♂（工同〉）  

和澗離  ～1令色  

スビゝいト  S咋仙～0．0ど咋凧  

裾馳尊敬  ≦年寄息  

PH計測  6bit乃bit  

¶ME離別 10山／13bit  

デLタトト  鴨つLlで2w  

勧鰯）十l〕Vニ嶋小A  
－12〉＝ほ仙A  

＋SV＝10仙A  

BuSごg仙A  

く義之＞スチタカモユター  

臥 アナログHK  

晦F  エ亀巳  内 容  しゝゞ   

匹  Flも  H〉一工S  H〉モ＝クー  0～ど∨   

2  F11  訓T一部  SHTモニター  

3  Fl葛  t幻S・MO用  痴臆二夕一  

Flq  画叫  ス9一触クー  

J  下わ  Tトl之  しゝズー三島息  一堂卜十●   

ら  kl  TL－ほ  PMT追艮   l   

セゝサ幹～S短  

句蹄野～2・6晦  

＜轟1＞STSの雌能  

く表3＞アナロブHK項目  データフォーマット  

6ビトモ  S†Sh6ヒットモート   

も熱  WNOFNO  Fo 0・lSも1  Bl  Bユ  B3  Bヰ  B富  B名  きヮ LSB）  

mT  ‰h  8s  4s  ユs  ls  ●●  ⊇50 JヽlS  l⊇訂 J≠S  らコ．冒  鴫  X   
STSH  W研も竹相  3l．∋⊆  ∧ll～  lEら⊇F  〃れS  PH3之  PH沌  PH号  PHヰ  PHユ  針＝  

トモ＿“ く轟ヰ＞m撃タフオーマヤ         卜   

為諏  W00干NO  ‰  Bl  B之  Bユ  Bヰ  駄  ‰   

STST  ・・     ●  冒s  4s  コs  ls  冒思  ユ50 小～  l之ゞ 叫～  も⊇、F 仙ヽS  X   
SISh  嶋7‰沌  きlヱE  加S  lE．拉ど  嶋  ？、剖コS  仇S  ∋．可搬  岬£  用宍Il之  仰S  PH3ヱ  PH16  鞘号  

アキ  

ア キ  

138   



ぎ ノー  巻島・地名     HV   ST5   BuS   彗H〉   ミ汀S－A   CA」  

∋ 音   

PI札し石FF  

皿  1之  STS－6FF  

1Z  1Z  HV一群F  

HV札し詐F  

皿  1之  HV－るN  

12  13  訂S－6N米  

皿  13  SHT＆H〉S町  

1之  13  SH■仏日V旺S打  

CAし－6N  

Ⅷ  13  STS－A石汗  

PSC一訃㌣  

＜麦ど＞コマゝド頭目   

≠STS－6Nlこより、剖ITIAしSFTが蜘。   
訓mAし荘Tに古リ、Pエコマゝドの和鞠韻史（表7）  
及び・SHT＆HV R∈SモT椚干垣心肌るq  

書♯円C－0†小机像、m－ONを壊畠ヒ、討ちの／門－セ1h  
は声酎漁さ小る。   

十×臥巴や・主■コマゝドの抽欄可＆  

凪．R8，MOコネクタ  

3  3  訓他日〉SモT  

4  3  SHT払H〉旺SE  

4  4  HV一石FF  

3‘  ヰ       もじr仏ヒ0トl  

5  3  HV一石N   

デゞタルHK項目  

月旦垂旦  

鮎  Bl  Bユ  B∋  B4  B∫  鮎   Bヮ   

SIARCOuNT DATA  CAし   怪†   

3之  16  e  4  之  口  0  6FF  ⊂）  看FF        116N   口  6N   

B（〉  Bl  Bユ  B3  臥  βs  Bら  Br   

S軒A打lるN   讐町快IVE   HT▼ 郭mS  引僻qAIN   

a  口  2  口  6N  MSB  しSB  

r洲丁鮎TuS；1（石叫どiやツ9－はとじてIl盲。  
0（古FFlで主廿・／9－は筒IlてIl毒○  

火★StlT研IVE；主勺ヤ9－専1師小一矩劇涌偉  

★書よSHTA（T10N；主”クー水雷慄に動＝、モヒキに項山∋値号  
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田．pエコマゝド項目  

TIME  TIME  STAR斤AIN  

CONS‾帆NT  
x l  

∨  すSO石Sl  恥 ／0汗  

3年   0   0  q   1）く†． 
L2ノ2】  

0  1 ぺ 2．8  

0     jo∂  口   0  0   ヰ ズ1  

口  0  ユ0  口  0   ／ユ」）♪    0  6FF  q   0  q  ヰ・X】．ヰ  

0  
口    タ0  

ヰ】く 之  

口  口   ユユ占○    口  6N                   口   口  n  4こ H：j．8   

「＞STSPエコマゝド   

p□太枠は．訂S－ON恥；lコ】E旗13）lこよ、て行†訓）爪御報き元号。   

O HV5茫T（bV∋之百SO）la．患圧制仰の可奄宅溺1限弓毒8   

0SHl思HV（別ミュ否ミ1）lす・ミ下りクーヒ島圧駈の白帥Ⅵ呼／予知軸仰を抑昌。   

O SttT（もV∋⊇石S4）店．ミヤりヲ申出乍の可査宅畢和昌0   

0馴T（AL（㊤Vミュ6Sり臥仏し掛主セッターの軸内を醤択し．1（8N）で恥糾＼＆   

0（AしMODミ（勺VB6S4）は．スピゝぃいこあ仇せてSLO吋鮎丁仇tlづ心力喝二軍冊可るb   

O艦＝ODE（やV33古S富）は，A（Lい評IN），B（Hト乎IN）のIlづ’…＼を頭部も  

0丁／M∈ ⊂飢腔廿m車仁7＝机上坤．βSo．・J一いこい′ど1フィルタ・一ヒピー7ト／しい＼連如して、．る。  

去り◆：】1、軌．J）喪中i．よリン、．＝′う ー呵けぺ1如′かは駆り抹し、こthる。   

「マン「、ト1K′り）霊／シナ・′クー呵什は便利しT止・、。（コ フント◆Jま蓬イ‡して L  

5／㌣守ぐ轡右上トハろJ  
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尊勢 解析  

宇宙科学研究所 二宮研究室  

富士通㈱ 宇宙システム開発部  

L 概 要  

A S T RO－B用姿勢決定プログラムは既存のA S T RO－A用姿勢決定プログラム   

をベース忙して，S T S忙よる姿勢決定機能と非スピン型衛星をも対象とした姿勢決定   

機能を追加したものである。  

S T Sによる姿勢決定及び非スピン型衛星の姿勢決定は．既にそのテストプログラム   

を作成し，M S－T4の実データを用いて性能テストを続けていたものである。今回，   

A S T RO－B用姿勢決定プログラムとして，よカ実運用に適した形に手直しが行なわ   

れて組入れられることになる。  

但し，A S T RO－B用姿勢決定プログラムは目下予備設計の段階なので，今後幾つ   

かの仕様変更が考えられる。  

之 姿勢決定処理芋版   

時刻付けされたテレメ 

へ公衆回線で送られ，テレメトリデータ編集プログラム（M－180 Ⅱ A D上で動作す   

る）によ少T LMファイルに格納される。姿勢決定プログラム（M－180 Ⅱ AI）上で   

動作する）はこのTl－Mファイルを入力し．前処一理，幾何学的姿勢決定及び統計的手法   

による姿勢決定を行なう。  

姿勢決定結果やその他の関係情報はグラフイソティスプレイ装用詮（．q D），Ⅹ－Yブ   

ロック装置及びラインプリンタ装置（L P）によわ出力される。（図－1参照）  
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 1 
 

駒場  

M－180 且AD  

★ファイル名はT B D  

T L T＼・l   

ファイル  姿勢決定プログラム  

図－1 姿勢決定処理手続  
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a 姿勢決定プログラム機能  

A S T R．0－B用姿勢決定プログラムは大き く分けて以下に挙げる機能を有する。  

3・1 テレメトリデータ処理機能  

TIJMフ了イルを入力し，主に姿勢決定に必要となるデータ（OA S，N－S A S．  

S T S．IR／IP，その他）を抽出，編集する。  

一方，決定された軌道要素を入力し，一般摂動法で軌道生成を行をレ㍉ 衛星からの  

地心方向ベクトルを算出する。せた．太陽方向ベクトル，地磁気方向ベクトルをも計  

算する。  

以上の処理を行なった後に，姿勢言十データやその他のテレメトリデータ，地心方向  

ベクトル及び太陽方向ベクトル等を前処理フ7イルに格納する。  

以後，この前処理ファイルが姿勢決定処理への入力となる。  

3・2 幾何学的姿勢決定機能  

前処理ファイルを入力し．統計的手法ではをく．コーン角法，ダイへドラル角法及  

びマトリクス法と呼ばれる幾何学的婆勢決定法（解析的に姿勢を苦†算する方法）によ  

少，データポイント毎の姿勢決定を行をう。  

3・3 統計的手法忙よる姿勢決定法  

統計的手法による姿勢決定には大別して以下の2つがある。  

a． SlコS忙よる姿勢決定  

前処理ファイルを入力し，スピン周期の推定とS T S 3パルスのグループ化を行   

をう。次に，クルーブ化されたノミルスデータに対してスターカタログと粗姿勢決定  

値により星の同定を行なう。  

そして．星のベクトルデータとパルスの時間データを基に最小自乗法により姿勢  

決定を行なう。   

b． O A S．N－S A S．IR／IPによる姿勢決定  

前処理ファイルを入力し，OA S，N－S A S，IR／Ipデータを基に．回転   

四元数をパラメークに用いた点′ト自乗法によカスピ／レートの推定及び姿勢決定を  

行なう。  

屯 ユーティリ イチイ機能  

決定した姿勢や姿勢決定に用いた姿勢計データのOD表示及び，姿勢決定プログラム   

で使用した各種フ7イル内容のL P印字などを行なう。  
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草 替触和議  
早島畢博研 二名研良蔓  

日 本 党 員（採）   

2．4．1鹿 草   

本喝では前填まで1二記述し「こ餌綿軋ひtそ♂他の肇椚如順路l。より鼠棋さ肌ち蚤  

軒別即糸がミ、ソシ才、／。＼らの要求と満足寸ろこてi成語イろ自的で行われ「こ誉軒削御  

糸三貴計作東の鹿賢もね痘′司ち。 尚′本碍抑7乳よASTRO－βのPレ1設計  

給電軒ら推挽して行h勅ていろもdであうのて．一朗lこP日時の舶柵絶廉t引斜甘ち  

節付小、ムも，   

以下に本凰て誼速了な締れ卑自ち釆甘．  

・耗並等京   

■利倒系璃照  

・ホイー′し利町歌、仕組隣村  

・筈啓叶もし■二i†寸ろ糎拍   

2．ムZ 穐能翌五  
／   

ASTRO－βのミッション取結。＼ら雀那1御系，こ討寸る尊王．Jlえ下の3鳴臥て単  

純二此も。  

・筈斡削脚気にエリ  

えと㌧軸盲人協吉和＼ら180q工占0つ功綻臥て糾糾すろ．  

てピン濃良川5購．0．I37 良か Otロムど∫り仰の良し一トで削働甘ち。  

・ニュー子∴／ヨンワ、、ン′（．：より淫＜9＼l二ニュー子∴／ヨ、／宣ミ武義二せみ。  

■軒断絶別電二より新星の筈椚旦融tけーよう．  

2．ん3 削伽菜摘思  

11）ミ、、．二／∃㌧単五  

AST尺0一針石野許糾御泉lこ錮うミリこ／ヨン傾輌＼らの曹払叫下の通りであら．。  

・えと、／軸与良礪吉和いら180つ土60℃の抱軋：糾御寸も。  

・乙ヒ∵速度も0・5⊥旨′0．J37 及ひ010占汀叩爪で削即すろ．  

・受如的に二1一子一ンヨ∵制御巨行互う．  

■菅削趣紺汗れう．  
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（2）糾胸底の磯能  

上記要京祭畔に対レ姿勢制御れユ1久下の糾刷郎邑を為すら。   

く：スピン軸息衝削桝l）   

・スピ、ノ軸古称二過当童の函と一メソトを発生コ亡杷隠気ヒの干渉により  

呈す■ら卜′しりlてよリブ。りてッション糾御と行㍍う。  

高：10ATrn之  

中：4ATmZ  
極：し5AT腔  

執し一つ9糸：PR、丁からの退廷コマンド  

lこユら．  

執し－1。糸：GA，H－SAS桔弓左横っ  

たオンボードACEからの  

痛弓，てよリスピン軸え瓦掲  

方向】て糾し170㌦】74：又は  

・砲気t∵巨／ト設定値  

・磁気モーズ、／ト砲性所管  

125：〉】30h疑屈lこ廃寺すら。  

く スピン通産削倒 〉   

● ヨーヨー宇久ピナによl）∫ rpnlにデ久ピン耳ら。   

● 瓦鳴獣性パドル鼠吼二より ヰーγP仰．1てブスビンすろ．  

・ れトルlてより新星の久ピン＿選良互一毘l二別称する．  

・・スピン速度設定値  高：0、548トF爪  

中：0．13ワト叩  

低：0・0占旨∫γアれ  

く アシローデ1ンり制御）  

・新星Y軸宥和こ砲乳と一メント五経生コせ杷嘘乳ヒの手動てエリ終生すム  

トノレりlてエリれトルの7ソローティンゲ宣勾〒なう。   

● 成員モーメント設凰値（いU」D）  

品：占 ATnlZ  

ヤ：z．4月Tn12  

性：0、qAT州2  

AC Elてよる。  ● 破乳モー丈ソト徹也t刀琶  
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く ニュー千、－ショソ 減衰 〉   

●スピン毒血て平行な血抑て取付丁られ丁こ内政夕・・ンべlてよる．  

・液体経頓：シ▼リコン≡才イノし（5 cst）   

・液嬢充■噴泉：＝圧祓 

・：二．1イニショ，、／癖群掟観望3■．5≡嘲（＝史紬〕  

・周密鞘皇  

●埠壌外彬  

20両爪  

1 350（W）。X500（L）mnl  
＋
 
 

く．蚤熱線削．〉   
●スピン里サン⊂ンサしl竃），非人ビン型サンてンり（l竃）  

入キイン聖水平線ピンサ（1琶）  

、レ 刀 ニ コ   

・漣蘭ほい∵／サ（3軸トにより・地球勺ろ畳略互孟†刺する．  

0し一卜埴分ジャバ□（1台）により衛星のスピン速度乙細則する。   

く 残留吸気モーメント端正 〉   

・新星残留破礼モースントを5本のMBCコイん，てユリ端正する． 

●MBC最大値：上8ATm2   

・ク 吉；掟刻ん：0、OZ5ノ叩m2  

（3）糾御糸鶴戒  

′qSTRO－Bの姿勢制御系・ユ前舟こ詑虚した磯能を追行するたの－こ11下の各ナ「い  

シ入÷ムエリ亀釈ざれム．  

く 空路馴御糸え構成するサ「・シ久子ム）   

姿勢亡ンサ：壮観乳てンす（GA）x3軸  

持久ピン型けン亡ンサ（N5AS）1琶  

職場サン亡ンサ（SSAS） 一台  

コニ加レス．草々ン聖水車線亡ンサ（SwAに円覿）I琶  

し－ト積分ジャ1■□（R工G）l台   

糾桝工．レワトロニーりス：葦勢制御エしワト□ニワス（ACE）  

了り十1こエーヴ：MACコ」ノし  
MuJDコノ＝し  

壇
 
 

ム
l
よ
ロ
合
l
 
 

－
⊥
1
 
5
 
 

M・B・Cコイル．：  
＼㍍－、丘デスヒ○ナ  

l■ ‾i‾‾‾‘   

ニ1’一千一ションデ、ンパ ざ■’2本  

スキ々ソホイー＝／こ1台  

（al竪腎削御糸の毯歌   

ASTRO－Bの寺斡馴御糸の職能系統図乙回2．3－1に示す。  

Ib）等等摘・l御束磯路配畳   

ASTRO－Bの尊称削卿糸の磯野革趨を由2．3－2に可．  
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（り各雛一磨則   

白STRO－β尊額勧勧泉せ主lこスピン連夜御卸泉，スピン軸ろ辱佃歯痛A〟－了ソ  

ローナインケ加商〉熱か∫庵さ。  

ここでl盲こ山上り和和束の触劾β＝こつ、、て川下に言己誌ちさ。  

・スピン達郎I廟〉泉   

スピン速射㈲余り嘲巨奈絶句壬怒2、3－31こ泉ち．スピン速女知和粂は衛星  

りスピン速度互いト領分メ’ヤイロで頼世しノ木イーJレl＝より療盈りスピン逓痩邑一  

定lこ廟卸ぢう．ASTRO－Bビはこの也いト穆針㍉イロモ億円しか、でホイ  

ールつタつ1一夕出力互フィードノ（、こ′？してノホイール包奄板モー吏ーこし 衛星寺朝  

主席轄ち3タユ丈一夕フィードバ、シフ御車）モ席吊可能であ3。  

・スピン劫須摘噛塊   

ASTRロー6のスピン軸ネ納鰍ま大喝如、1goO土∂D・り鼻祖内亡スピン  

軸に平輯に戚気モーメント主賓生ミ小うHACユイルモイ安岡してノアログラムタイマ  

により布な巾小5．スピン割沃后佃廟）条」こはモの他卸し一プ励衛として非スピン型  

サンセンササミ本暢角り検出毛布か、ノスピン軸色和束固内lこ償輯すま閉ルーフ御  

碑〉条が謡う。   

くHRC開ループ制覇線厨7  

町角RRAwモード 

Wlモ＝Eモードこ太陽包互Lヲ00′、二【2占・○の範凱備韓  

この日AC蘭ループ軌勧ま凍り機能壬香マさ．  

1）ミニノンヨソ過剛l‾休止の齢．衛星尊考古本職指向に巧3。   

う1フ ミリソヨン濾取守ノ麻里書簡で、■、大喝角ご∫∫○のリミリトとこえを、、ようtこ  

働御す3。  

告たMACコイ・レつ磁気モーメント侍突の触御身＝こ有り加菅え∫小吉。   

くHへC詳＝レーナ廟微動）  

Mbミ    0 MbS 
i矛n（腐〔ズe・8フ  〔l（粛ノくe■β）l＞り  

M相忙こ  

【l（4メe・B）lくざj  

但し、M叱こNA Cコ小レ引蕗息モーメント  

HbこMACコイ冊彪息モーメントの薙対地  

4こスピン軸キ向単比べ7ト・レ  

鑑こ寄切設差ベクトル  

除こ畑政転べつトル  

昌こ使嶽包子●・′トノ（、ン「＋N‘＝てR角VUこ・21＝つ∂J  

WII）■E こ  斗00（⊃㌻  
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なか′スピン朗ち知和卸泉モ合食月STRO一風疲風如殉凍ノ轍能糸後屈モ凪2、ヨ一  

斗／こ木耳。  

・アンローディング糾和泉   

衛星lこ作問す吉倉後考萄外ましり内】衛星スピン軸】こ直之ち5永年は考額ドリフトヒ  

なうが、′こりト、リフトはスピン軸車軸l称泉Jこより利和さ小言。一句一久E。ン軸lこ  

乎朽を痛みlこつし、ては爪イールに唇歯竜で首領t小，正イー∫レにようスピン連夜如  

師表のバ蝿tこ影響を与ぇう。．子のためこり簡運動量毛乗出耳3中豊サ、預言。  

AST仔ローβて了はこつ了ンローデインナはMU Lウコ小レにより寛接す5戚気モー  

メントと班廠気乙り干渉一こよっ発kちさj畝包トレクlこよっ帝なわ車3．  

このアンローデインナ加療〉泉仁はホイー／レ回範蔵主タコ≠一っによっ検出しノそのワ  

ンローテンゲ不知こク新星スピンによt）脊化すき堵磁気ネ向とどアンローディ ンケ■トル  

ク王発生す王tこ一声専右Hレい）ユ小レり鹿島モーメント星オンホ■、－ドで廟和一さ卿レ  

ーイ如碑ヒ了ンローダインナろ向モコマンドこ‾鴇毎号さ簡ループ触神泉があ盲。  

この7ソローディンゲ知新泉り磯艶東経凪と釘ヱ．■さ一斗に示ち．  

寺モノその了ンローディンゲ触和則互ぃ人下に市ち。  

く了ンローディンケ、如御劇＞   

一 

中一si誓（l冊u■B） 、  

座し．M〃肌，：．目しL－DコイIレ相姦気モーナント  

拓こMULウコ小レ厳島モーメントの絶打値  

甘：衛星ランチャ亨向単化ヾケトル  

dHvこ九小レり盲積商運動量  

缶ニ七色路気ヾつトIレ  

8∵地政患チ㌧ドノミ、ンド（敦定植けMA⊂剛妙計＝こ同じ二j  

をもー，了ン・n－デインゲ触御で侍他政気センサりえ侃命か動作不飯に在，た1島台ノ貯  

ループ点が和いイの面制御によさ了ンローナインケサ’不能に七3ためノウ磁気セン  

サり￥痕舟の他相互り00すSせてX長命互生ぬす3機転毛布匂∂。  
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Z．4．4  尊卑劇物和蛙解析   

本餅ではASTRO－Bの尊卑和和泉巧内ノスピン速鮎・簡素点㌦スピン私ち向恥  

勧糸ヒ粥すさ棟討鯖果lてフ、、て記述耳盲．   

くl）スピン連夜廟衛私   

a）額専   

角STRO－Bで甘衛星りスピン連夜っ制碑はスピン速離－1触により行な巾仇も  

が㌧このスピン速度別神泉り機能＆げ壮範音感す葛ためIU行なわれ棉理軌畳知和  

木板柵果lこ・フ・、て誼囁ちさ。   

♭）郷法   

スピン連触、t和泉で博衛星のスピン連夜互し一卜積丹ジ、々イロにより検出しノミの  

し一卜権号つ・ふ考句和布豊置でホイール知和主竜モ＆潰し′衛屋りスピン連夜弟乱直  

の速度吉備輯すさ占うにポイー／レ塩触飼〉す5。  

こりスピン速足如何息の性能経験と行をうた計＝こ角通知】号如衛転機膏鍬は図之、  

牛－∫1こ吊ち■ようlこれパールサふつ工Pバ1レスモミニコンに取』掛ノ木」一′レ卯監堕  

すうトルりと束め′衛星ダイナミックスモシミュし一卜耳3．モり鹿農場；中味  

星スピン速度Iこ催，てす一束、〒一ナ′レ苫駆勤して，〒－ナルこに卑射けふ小たいト  

頑オジペ恒lこし－ト入力すさこととよリノホイール（SWA／CLA）′奪努摘？  

装置〔ACリノA㌦し一卜領外ジ、ィベロ〔Rl¢）壬附し一プlこ観ちさ．   

C）轍   
再選軌量触卸泉裾能試験1こより棉∫小長月STRO－Bスピン速触lか糸のえラッ  

プ入朝定番互包2、斗一占ぷ〟・・払之、年－7に亮一．  

スピン速度触軒条甘衛星りスビン遅寝互H7富kノ仙仙川叔〟、、んルのう段席′こ蓋娘し  

て定潮働可能セーあうためノエ誼り詠酢見では希スピン薄板り鼓虐に仰菅丸た囁告  

のステップ尤毒錘継色禿ち。  

この盲会頭ホ具に言3ヒ，スピン謹直射師恩りスラ丁′7。長客印行き過ぎ竜也㌦変更時隙  

は  解き過ぎ置こ ∫ tゾJ  

∫％整如寺田こ 上∫0 －〔1軒ユ  

であっノ凪ぎ設計昨晩通リt■ぁ3。  

えた）舟スピン遽直lこ高・け5スピン速度如和泉り定常特性と回之．与一旨八月卜乙、与  

一tOlこ吊ろ。．回千のホイー′擁廟電臣つステシつ㌧択の女イ⊂li加盟由lこよっ発生  

うき。 βSTRローBのスピン速攻触卸灸では目標入刀レート及がオ舌Lトルつにj寸  

すう史郎具ぇ互一定り値lこ舟‡え3え射てジ、ペイロサミのレート出力（節食の凰み付  

ノヾル・ス）モブィシタル白姉頑倒して御御如こアイードベ■シフして、、さ。そりたあに  

この噴飯出刀モD／ハ有税1う埠長で蚤与イヒ鼓鼓す驚宜し′モ〔tビナノトれ女豹ゲ鼓  
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離畏にス千ニ′プ瀬p）啓克巳毛、て吉乙試さ申て＼、う。  

このホイー／レ転憫つ電圧仁拝ぢう療旦スピン潰貰 q変車力重恩之．午－1卜凰2、牛－／j  

に示ち。為スピン淳毘巨財ぢうその変動幅毛11′（丁ヒ市ち．   

く定韓時畦碕り衛星スピン連夜衷勧＞  

Hlいト（β′∫帰一P小）蒔 こ∂．∫¢7～♂・∫皐P LY㌣再  

MEレート（β・1ち1Ypへ、）蒔 二∂■／3占～∂一／51いp州11  

LOし－ト〔0．ク占g∫γP佃）鳴こβ．ク占′7ぎ～∂．∂占♂9／〔叩ルー］  

この変動旦毛解ドi怒号・仁尉苛岬：子女Lく＼・・ 3。  

なお・ノ商連如聖融和太紳喜市香っモ由り試唆茶席壬1、人下に希う。   

くスヒ9ン凍複軌和泉樹筆＞  

衛星スピノ軸回りり側娩幸：  37t5   Lk才仰リ  

ホイrルの帽杜絶卑∴  0′ク之計㌢？tlく♂仰【j  

ホイール醜敏：  200ロ   トp仰〕  

ン′ヾイDレノブ：・HIRA‾「E MO Dモ ±1占〔de爵／5PC］  

スピン漕庭師衡モートニ ミ㍉り□フィードノミ■り畑摘）  

（2）スピン軸車鴻噛境   

内STRローBではミッション演阿干′スピソ軸考向触和泉り開／し一丁舟1卸は横間  

し呑、、た♂＝こノ衛星／こ．倖酎ち三者朝夕路用孝朝ドリフトと左5。本舟亡‘肯こりドリ  

フトモ抑え盲た鋤こ最‡大空、、大哨簸軒た■トルつつ兼備ぇ諾トつ‥て吉已述すミ。   

A）大喝敏和已トルつの崩喉元清   

ASTRO一針引d与板の木簡常吉控パいレげ、回之、斗一之に希う∫）に取イ寸けJ叫  

，tいこ料鴨宮把ノぞドル面ゲ衛星恵一しとにか■、。そりr‘鹿ノ谷養老句外乱り由ノ即≒  

魂抑圧トルつサー最毛穴亨、＼。 この本絹毒廊且トルフモキャンセルち3六めにAsT  

RO－Bt’は和室席ニ・聖／くドル互衛星苫軸ち勧て侍松ヒ｛′畔拍動こよぅ汽筒馳′ヾ  

ドル呵責勺ヤ，C互垂・亡lこ一致モせう天真を鯨岡うま。   

♭）大開電池パドルり梅軒角   

∧＝∴「KO・－ βのコ．ンアイギ、ユし－ンヨンぷ〟t養徹輯略そそ小宅小切之．斗－1年軋  

小、展ヱ、年一j＿とし■ノまた大愕翔胚モデル宣二女叩うJこ仮定して六時電茫／ヾドルり  

傾斜酎こ軒うう輔弼如トルクと計境域ソミ1し－ンヨンに訂つ軸た鮨果邑亀之  

．与－1∫rニ示す。  

く太拘致狛圧tウル＞  

軒射こ入与＝・た茶筒掛ユ衝動こ次の㌻うに敏和正号与えうと仮定了き。  

150   



q入射かこより衛星は入射ろ句にモの薗1量が与えj弟3。  

。反射こつ、、ては墟面長射こ境敷瓦射につ、、て考慮す3二  

。反射史り内ノ塵面瓦軒最分i註碑石向と連不軌ミミり連軌竜と与iさ。  

。享た痕敲反帥こついてはコサイン則Jこよっ境鼓し面に垂直に故知毘ち与  

えき。  

。鐘面的㌦砿散反射以射古ちべ、てロ馴又て小吉。  

。表面カ＼jり鰯餅侍無視すき．  

Dしパドルの景うに妄言号櫓も含あて）衛星本格によ言放射圧トルつき岩泉す  

う。  

凪2、斗一止痛触景サ5ノ月STRO－Bのノさル泉蛸嘩食用し席星？  

スピンlこよ孟アジマスの影隼邑着直Lた喝合 大喝顎身花トルクミキャソ且ルする太  

陽電池／ヾドルり傾斜角は1占クヒ左ミリ  

とこちゲ．ASTRO－Bこ・悼禾鴨電池パドーレ芭1げL、人耕せた鳴合′STSっ租  

祝そ申げノきた大喝電把モルの電力知嚢が亀化ち畜という一夕ム千綿廓泰偉りた句【こ 

大喝電源パドルの傾斜角は10Q tこ設足す昌。  
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【丑 Z、斗－1十 月S7‘RO－B コンフィギ1L－シ盲：ノ  

よIt  ♂′さ／   （〉．／／   木戸島た亡囁臥を   観包反射掌  拡散二反射キ．  偏 墓．        ′ ■；  封囁輌   
帆sl  ク．ヱヱ   久7P   ク●○ク   了ルミ′ヾり頑強   

よ言古  ク．／？   ク．P3   （〉．00   ラフ8ン邑   

メミ～  クー／き   ∂，P2   ク．00   一ク   
dtr  β．乙3   ∂．つっ   （＞．0く）   了ルミド7硫書面   

よH  久／ナ   ∂．P占   ク．0亡l   〒7ロ．ン董邑   

友Z．仁一1 ノ ミ ナーレ東面鳴性  
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データメ生理泉  」
 
 

デ〆アレコ  

学訂村営都．野村研究呈  

白 應 象 熟 （観）  

3．4．1．1 概要   

データレコーダ（DRトはテレメータ・コ 

御信号によカ、テレメータデータの記象・再生音行をうものである。  

3．4．l．ヱ、役能   

データLノ＝－ダーd、米国βよeナノcさ社製のテープしコーナで－あり，宰∫写科学衡塞「  

∈Xク3－A一極丸）」以後爪科尊衛星ノ献硯街星に横車三、♪lたテープレコーダとI竜ぼ  

珂一の他綬と角づ3。   

テレメータ・コマンド信号処三塁装置からの記録開始コマンドによカ819 2bits   

／sec（又は二 Z‘Lま∂ bit s／s e c）のS plit Ph a s e－Ma r k（SP－M）  

信号を ¢0分（又は160分）にわたって記録する。再生開始コマンドによ少、記録  

された情義を10分（記幕時間の1／／ち又は1／16 の時間）で再生 しj27占∂bit s   

／seCのS P－M信号としてテレメータ・コマンド信号処理装置に返している。  

再生状態になって10分経過すると内蔵されてぃるタイマに上身自動的佗記録状態   

にも，どる横能、再生状態の途中て再び、再生コマンドを送ることにエーカ再生時間を延   

長できる機能、コマンドに車力再生状態から記録状態へ、記轟状穿から再生状態へそ  

れぞれモードを切少換える機能を備えてぃる。  

尚、データレコーダに関ナる入出力信号は、全てテレメータ・コマンド信号処理裳   

登竜経由する。  

3．4．1．3 性能  

rl） 電気的性能   

テ′一夕子†ンネル   

データト ラ ッ．ク   

記 録 時 間  

1チ ャ ンネル   

，・2トラ ック   

160分（80分／トラヴクj R E C O R工） L o w時  

4β分（Zロ分／トラック）RE C O RD Hig h時  

10分（ 5分／トラγク〕± 5 多  

内項タイマー指圧±1痴  

224   

再 生 時 間  



16：1 RE C O RD ⊥0・W時  

4：1 R E C O且D 昆ig h時   

S plit Ph a s e－Ma rk（8P一入1卜信号   

Zβ4∂bit s／s e c士1痴（RECORD●⊥ow時）   

8192bit s／s e c±1多（R丑CORI）月igh時）   

レベル  0 ＝r O －十0．7V  

lヨ＋3．5・－＋5．5V  

Sp’lit P．h a■se－Ma rk（SP－M）信号  

32丁6曾bit s／＄e・C士1≠   

レベル 0ロ0－＋0．3V  

lき十3．0 －＋5．3V  

出力インピー〆ンス 1Eβ以下  

立上♪、立下身時間  5〟SeC■以下  

ビ，ト誤力率  10‾‘b 

ジグクー  土0・1年＿p－p以下  

R月CORI）10W  開始，葛藤ON  

RECORI）Hig b 開始，電頚0．Ⅳ  

REPRODUCE   開始． 

電療 O f－F  

Bit ∫チte fIigh H／乙  

データレコーダ内部温度  

電額電圧 ＋BIJS（十17V－2－4VJ  

消費旬力 4・OW以下r R】∋COヰD時）  

6．OW以下【REPROI）UC玉】時）  

－25tン～＋45℃  

ス ピ ー ド 比  

（記貴／再生）  

記 録 信 号  

再 生 信 号  

制 御 信 号  

H X 項 目  

使 用 電 聴  

使用温安東日  

脚 ■機械的性能  

寸 法・形 状   

重  畳  

図3．ヰー1に示ナ。  

∫∂7〈）g以下  

（3）その．他  

綿密ヒ畔圃－の即そ乏希1る，どガ∂5一月（如），Cβ庁5月－b【白．射J  

〃古－r4（た人七、＼4弓）．A5丁尺β－A t火の、島）に満載さ叫たブークレコーダ・  

Jd、咽軌て作如してし、ユ．  
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蜃尋  ヂ叉絶理装置（DF）  

東大宇宙線研 近 藤 一 郎  

富士通株式会虻  

1，概 要   

この装置は各観測機器Kよって得られた情報，衛星自体の戯作状態の仲報お⊥び姿  

勢情報を効率よく地上へ伝送ナるため忙、横上托おhて≠－タ処理 

的としておタ、次の機能を持ってぃる○   

（1）各観測機畏から送られてくるデータをそれぞれの処理回路て処理した後、衛星内   

部のデータを付加して一定のフォーマット忙鱒集し、り丁ルデータとしてテレメ‾   

メ托送る一方、レコードデ「タとしてデータレコーダK送る。   

（2）処理陀必要をタイミンクパルスは、ナベて内雇のタイミンクジ●ユネレークて発生   

してお力、DP内部だけではなく、他の観測機器へもタイミンクパルスを供給ナる。   

（3）各機器の劫作を制御するため忙設けられてぃるPIコマニ′ドの解説と各機器への  

転送を行なう。  

2．電気的性能  

2．1 出力データ主要諸元  

リアルデータとレコードデータはデータ識別1D忙上わ分離された同一のデー  

タであゎ、データ識別以外は同一諸元である0  

SplilPbase Mark（亭PM）  （1）符号形式  

（2）レベル  

a．LOWレベル ： 0V～0・4V  

b．HIOHレベル：4・5V～5・3V  
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（3） ピッ】トレート  

a High モード  

b l．ow モード  

（4） ビット数／ワード  

（5）ワード数／フレーム  

（6）フレーム教／サブフレーム  

819 2 Bils／sec   

2048 Bits・／sec  

8 Bits／Word  

128 Words／／Fra爪e  

6 4 Frames／Subfr胡れe  
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2－2 D Pコマンド項目  

表2－2－1 DPリアルコマンド項日  

仙  コマント項目名  AD   X  EX  制  御  内  容   

ロ  bitrlbHigh  13  2  ピー7トレーほHigh托する。（819之Bitsムec）   

2  bit■円止亡L卿  14  ビットレートを加佐ナも （2048Bityもec）   

3   11I   13  3  

PI＝吋ンド用レジスタK■l■をストナナも   
4   lll   15  

5   10■   14  3  

PIコマンr用レジスタ忙■0■■をストアナも 
6   10l   15  2   

7  m  14   2  

8  ⅢqⅨユ汀E  12   ロ  Ⅴ）  PIコマンドをセツ・トナるd  

9  CAI」ON  15  3  キャリブレーションをスタートナる。   

1・0  托・くMD5加L∬r  1Jl  3  PIコマント●用レジスタをクリアする。   

表2－2－2 DP関連リアルコマンド項巳  

恥  コマソト項日名  AI）  X  EX   制  御・ 内  容   

1 DR REC 12  3  DRK記録を開始する。   

2  DR REP   1l  3  DRの再生を開始ナる。   

3  DR OFF   12  4  DRをOf－Fナる。   

4  ALLPIOFF  10  4  全てのPlをOf’Fする。   

表2－2－3 DPディレイコマンド項目  

仙  コマント項目名  AD    EX   制  御  内  客   

l  b■itT■blli帥  5  4  ビットレートをHigh貯ナるよ8192Bitシぺec）   

ウ  もit r■tOL】W  6  3  ビットレートをLow托する。（2048Bilシ勺ec）   

3  CAL ON   6  4  キャリプレーシタソをスタートする。   

衰2－2－4 DP関連ディレイコマンド項目  

他   一■ コマン「項目名  AD    EX   制  粥  内  容   

D比 良EC   5  ロ  Dfも忙記録を開始ナる。   

2  DR OFF   6  ロ  DRをOFfIナる。   
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2－3 PIコーンド凛8  

糞2－ト1 pIコサンド機首指定罰当  

35  

ユ▲   

ユ3  

32   

3l  011111  1S  0011】1  
001110   

30  1i‾  

SPC ‾  
13  

29‾  

28  

2丁  l．1  0 0101．1二   
▲  ヽ  

28  ■‖0 10  ・00101○－  

2S  ＿01．ユ札01．＿  9  

！■ヽ＿．tヽニい，  一 

24  8  001000  
■ 

0 00111   23＿  1  ：∧一 一一  

010110        22     6  000110 l◆ヽ  

5  21           YOl0101  十＋与＋  

▲  010100  
○－‾10－oil  3   

▲、○－0001＿○＿      18  ＿ 010 010  

00qO01  

O 000000 DP ______ 
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Pl＝巨マン′r髭げト臍宅  

1T．F‖日日‖   
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表2－3・－2 （つづき）  

PI  名  称   o  OSl  OS2  OS3  OSヰ  OS5  OS8  OS7   

S  

T  

S  
TIMECONST  

34   Lo  STARGAひJ  
11i  即FF  

（4）  

Ⅸ）S  Ⅷ切換  

33   乙／つ   

tX）S GAIN  

別号′ m   

HV■SEr  SHTSEr  

32   恥／ DIS   

M仙Ⅳ   

■  
呼即て“確叫   

くl） Plとのイン∵ターフエース  

……………D5nSO（｝】）St；OS7  

機市指定（6Bits）  

DVO～35  

動作指定（88its）  

OS O－7  

a．sPC SC（セットコマンド：DVO～31忙て出力）：8本  

MT）1～5： 5本  OSO～7 二 8木  

b．XFC DV6～11（デコードされたセットコマノり：6本 OSO－7：民本  

C．TSM DVl－5 （  〝  ）：5本 OSO～7：8本  

d．5TS DV32－35（  〟  ）：4木 OSO～丁：8本  
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2－l フレー▲ソナー▼クI  

U【○  ‘8  

t′つ  8．tJ  

∽≡  
b           同 亡■l             曾   

■■   Uト  
LU  

■】        ．▲コ                 ロ        ・ぷ  
∽ コ  o        ： 
リーo  ‘：        J∈ l一  

【lて  山U  

∽芸  芸        ■■ 同 の            韓   

●●   u】ヽ  眉        」J ■l  

■．U  

｛d：⊆  口 よ  
U ■■  

1 U  
㌫  

∽三  
丁 ○ ■l             野   

U巾  H        l′  

■▼ 旧  
uN  r ; 
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u．．  
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U 叩  U ∞   U ヰ  U O巳  
Uヽ  △・三  色● U   h：亡  LU  

WI（ゝ  ∽＝ら   ∽11■  qJ11   

U ト   Uトー  U＝ト  

■■  U ト  色・U  山コ：  色．u   

∽L   q）（L  ∽lL   

UlO  U18   U q  U 噌   
【■つ   8■ ＝  【l● U   血．コ：  （L U  

○】L  uI（L   ∽ h  ∽ 邑●   

Ul巾  U ■ヽ   0 山  し〉ln  

0l  h ＝  山 U   ら：已  L U  

∽＝L  α】（L   ∽ P●  ∽ 由■   

U ▼   U 一  qlマ  
Lu   h ＝三  h u   

一i ∑；                             l    ∽（L  ∽＝L   ∽（L  lO L   
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農2－4－3  P RT－C封‖Kデー′コ′■一「■，l  

3l  ｝2   。  ●●  9  t■  lモー   

川 托2   任2   往2  

lTl  汀2   江2   □：2  

川 托t   荘j   址2  

19．  庄2   亡【2   庄2  

2山  江2   正三   江2  

2】l  庄2   荘j   正之  
22；  庄2   注2   江Z  PRT－Cm（D▲T▲l  

2玉  江2   ft2   圧2  TOT▲LII王1〝  

2■」  江壬   た‡   庄2  し  J  

壬よ   庄2   圧Z   i王‡  

20i  江2   注2   旺2  

2†l  注2   江2   荘j  

2  ；王2   注2   庄王  
王  注2   江2   注2   

l  江壬   庄2   注2  

El．F15以後にPRT C量tKコーン「モ受信した噂は・次のSFてCV‖Kデー′竜℡－   

乙 偽0クートーは衆2－4－l．2と同じ7ナ一寸ナト  

褒2－l－1 PRT－C月1【デー′ピケト内容 こ  

8   内  容   

0   ●○－   

■○■   

2   ■○■   

ユ   M4   

4   Mコ   

S   M2   

¢   Ml   

丁   ㍍○   

庄 F15一－F30・W90・－12丁  

（S12W）ナべて同じフオ  

ー▼，Iで老僧さ九る○  

DLY CMD  

▲D内辱   
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2－5 S YNC ワード（WO，l，2）  

表2－5二1  SYNCビット内容  

B  

w 1   0   0   

Wl   0   0   

Ⅵr 2   0  0   0   0   0   0   0   

2－6 FIワード（W3）  

表2－6－1  フレームIDビット内容  

B O  nl  B 2  R3  B4  B5    B6l▼．B7   

W 3   0   0   F25  F2ヰ  F23  F22    I√21 F20   

236   



2一T C▲8／▲GCワーl－（Wユ2）  

窮2－トI C▲8／▲GC7†一－，＝W32）  

F  8  ロ  2  3  ▲  5  6  丁  8  9  10  皿  l～  13  14  lS   
I I 

○  
l  

l  

鰐  D∝ ●  

DEC- 

16  
野  

！OFF  0  

▲GC  C▲8  ▲GC    0  

32  C  

▲／8   ▲／8   ○堅／ OF   ▲GC  C▲8  ▲GC  

48   
‡  

茨2－7一之  C▲8／▲GCビ▼I内容  

（亘   

名 蠍  C▲且  EC－ON′OF MD一息／▲   

フ1′－▲  号  Fl■◆○  F●■◆2   

時  間  H：○，5 S  とl：0．5占   

舟蝉駿  L：2 S  L：2  S   

80  ▲D20   

DE（：－  

ON／OFF   
且2  ．▲D2t   

83  ▲D2｝   

8▲  EX20   

8 S  EX2I   CllD－  

8 8  EX2t   ▲／8  

8 丁  EX2｝   

庄l．時間分＃飯 托：ビγトレー＝虹小  

t－l－■  

L：ビナIレーILOW  
モート●辱   

モ2－ ▲GC O－◆ユVアナp′デー′  

嘲軋椚榊巨 月ニ250♪●   

L：l▲   

3．⑦はバタレ鼻イ′ト7ェ一項示す。   

→・ロメコでE人のど▼lは左が  

●l■．占が●○－（‘1ン■○－）レベ  

ルてもふ○   
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2－8 ▲HIくワーI■（Wコ3）  

リー   
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2－9 DHK（W34），DP（W35，）ワード  

表2－9－1  工）HK フォーマプト（W34）  

F  0  1  2  3  4  5  6  ，7  8  9  10  11  12  13  1ヰ  15   

Ⅹm  pll  
0  相打  

カウン   （8℃）   

1．6  カウント   ン十  

STS  P12  
16  カウン小   A托M  カウ：／ト   

カウン  
／  

（刃℃）   M  

M  
PI5  PI・3  

32  （…語   （   

STS  PI4  
1   

48   カウン↑  （T払l）   

表2－9－2  DP フォーマット（W35）  

F  0  1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15   

ロVO   Ⅳ1   DV2   DV3  ロV32  m   DV5   Ⅳ6   m7  

0  

ロ  
16  

1）S  ・－OS  －（）S  ・・OS  ・・OS  －1：芯  －OS  －OS  ・・OS  

M  

1  ロ  
ロⅤ  C応  00  

32   一（：6  －OS  －OS  ・く）S  －OS  －OS  ・・OS  ・・OS  

D  DV27  ⅣユS  DV劫  D  DV31   
2  

48  －OS  －OS．  －（：応  －OS  －・OS  －00  1）S   －｛膚  －（芯   
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表2－9－・さ  D打K・DPピサト内容  

（∋ （∂   

▲IIM  
名 称  Tl鮎＝E】  Tl朗‖E2   －l●●○加S   D▲T▲   ▲鳥山  PCU／8▲T   

‘7 レー▲  Flh＋○  F＝h十○  F】2口◆○  FH■◆l●  F引h◆引  Fュま■◆コl   

W15   Wュ●  WJ」   W｝l  Wl▲   
ワーl’ ■ q  W3▲  

仲  間  H：2●   且：2■  H： ●■  月： d■  Hニ l■  且： ▲ ●   

舟Il亀  L：■■   L：■●  L：l■■  L：1d■   L：l●■  1．1●■   

比 M ＄  8 は S  ▲且▲  PCU CヱG  
80                      †2 ●9 0l  017（‖  ON／OFF  T／F   

▲孔  P亡UOYC   
8l  ユ¢ 2▲ 12  0 0d ユ2  8ET′′1N織  T／ア   

⊂11l  8▲丁－L  
82  】●121さ  l0410  SET／ノIN輝  T／∫   

L王：YヱL  

83  9 08 0鳥  0 0‡ 08  OD／▲Ll．OW  

T錮S▲UTO亡NT   
84  ● 3ユ ○●  0 0】 04  EN▲／DIS  

V－JUDGE   

85  210 コ‖  0 00 コ2  
OPST▲¶S      ▲／轟                    T－JUDGE  T／F              PSC EN▲／DIS      T／F   

86  ll■lO  0 001■  

8 7  ○：＝ 0l  0 00 0●  
ア絨 伝道 †－r  ltllや▲ モ▲iJ   1tV亡亡NT ○Ⅳ／OFF        lO  ＄▲引邑去               ○】  STS伝送  E£▲T王：R ON／OFF        00  ▲CC伝道   

㊤   ㊤   ◎   ◎   
PIl  P12  P t 3  P」【4  PⅠ5  

名 職               （SPC）  （ⅩFC）  （Ⅹ∫C．5TS）  （TS撼）  （R肌SPC   
フl′－▲  Fl】   F2t   F●5   F●l  ∫1丁   

蓼 う  Wl■   1Ⅳユ▲   Wl●   1Ⅳユ●  1Ⅳ｝●   

喝  銅  且： ●■  8： l●  職： ■ ●  比： ■■  は：●■   
分∴加＝k  L：｝王■  L：I2●  L：事1●  L：｝2●  L：コ量■   

冨PC   XF⊂   PSC   且ⅩT   且且H  

■○             ON／Orア  ○Ⅳ／OFP  EN▲／DI冨  OH／○′r．ON／OFF   
H▼一▲l   Z▼T  田川＝れ▲G  

8l    エアG  D▲T／γlG乱丁       ○〃／OFr  ○〃／′OFr   OI†／OFr   ON／OFF   

持Y－▲量  ⅩアCItY   且Y・－l   R且C  

82      ●○■       0〃／○′r  ON／OFr・・  ○耳／′OPr  fN▲／DIS   

STS   dY一王  鋸‖l”川  

83  HV－1‖  書U8         ○〃／Or′  0〃／てIFア  ON／OPF  OI‘／OrF  ON／OrF   

8J  1▼－■t  ⅩrC一▲  比V  TS㍍－▲  SPC－▲   ON／OFF  0Ⅳ／OFF  ON／0′F  OIl／OFF  O山一OrF  85  比Y－Cl  R∫C  且06 DIざC  R8C  P6C   Oll／OFF  ENん′p18  SgT／′RESET  E封Jレ′℡IS  E醐IS  88  HY一亡2  DNC  8Tヨー▲  ぐ▲⊥  ●○‾   ON／Orア  EN▲／℡ld  ●   什 ■   ■   l・  87  C▲L  帽VG  PSC  P8C  ■○‾   OI疇／OFF  EM▲／OtS  EN▲／■D18  EMlき   

往l．1年何分ポ牝  

』：ピ▼Iレート  

且t暮bモード中  

L：ビアIレーI  

LOWモーl噂   
乙 ⑳は′リレーイン′  

一フ∴■－メモ示ナ0   

1⊂『／』て紀入¢ビ  

▼トは左が●1－．右  

が一○●I■1ン′－0■）  

レぺ鼻でさる○   
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畏2－9－3 【つづ亀）DHX．DP ビγl内g  

名 穐  DI C▲8  PI C▲8  DpID  DVO－OS  DV■－OS   DY  OS    l■：1・－】5J   

71レ・－▲  F■●◆●  Fd8＋○  F■■◆2   Fl  F（轟2－●－1■轟   

サーl ■ q  W15   Wユ5   Wj5   WIl   Wl】   

○  聞  H：l●  u：l■   は：l●   托： a■   は： ●暮   

分IIt  L：l■  L：●■   L：l●   し：コ2■   L：コ】■   

80  ET／ST▲RT  OSO  81r▲■●／且●■】   08l  

丑1  一l●  05l   
bitr■l●  

8i■■／LOW   
○‘‖  

C▲L  

82  出DO  08℡  丁 ●   
OSl  

SPC  
83  出口‖  08l    PH．PC／1‖PC   08】  

pV■－  

SPCI・－▲  

山♪2  OSl   ｝王●b／128tb   

■たl－■I      OSl OS3 08▲ OST  

畏2－9－4  XFCカウントモニ′フォー†，ト  

ⅩFC3メ＝ケンI（Wユり  X∫C2カウノl【Wユ4）  ⅩFClカケγI‖Ⅳ3」＝  

、喜fこニ…ゴゴミ，T貢主，三、  
レ■■▲  
●号   内   容   

F11  脚亡Iq＝■tid●■●●C川1t   

F～丁  鵬WC王C0l■亡Id■■f● Cot8l   

SOLE〃OtD Y▲LVどl  

F4ュ      ■ 作 団 上   

SOL王：NlID Y▲LV王：2  

F59      ■ 作 錮 轟  

フレー  
番号   

内  客   

P l  uWCIFRONTCo■工tlq【■■h   

F12  M叩2 FROⅣTCot■llt■■b   

丁20  t■亡ー一▲■▲▲f●■ti¶nh   

F28  脚亡王 RE▲RC仰Ilq■nl●   

F3d  u■にⅠ■PROⅣTS叩l－C■qd   

F14  ■¶㍑F闇川丁飢叩l叫■C01nt   

Fs2  岬C】R亡▲RS叩IuC●ul   

F60  甘W亡王 RE▲R Sur■1－亡●d  

lナナフレー▲：8－【（ピーlレー’IHifbモート●疇）  

：32F‘ビ，IレーILOWt－ト■削  
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表2－9－5  SIIC カウントフォーマット（W34）  

F  2   3  9   10   

0  SPCl   SPC 2   SPC 3  SPC 4   5PC 5   

16  〝  6   、〝  7   〝 8  〝  g   〟 10   

32  〝  1   〝  2   〝 3  〝  4   〝   5   

4る  〝  6   〝  7   〝 8  〝  9   〟 10   

∃≡ り ＿ n ＿ 亡  nロ n 轟 ｛ り L 一▼．．＿tタ．、．L／▼Ir ウ」＼ づP～一し   一   ｝   U ▲ノ ▲ノ ” ／ ′ l ′ T   ■ ノ l＼ ▼・） 1 ノ  

7レ′－「ム 番号  内  容   

F 7  GBDカウント   

F23   〝   

F39   ∫   

F55   ′   

1サブフレーム   

：8益c（ビットレートHighモード時）   

：32sec（ 〝  Low  〝 ）  

表2－9－7－ S TS カウントフォーマット（W34）   

B F  BO  Bl  B2   B3  B4  B5  B6  B7   
STARCOし耶T mTA  

F21．  
CA⊥  

，ニュ2   16   8   4   2   0中印汀   

5I汀ACrfON．   SI汀 DR王DEF   SHT  

F53  STNl aAIN 

J）   2   

MFF   000（MIN）～111（MAl）  
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表2－9－8 ZYT カウントフォーマット（W34）  

（1）7■・－マット  

7レーム  

番号   
内  容   

F 8  ZYT－1ANTIPUl－SE Count   

F24   〟  2  〝  〝  〝   

F40   〝  1  〝  J  〝   

F56   〝   2  ∫  〝  〝   

（勿 ピット内容   

MSB  

BO．  Bl  B2  B3  Bd  B5  B6  87   

2048  1024  512  256  128  64  ’′ 32   16   

注．TSM上力上記ビット内容て入力。（DPKスケーテは左h）  
′  

表2－9－9 HXT カウントフォーマット（W34）  

（1）7ォーマット  

7レ■－ム  

番号   
内  容   

F15  HXT－X PULSE Count   

F3l   〝   ANTIPUu柑 Count   

F47  IIXT－Y PULSE Count   

F63   〝  ANTIPmSE Count   

（2） ビット内容  

MSfi  †▲穴R   

BO  Bl  B2  B3  B4  n5  86  B7   

F15．47  32768  16384  8192  4096  2048  1024  512  256   

F3l．63  2048  1024  512  256  128  64  32  16   

琵．TSM上♪上記ビット内容て入力0（DP．Kスケーラはたh）  
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2－1（IIR／S▲ぷ／G▲／／WIIEEL ワーl■JW古l．65）  

策2－10－1 1R′／S▲S／G▲／W≠E引L フ■－¶・ヮl（W6り  

∫  ○    2  ユ  l  5  古  7  8  9  10    】2  13  ll  15   

○  TC5  RT  T㍍  PRでl  

I8  I乱・l  IP－  G】  ：】R  M♪  1P－   i鷹E   Q  
lO  PI）L  G▲Ⅹ  5AS   
一PW  －Pb  （t〉  ；T  e〃T  

t刀  u  l月  因  u  ln  山   仙  ▲CEl  
32  TCS  RT  T撼  醐  

▲⊂E  CE3  
▲8  PDL   ／  

凡JG  勲Ⅱ臼   

ホ才一10一之  IR／S▲8／G▲／Ⅶ宕ヱL 7オーーブI（W古5）  

＼  

F  ○’    2  ユ  4  5   6  7   ○  9  10    12  13  1l  15   

O O 

IR  
／  ／  

l●  ▲CC   

ユ2  旧  1J   18  

18  
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票2－10－3  IR／S▲S／G▲／W月EELビ7I内寧（Ⅵ／‘l．占5）  

㊤   ㊤   ◎   ㊤   

名 跡  T C S  PDL  ▲CE／RIG  PRTl  PRT2  PRT3   Tll   
7t′－▲ ワーI●  F】l－◆】  アユ壬■◆lO  Fユよ■＋王丁  F15   FT   F3℡   F王h◆】】   
一   個   1町○ ●  W0l   W●■   W■l   W●●   肌り  Wll   

ヰ  間  h： ●▲  且： ●■  出： ●▲  且： 8■  h： d■  月： ■●   H： t●   

分★鴫  L：1古■  L：】●■  L：】名●  ⊥：コ王■－  L：l一■  L：l占●   L：】■■   

80   STOR▲GE  ▲t－S▲  ▲丁  S▲〟T  
▲／■  

TVU  q     Sエー  ▲CE ON／OFF  P且T 0〃／OrF  ■l‾  ‘         IO  8E▲L P亡舶   

81  
0l  F以   P8L－I  

－○●  ▲●   リ▲HT  
EXT   ▲／■  

82   
PRT   ■CNY  

ll  STO且▲GE  PDL－2  RIG    h～β▲■  OP/OPrOPr 

T山旧  pDL－ュ  
ユ】  

PRT  
▲●   TllU  

古ⅩT   OF／OFF  

P且  p■T   T⊥U  

且4  圧／L  PDL－■  月OT    ．⊥，J    ▲l         丘ⅩT  ON／OFF  C打FCX     UP／PⅣN   
D且  G▲   FRIG  P8T   T｝S  

85  ON／OFF  ヰl＝1  ■l  

D8  S▲£ ■  R▲丁重：   T▲S  

β‘  R£C／8Ep  ●○－   1⊥・。    ▲t  

Tげ一I  ▲eC－1  LOOP   TC8  

87  定扶／■房事  ■○●   一山。  ▲○  

同   
M▲Gl   M▲G2  ▲CEl  ▲C】巳2  ▲C」‡3   

畢 鴨             E一丁／▲CC   ST▲TUS   ST▲TUS  ST▲TUS  ST▲TU5  5T▲TUS   
71′－▲  

クーl■  一重】  F3l   FtJ   ∫5占   F●｝  F8■◆丁   
■  づ  l■●●  W W●●   lⅣr●   W8t  W●○   
lI 聞  ．はこ ■■   几： l暮  け：8I  H： ●■  且：l■  織：1■   
分■瞳  t：l董■   L：】王●  L：32■  L：コ2●  L：ュ量 ■  L：t■   

l久Ju）CⅣT  鮒＝Jl③  且▲UT001T  
D▲T▲  l∽▲亡HO▲CしJ／OP吋 0〃／Of■F    ヱⅣ▲／018   

MUL8  州ULtIb  ▲⊂C一三  
月l   ‾／十  011／OF′   

■8C  HIC  6Pt〃R▲TE  撼ULO   u▲亡  ▲C亡伝d円さ  

■才「                ■tJ‖■t   ■○▲丁▲   ■■d   ■■d   Hl  £▲／■け▲   

8Cγ81T   ｝8C  6PI〃札▲Tヱ  ■几‖LE  上▲亡  ▲⊂CLplL  
83                Wl醐   P▲T▲   LO LO   lt●d  L一員】汀l品   

■‖lC   ⊥・■C   G▲  ULDlけ  ■▲C   
81  

M±C   H■C   且D  ULD 脚▼  山▲C   
85              £PT   u5ノ岬N   D▲T▲  Hl′′LO  ON′′oF■  ON／OFF  SqtO   

FAH†亡   山8亡  G▲◎  SPl〃 UP  〟▲C   EPT  

β○                 ）l・PノHRw   D▲丁▲  OIl／OFr  ○〃／Orr  十／一   已qヨ＝   

EPT  月‖已⊂   G▲∈〉  6PIN DWN  
87  D▲T▲  ON／OFF  ON．／OFF  8q王】   

庄1．鴫同舟≠仕 付：ビァトレートi■b・モーI▼■  
Lニ ピァlレートしOWモーl●■  

庄2．①はバタレーイ／′－，－一入t示ナ○  
1・ロ／ヒコ でだ人○ビ，用左が●1●・占が●○■－■「㌧／■0■）レベルでもるリ  
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2－11 RIG／STS ワード（W66．67）  

巽2－1l－1  RIG／ST3 フナ一丁サト（W6‘）  

F  ○  1  2  3  4  S  6  丁  8  9  10  11  12  1】  1l  15   

0  

16  

U   lカ   ∽   餌   心   u   揖   

32 18   

詫2－11－2  RIG／STS フォーーナI（W6丁）  

F  ○  ロ  2  ユ  ▲  5  6  7  8  9  1q    12  13  ll  15   

0  

1¢  

U   tU   U   U   （U  U   山  U   

32  

18   

＼  sTS†   

STST：80－8＝ST5日 6 8－1●モーI■ヰ）  

：80－81（ST＄Ⅵ 3 8il●t－I■■）  

246   



喪2－11－ユ RIG／S TSビ▼l内容（W66．‘丁）  

′＋STSk 68il一モーI－ － 「  ′－STSH 3且iりモーI■  

名  称  ST5T   STSH   

フ1′－・・▲ ワート●  F；D◆○   F壬－◆○   

書 や  W66   Ⅳ¢丁   
t寺 岡  H：250皿■  比：250口l   
分Iト錠  L：ld   L：1■   

80   8 暮   ユ1．25h■E   

ム1   4 ！亡亡   15．62さコ■ゞ   

82   2 甘   丁．8125凸t亡   

83   1 ■■：  3．901ほSt■■r   

84  50（＝扉∝   1」95312Sポ   

月5  2 50b■㌍   Plt3 2   

8¢  12 511■鷺   Ph【l‘   

87  ○ 之5⊂l■r   PH 8  

名  穐  STST   STSIIIII 

フレ′－▲  F2．十○   
ワー  

F2且＋○   
W一 丁   

疇 伺  H：250亡l■  H：2SO【D■   
分解錠  L：lさ   L：1a   

80   8 5t亡  31．2 51bよ鷲   

3l   l tギ  】5＿625皿やC   

82 2 一亡   P且ユ2   

B3   l 5■亡   PIi16   

84・  S O（＝■■鷺   PII 8   

85  2 5 0I05亡■：   PH l   

8‘  12S 皿r   PH 2   

87  占 乙5 btt亡   PH l   
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2－12 SPC MONし′RPM ワーI●（lV99）  

喪2－1才一1  S PC MONl フオー▼丁ト【W99）  

F   0   2   3   l   5   ‘   丁   

○  仇D．u）  L8仕】  U．D．e）  L．D．倒  U．D．削  L，D．1如  R8M汀J  R8抑制   

さ  U．D．（3I  L．D．（3〕  U．D．㈲  L．D．仙  U．D．qO  L．D．qO  R8肌m  R且叫引   

16  U．D．b）  L．D，b）  U∴D．㈱  L．D．（6）  U．D．b）  L．♪．伯1  R丘旭汀I  R3蘭卸   

2疇  U．D．の  L．D．研  U．D．臨）  Ll〉．剛  U．D．包○  L．D，摘  R王＝抑汀I  R8Jれ引   

32  uD．（i〉  Lnu）  U．D，也）  L．D．倒  U．D．（錮  L工〉．倒  R8出rrI  R8粛l引   

dO  U．8．Q）  LD．臼）  U．D，仙  L．D．（u  U．D．拍  LD．qO  R且は汀I  R8M（引   

18  U．D＿6）  L．D．6）  U．D．¢）  L．D．仏）  U．D．¢○  L．8．8D  RBMl¶  R8り肌引   ‖   
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3．DP動作モード  

3－1 ビットレートHigh／10W モード  

（1）モードの切換え  

（a）ビットレートHigh：1JT∧一マンドAD－13，EX－2 ディt＾コ『′ドAZ）．5・EX－4  

（d  〝  L叩： ∫  AD－14，EX－1 ′  AD⊥6・Ⅸ‾3  

（カ モードの移行メイミ′ク  

ビットレートHigh／もowコマン′ドを受信した次のサブフレームの先頭て移  

行する。  

注1．ビットレートLow→Higb  

ビットレートLow →  ビットレート辻igb  

FoⅥも恥  払Ⅷ恥  

2．ビットレートHigh→Low  

ビットレートHigh →  ビγトレートL叩  

恥鴨恥  FnⅥb恥  

n＝0，．16，32，48  

3．移行タイミンク（一例）  

臣コニコニコニコニニ仁二  

移行   

Higb              l   

†   

High  
コマ；′ド受信  

Lov  
コマンド受信  

す；  

（3）モードのステークス出力  

DPID（F8n＋2・W35）Bl ∴bit r■t。Iligh／low  
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3 － 2  C Al一モード  

（1）モードの切換え  

（a）CAL ON  ：け＾，コマyドAD－15，EX－3 テ小イ＝円ツrAD－6．EX－4  

㈲ CA⊥OfT（掛モーり：128secて自動復旧  

（カ モードの移行タイミンク  

CA工一 ONコマンドを受信した、次のビットレート⊥owモード時のサブ7レ  

ームの先頭忙てCAL ON忙移行ナる CAL ONq＝移行後128sec VCてCAL  

OFF（観測モード）忙移行する。  

なおCAL ONコマンドはリトリガーが可能でDPがCAl．ONモード中K  

再びCAL ON コマン′ドを受信した場合は、そのコマン′ドを受信した次のビッ  

トレートLowモード時のサブフレームの先頭から、さらK128se。CAl．  

ONが延長盲れる。  

注1・モードの移行タイミング（一例）  

ビ7トレート  

ビァトレート  
Loor 
－モート■時  †    『   画    l ，       ヽ l ■■1288e亡 l  

丁  
①cAL OⅣ   

コ†／ト1受信  

＠cAL ON  

コ7ンド受信  

鮫㌶紆（慧㌫  
御日  場合こ礪点で  

複】6  
128sec：4サブフレーム（Lowモード時）  

：16  ・ （High 〟 時）  

（3）モート’のステータス出力  

DPl工〉（F 
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3 － 3 RRT－C HXモード  

（1）モードの切換え  

RRT CHK IND （RRTlのB5）  

（カ モードの移行タイミング  

PRT CHK INDが立った時、D Pからのタイ ミンクパルスに合わせて  

パラレルライン‥で入力される PRT CH】；CKデータ（P RT2）を  

F15－30・W96－127の送出ワードK出力する。（Tota1512W） 

この時、PRT CRKデータを出力するワード（W96－127）の観測デ  

ータ吐出力されないが、それぞ九の処理回路では通常の処理が行なわれてい  

る。  

（3）ステークスの出力  

PRTl（F15・W64）B5：PRT CHK IND  

3 － 4 S P C処理モード  

（1）モードの種類  

PH．PCモード  

128 ch   モード   

加算32 ch  〝 （江2．）   

加算128ch  ′ （注2．）   

32 ch  〝 （琵2．）  

江）．SPC9，10のMPCモードは128ch／32CHモードのみっ  

2・加井 32モード  はDPでの処理方法は同じ。  
′・12き 〝 ）  
32ch  〝  こ九らをDPID忙て32chモードとして出力。  
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（2）モードの切換え  

PIコマンド  Dv12  

（3）モードの移行タイミンク  

PIコマンド DY12が5ETされた時点  

（4）ステータスの出力  

・DPID（F8n＋2，W35）B3：S P C P軋PC／MPC        〝      B4：Sf℃1－4   32／128c 32 /128ch 
〝  B5：Sf℃5′－8  32／128cb   

〝  B6：SPC9，10  32／128ch  

注1．B4．5，6はt）3（SPC PH．PC／MPC）がMPC欄  

・I）Y12－OS（F25，W35）BO   ：SPC PH，PC／WC   

′  〝  Bl．B2：SPCl～4 MODB   

〝  〝  B3，B4：SPC5一－8  〝   

∫  〝  B5  ：SPC9．10 32／128ch  

注2．Bl～5はBO（SPC PH，PC／MPC）がhPCの時有効。  

注3．SflCl－4，5－8モードのDY12－OS と DPIDの対応。  

DV12－OS（ダ25，W35）  DPID（用n十2，W35）   

Bl  B2  モ ー ド   B4  
（B3）   （B4）  （B5）   

加算 32ch   

0   ロ   32ch   

0   32ch   

0   0   128ch   0   128ch   

（）内ビット番号は SPC5～8の場合。  

252   



3 － 5 ⅩF C処理モード  

（1）モードの種類  

伺P Cモード  

（扇 PH 〝  

（2）モードの切換え  

PIコマン‥ド D V6  

（3）モードの移行タイミング  

PIコマン′ド工V6がS ETされた時点  

（刃 ステータスの出力  

・DPID（F8n＋2，W3 

・DV6－OS（F13．W35）BO ：ⅩFC PC／PH  

3 －6 S T S処理モード  

（1）モードの種類  

（可 STSiI3 Bitsモード  

（扇． 〝  6  ′  

（カ モードの切換え  

PIコマンド DVO  

（カ モー．上●の移行メイミンク  

PIコマンド DVOがSETされた時点  

（4）ステークス出力  

DVO－OS（Fl．W35）B5：STSl†3／6 BiTS  
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3 － 7 Word 9g転送モード  

（1）モードの種類  

（可 W99 SPC MONI伝送  

（扇  ∫  RPM 伝送  

（カ モードの切換え  

PIコマンド D V O  

（3）モートーの移行タイミンク  

’イpIコマンド DVOがSETされた時点  

（刃 ステータスの出力  

DVO－OS（Fl・W35）B6：Word 99 日PC MONI／RPM  

3 － 8 CAL中のD fl動作モード  

CAl一中、XFC，S PCはPIコマンドのデバイス（DV6，12）の設  

定忙かかわらす、下記モードとなる。  

・S P C ： MPC 128c bモード  

・Xf－C ： PHモード  

CAL中、■DPIDステータスは上記モードを表示ナる。  

DV6，12－OSは変化をし。  
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3 －9 初期設定等  

（1）DP電源投入時は下記モードとをる。  

・ ビット レート  

・ CAIJ  

・ S P C  

●  X F C  

●  S T S  

●  Wo rd 99  

（カ UVC信号．a11  

・ S P C  

・ ⅩF C  

： L o wモード  

： O FF（観測）モート●  

： MPC128cbモード   （注1）  

： PHモード  （注1）  

： SでS  6Bitsモード （注1）  

： RPM伝送モード  （江1）  

PI OFf－ コマンド受信時は下記モードとなる。  

： MPC128chモード  （注1）  

（注1）  P Hモード   

注l．DP電源投入時おょびUVC信号またはalL PIOFFコマン  

ド受倍時Kは各PIのイニシャル時のステークスと一致させる  

ためKDVn－OSを■0■KDしp内部てプリセットする。  

nの値は  

・ DP電源羞入時  ：n＝0～35（DVO～35－OS）   

・UVC信号  
声倍時                ： 

川PIOFFコマンド                n＝1－35（DVl－35－OS）  

（allPIOFFの状態となる。）  

したがって、PIコマンド忙上ってモードが切換わる顔自（注   

1と示した項目）は（1）お上び（2）の場合Kはモート●が上記の通♪  

となる。  
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4．観測データ処理  

4 －1 S P C処理  

4－1－1 S PCl－10データ処理  

（1）モードおよび分解能  

時  間  分  解  能  

ク  
ノレ 

MPC モード  PH，PC モード  

l  

センサー  

7■  128ch   32ch  加庭128ch  加算32ch  PHデータ  PCデータ  
モード   モード  モード   ・モード   

SPCl  2 sec  0．5sec  0．5sec  125msec   
i  （8 sec）  （2 sec）  （2sec）  （500mseq）   
SPC4  

15．625  
SPC5  

〟  

′  2   l SPC8  〝 H    ‖  
〝  mSeC  mSeC ′．′■ヽ■－ヽ l＼ロ∠・コmSe⊂バ   

注．（）内数字はビットレートも○胃時0  

（幻 モート●の切換え  

PIコマンドDV12陀て行なう8  

0SO O81  0S2  0S3  0S4  085・OS7  0S8  

注1．PfI，PC／へ・tPCモードはSPC】－10一斉托切換わる0  

2．MPC128ch／32ch／加算128ch／加算32ch モードはグループ  

毎忙切換わる。  
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（3）入力信号  

PC  

（DI，りの出力信号）  

PH  

センサー毎   

KlO系統  

PE  

囲 デー省処理  

① MPCモート●  

①－1．128chモード  

各センサー毎忙PHデータ上位7ビット＝⑬忙上♪エネルギーレベ  

ル訣別（128。b）を行なぃ、メモリをカケニ′タとし 

上月各エネルギーレベル毎の入力イベントパルス（PE）を読み出し  

ワーード間カウントし、エネルギーレベル毎（CHO～Ct1127）のカケ  

／ト数を出力する。  

①－2．加算128ch，32ch，加算32chモード  

（  

3つのモードてのD Pの処理方法は同じである。（DPIDK   

hモードとしてスチエクスを出力。）   

DPuSPCl～10をグループ1（SPCl－4），グループ2（SPC5   

～8），グループ3（SPC9，10）忙グループ分けを行たう。  
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グループl（tたは2）の場合（以後（）内数字はグループ2の  

場合）入力される」ヒンサーの違ぃ化かかわらす同じグループ1（2）内の  

PHチータ上位7ビット＝①K 

4つ町分割し、メモリをカウン∵タとして使用すること忙ユタ  

SIICl（5）用の出力ワードKは、SPCl－4（5－8）のCHO－31のエネルギー  

（W16n十8（W16n十12））  レベル毎の入力イベントパルス＝P Eを一   

定時間カウントし、カタソト致を出力する。  

CH31一－63   〟  SPC2（6）   

（W16n十9（W16n＋13））   

SPC3（7）  

（W16n＋10（W16n＋14））   

SPC4（8）  

（W16n＋11（W16爪十15））  

CH64一－95   〝  

C王i96一一127  〝  

したがって、Df■はPHデータ上位2ビット＝④忙上カ  

00 の場合は SPCl（引用qメモリ：CH O～31  

01  〝   SPCオ6）  〝  ： CH32－63  

10  〝   SpC魂7）  〝   ：CH64－95  

1′1   〝  Sf■C4¢）．〝   ：CHg6－127   

にアクセスし、各メモリは32C‡Ⅰがデータ1セγトとして処理ナる。   

グループ3の場合は、上位2ビット＝①をDPは無視（－0■と見る）し   

て、各センサー（SPC9，10）32CHのエネルギー識別を行食いエネル   

ギーレベル毎の入力イベントパルス（P E）を一定時間カウントし、エネル   

ギーレベル毎（CHO－31）のカウント数を出力ナる。  

データ処理の詳細を（6）項忙記載ナる。  
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② pH．P Cモートー   

②一1 PHデータ  

読み出しワード間（PC用出力ワードを含む）K入力された最初の  

PHデータ8ビット＝⑳をそのまま出力ナる。（2番目以降のデータ  

は出力てきない。）  

入力がなければ－olを出力する。  

②－2 f，Cデータ  

各センサー毎忙入力されたP Eを読み出しワード間カウントし、  

（PHのビット内容は無視）カウント数を出力ナる。  

（5）フレームフォーマット   

① MPC128cb モード  ：表4－1－1K示ナ  

唱）hほC．加算128ch，（32ch，加算32ch）モード：表4－1－2K：示ナ   

（グループ1，2）  

（参 MPC 32ch モード（グループ3）  ：表4－1－3陀示ナ   
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表4－1－1▲  MpC 128ebモードフレーム7オーマット  

W  W＄  1Ⅳ24  ☆40  W56  W72  W88  WlO4  Ⅳ120   
十（Ⅰ  ＋d  十α  ＋α  ＋α  十α  ＋α  十α   

F】もn＋ 0  ．C且 0  CIIl  CE 2  CⅡ 3  CII l  CH：＋5  CII． 6  CH   

F16n＋l  C【Ⅰ 8  C杜 9  CHl（）  C且】‖  C且12  Ela  且】4  CH】S   

F16n＋ 2  C且16  C日LIT  CH18  CE19  C比 20  且 2】  H 22  CH 23   

Flるn＋ 3  CHL 2t  C！125  CH 26  CH 27  Cn 28  Ⅱ 29  Hニ ュ0  CH二 31   

F16■＋ 4  CE 32  CH：ほ  CfI3▲  C托 3S  CfI38  H37  冗：川  CH 3   

Flt；皿＋ 5  CH 40  CE ●1  C月二 42  E 43  Cエ ー●  CH ▲S  ClI■6  Cは 4丁   

F】in＋ 6  CH二18  CII▲9  CE 50  H 5l  CE 52  C托 53  CH5」  C且 55   

F＝拍＋ 7  CH56  H 5丁  CH 58  R 59  CH 60  CE 61  C且 62  CI王63   

F16n十 8  CH64  CH 65  CH66  C且 67  H＄8  CII69  C且 7（I  CH Tl   

F18虻＋ 9  CH T2  H T3  CII7▲  C由T5  CE T6  H 77  CE 7＄  C月こ 7g   

F16n十＝〉  CH 80  Ⅱ 8】  CH 82  汀 83  且 8暮  C且 8S  ClI88  C且 87   

F18n＋ll  C王Ⅰ88  H 89  CR 90  CfI9l  Ⅱ 92  93  H9l  CE g5   

F16皿＋12  CH：g虻  CH 97  CⅡ 98  CE 99  C且100  H10l  CH102  CE103   

F16h＋13  CH104  CIl】05  CE】06  CBlO7  CI引08  汁＝柑  CHl10  C且＝‖   

F＝餌＋14  CH112  CHl13  CHl14  C且I15  C托I16l  CH117にHl18   C王H19   

F16血十15  CII120  CH】2】  CH12ヱ  CH123  C比12l  CIi】25  Ch】21i  C王t】27   

江 αの数値  

S PCl：O S PC5：4   S PC  9：一2  

S PC2：1  S PC6：5   S PC】0：－1  

S PC3：2   S PC7：6  

S PC4：3   S PC8：7  
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表4－1－2 MPC 加算128亡b（32tb．’加算32亡b）モー「  

rグルー・プ1・2）  

フレームフォーマγト  

W8  W24  W40  Ws6  W72  W88  l仇04  1Ⅳ120  
（W12）  （W28  （W●▲）  （W60）  くW7ti  （W92）  （W川8）  （W12▲）   

F■b＋○  C且 0  CEl  CH 2  CH3  CE ●  C王Ⅰ5  CE 6  ーC技 丁   

F41＋l  C且 さ  CI王 9  CE】○  C且Il  CH12  CⅡ1さ  C且11  CH15   

F■n＋2  C且】6  C且lT  CIl18  CHlg  CII20  CE2l  CII22  Cn2亭   

F4n＋3  CⅡ24  CH25  CE21茅  C且2丁  C耳28  C耳29  ClI30  CI王3】   

W9  W25  W41  W57  W73  W89  WlO5！W121   
くW13）  くW29）  （W▲S）  （W61）  （1Ⅳ77）  （Ⅵ噂3）  （Wl∞  （Wl】ら）   

F4n＋○・  Cl132  CE3ユ  ClIさ4  CII35  Cf138  C耳ユ7  CE38  C且39   

Fl且＋】  CnlO  CR4l  CH42  CⅡ43＿  CE4●  CE▲5  CE46  Cf王47   

F4皿十2  Cl14さ  Cぷt9  C上柑○  C王王5】  CI量さ2  C貴53  Cけ5l  C月Sら   

F●且＋3  CI158  CI‡ST  CⅡ58  CII59  C且60  CII6l．  CH62  CII63   

W  WlO  W26  W42  W58  W74  W90  WlO8  W122   
（Wl●）  （W30）  （W▲ぢ）  （W丘2）  （1Ⅳ丁8）  （WIt）  （Wl10）  （W】那   

Ftb＋○－・  亡兄6●  CfIぢ■早  CIl古6  CHjT  C耳¢8  C8月g  CE70  Cl171   

F●n＋1  C∬丁2  亡兄73  C且74  CII7S  C蝉川  亡兄TT  Cヱ丁8  C瓦丁9   

F4b＋2  Ctt80  CI叩l  CII82  C且83  CH84  C托85  C圧8‘  CI埴7   

F●n十3  CH88  ClI89  CⅡ90  C打9l  C且92  亡兄93  ．CII9●  C月95   

Wll  W27  W43  W59  1Ⅳ75  W91  WlO  W123   
（W‖り  （W31）  （W17）  （Wdユ）  （WT9）  （W95）  （W1日）  （W12丁   

F4n＋0  C且 96  CH 97  m 98  H 99  ClI】00  C且10l  CIl】02  C上1103   

F●h十l  CH】0▲  CIlI05  腋＝川  托107  CIIl（I  CHl09  CIIl】○  Hl11   

F4n＋2  Cnl】2  CR】】3  CH11t  nl15  CIIl16  CIlllT  CIl118  甘‖用   

F■n＋3  CH】2（〉  CIt12l   托‖ほ  R123  CIl124  C王I125  CH126   

注（）内はグループ2のワード番号  
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表4－1－3 MPC  32亡 王トモード rグループ3）  

フ レームフォーマプト  

W6  W22  W38  W54  W70  Wる6  102  Wl18   
（W7）  （W23）  （W39）  （W55）  （Ⅵ71）  （W8丁）  （W103）  （W】19）   

F4n＋○  CE O  Cnl  Ch 2  CHニ ヨ  CH：4  CIIS  CH 6  CH 7   

F4b＋l  CfI8  C王Ⅰ9  CElO  CE11  C且12  仁兄13  CHl▲  CH】5   

F●n＋2  CH16  C比17  CH18  C王I19  CII20  C忙2】  CH22  亡兄23   

F●n＋3  Cn24  CII25  CH2古  CH27  CH28  C王王29  C且30  CH3】   

注（）内ワード番号はS PClOの場合  
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（6）MPC 加算128cb，32cb，加算32chモードの補足説明  

3つのモードともDPの処琴方法は同じてある0  

① 

PHデータ上位2ビットをエネノレギーレベルの設別陀使用すると共作センサ  

ーの識別Kも使用し、その2ビットの状態Kユタ違うセンサーのメモリ忙も丁  

クセスナる。各センサーのメモリはエネノレキーレベルの異なった32c b   

は
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CH O  

CH32   

CH64   

CH96  

を1セットとして集壊し出力ナる。  

したがって、例えばS PCl用の出力ワーードVCはS P Cl～4のCHO～31  

（W16m十8）  

の加算されたカウント数が出力されることKなる。  

以下 S PC2用の出力ワードはS P Cl′－4のCH32－63の加算された  

（W16∩十9）  

カウント放となる。  

71レームフォーマットは表4一一1－2となる。  

（診 MPC 32c hモートー  

S PC機器例KおいてPHデータ上位2ビットを  

S PC l（5）： 00  

〝  2（6）： 01  

〝  3（7）  10  

〝  4（8）：11  

と固定する。おょびB O－B4のPHデータの内容をシフトしてDPIて出力ナ  

る。  
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8（）  B1  82  Ⅰ】3  Bd  D5    B6  B7  

エネル≠－レベル：32cb   

DPは加算128chと同じ動作をしても上位2ビットがSPC機器間忙てセ  

ンサー毎に固定されるのて、SPCl－4（ま－8）のエネルギーデータがそ  

のtま同じセンサー用の出力ワードK出力される。tた各々のエネルギーレベ   

ルは32chとなる。  

フレームフォーマットは表4－1－2を  

CH O ～31 → S PCl（5） C11O～31  

Cli32～63  →  〝  2（6） CIlO～31  

CH64－95  →  〝  3（7） C HO－31  

CH96～127 →  〟  4（朗 CH O－31  

と書き直したものとなる。  

したがって、それぞれのセンサーのCl＝）－3】が出力されることとなる。  
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③ MPC 加算32cbモード  

SPC機器側Kおいて、P＝データを下記のエうK謳集してDP†こ出力すも  

BO  81   82  B3  84  B5  B6  B7  

PH（通常）  

F4nl也＝ 00   

‡  

F4n十1旦＝11   

DPは加井128chと同じ動作をしているのて  

5PCl拘用の出力ワート●忙は  
（W16ロ」一8’（W16皿＋12））  

1フレー山間（F仙川）のSPCト4（5へ8）qH恥′31り加井され  
たヵウント数   

SPC2（6Jす一・  〝  （F4。十1） 〝  

（W16廿十9．（Ⅵ6n＋13））   

5PC3（7）〝  〝   （F4。十2） 〝  

（W16n十10（W16∩十14））   

SPC4（8）〝  〝 （r4∩＋3） 〝  
（W16∩十11（W16∩＋1S））  

が出力される。  

フレーム7ォーマット乞表4－1－4－⊂示ナ○  

〝  〝  

〟  〝  

〝  〝   
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共l－l－▲ uPC加書32亡lモーl●フレー▲フナーープI  

（タ▲－71．2）   

Wzl  W40   W5石  W72  Wささ  W且01   W120  
）  （W28）  （W44）  併「60）  ⅣTO）  （W92）  （Wli＝り  rW124）   

F●■◆○  F4■◆○の  F●■◆00  Fl■◆○の  F●■十○の  F血◆l¢  Fl■◆○¢  F4a◆○¢  Fl■十00   C打 ○  CllI  亡H t  CH 3  亡兄 ▲  CH ～  C托 l  亡H †   

F●血◆l  Flい○¢  F4■◆○¢  F●血◆00  F●○◆00  r●■◆○¢  Fl且◆00  Fl■＋○の  F●■◆○¢  

Clt ■  亡H 9  CHlO  CItl】  Cl‡Il  CKl⊃  C引‖ ●  亡l】】5   
Fl■◆2  Flo十○の  Fld◆lO  Fl■◆○¢  Ft血十○の  Ft■＋01D  F●■◆○¢  F▲8◆○¢  F▲■◆○¢  

CH18  CltlJ  CIlll  Cll】9  CI量20  CHよ1  C上卜王王  ⊂上L2｝   
F▲－十ユ  Fl■◆■○  ∫●■◆00  F●■＋00  Ft■十○¢  F旬十○¢  ∫●■◆○¢  rJ■◆00  ナ’ld◆○の  

亡H2▲  C月三島  ⊂凡2d  CIIZ7  亡托Z8  亡H29  CIl】○  C凡1l   

l‾  ▼   l 仁㌍ ▲■  l 亡H  ●  1  一「Hld  l √lll†  l ‘■l†t ■  l J■l■I t  I ′■It t ■  l ′■l■† ■ l   

r▲■◆2  F■邑十】の  F▲■◆l¢  rl■◆1¢  ∫●■◆lO  F●■◆】の  ∫一○＋】¢  Fl■◆10  F■a十l¢   CnI●  CItlT  CⅢIl  CIII9  CH王○  Cd2】  亡且王2  亡I12】   

F●凸＋コ  ∫l■◆Ⅰ¢  F4■◆l◎  F●■◆1¢  F●■十lの  ∫l■◆lの  F●つ◆lの  F●一十1の  r▲1＋lの   CIt‡●  CIl量5  etl壬●  CH2丁  亡比28  Cは王○  亡兄ユl  C付Il   

W26  W12   W58  W74  W90  WlO¢  W122   
lW14）  ぐⅣ30）  ny16）  Ⅳ6之）  （W78）一  Ⅳ○▲）  Ⅳ110）  （W12卓）   

タ▲■◆王の  F●■＋21D  F●○◆20  ∫●且十20  F▲●◆20  ∫1■◆ZO  上■●■◆】¢  上’●且十2の  
F▲血十○                   eli O   亡且 l  亡兄 t  C托 ユ  ⊂巳 l  CtI ～・  C且＿■  Cお【】   

F●■◆l  F●■◆王の  F●且＋2¢  Fl■◆2の  F●h十2の  Fl凸十王○  Fl■◆量○  F●■◆20  F4■十王の  

C月 8  CIl 書  CftIl  Cl董】】  Cll12  CH＝：l  C月‖」  ⊂H15   
F●■◆2  Fh＋王¢  Fl■＋2¢  F●■◆王の  F▲q十2■の  Fh＋2の  ∫l－◆王の  F●■◆壬の  Flo＋王¢  
CIll●  C比】7  e月‖ 8  CRlO  Cl12l  C丹21  C8‖l～  C且‡3   

Fl■◆3  F●■十重の  F●■十2C  F●■◆壬○  F●■◆2の  F●■十2の  Fl■十王¢  Fね＋2の  Fl五◆2  
CH2l  CH25  CI12d  Cf12丁  CII28  ⊂H王●・  亡児ユ○  ⊂ttl】   

W27  W43   W59  W75  W91   Wlつ7   W123   

ぐⅣ1S）  （W｝1）  Ⅳ4丁）  ぐⅣ63J  でⅣ丁9）  W95）  α111）   （W12わ   

・■t■●勺  r●t■■○  F1－◆｝○  F“◆ユ¢  Fl■十3の  F●■十lの  Ftt十ユ¢  F●■十3¢   Fl■十コ  
Cl】 ○  CH l  亡兄 2  eH 】  CH ●  Clll  Clt O   亡Il T   

Fl■＋l  F●t◆王¢  F●■◆J¢  ∫▲■◆10  ∫4血十3¢  Fl■◆】¢  F●■＋ユの  Fl■◆30   Fl■＋ュ  
CIt 8  亡H ●  CIt】○  C月Il  C用！2  C艮l】  ⊂月‖ ●   Cll】5   

∫●■＋之  F●▲◆｝む  Fl血◆ユ①  ∫●■◆3¢  Fln十3の  F●●◆Jの  F▲8◆｝¢  FIp◆  の  F●■◆j  

亡HlO  ⊂几I7  Cよl】●  Chl●  CIt20  ⊂織】＝  Cl12   CI123   

F▲■＋3  Fl■◆ユの  F“◆｝の  F●■◆｝の  Flq◆3の  F●血◆3の  Fi■十ユの  Fl■◆  0  rlo十1  

亡H王」  ⊂日暮ヨ  ⊂Hl●  CH27  CH王8  ⊂H王t  Clt3   Clt3l   

庄】．（I内はグループ2のワート■番号   

2．F●■◆0 のCHO：SPCi－●（5－8）のエ■ル■－レーく▲CItOのF＝十01乙レー▲偶  

のカウノlか   

3．隷ぷナもが′モリエ丁ワt2虚lって▲・タ．l一・丁：′し一▲粛にt職した各CIiカクンI  

dt血刀○出刀フレー▲¢F●．◆○と■■7レー▲のF●＝01ま鴫I司郎にl叫ヰでにモい○  
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④ s pc9，10忙ついて  

S PC9，10（グループ3）はMPCモードは32ch／128chモードのみ   

でぁるo SPC機器側聞てPHデータを下記の様虻■集Lて♪pに出力する。   

Dpは上位2ビットを無視して32chのエネノレギーレベルを1セットとして   

処理ナる。  

フレ‾ム7オーマットは表4－1－3となる。  

80   B1  82  B3  王‡4  85   86  gjr 

pH（通常）  

エネノレギーレベノレ：3 2cll  

（7）メモリアクセス  

① MpC 128cbモード  

メモリエリアは各センサー1面てちる○  

16フレーム  16フレーム  

＼  
＼   

＼  ＼  

＼  
＼   ＼  

＼  ＼   
＼  

＼  ＼   

＼   
＼   ＼   

＼   ＼ ＼  



庄 一 ：t 書  
● ：披み出し（出力）  

㍍PC  32 亡 bモーl■   

㍍PC加暮128モーl‘と同じてぁる○   

ただし令センサー（5PC2伍）．SPC3け），さ♪Cl剛一がそれで九のCHO－31  

土山カナる。なシ8PC9．10（′－－ブコ）lそれぞれ¢CH（〉－31セ出力ナる○  

⑦  
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① MPC血耶2亡Pモー・・  

′モリエリ丁は～血でもる．；  

CIlO  

CIll  

（  

＼  

＼  i  
＼  

ヽ  
亡嵩8  ＼   

＼  

CI】丁  

CH●  

亡H9  ＼  

ヽ  i  
＼  

＼  

CH】●  

CH】S  
＼   ＼  

亡は】8  

CI‖J i  

＼  

亡H22  
＼ ＼   

Cは21  
】   

CI12l  

CH25 i  
f   

Ct】⊃○  
＼ ヽ ヽ   

CIl‡l  

CB O 

CH t 

⊂月1■ 圏  

CIほ●  

C？言S  

亡HlO  ＼ ＼ ＼  ・i i i i        ヽ ＼ミ ヽ・  ● ＼ ＼ ＼  ＼ ＼ ヽ  ＼ ＼ ＼  i i i i  

CI】11   

庄‾ ：t  什  
● ：放み出し（出力）   

上田はSPC16）のノセリ‾ェリ7り■合ケ示してt・るu（∴■月り鳳間：F●■tO）  

雛け劇周が8PC2帖I：F1－＋l．5PC叫TI：rln十2．8PC刈り：F一■◆】となム。  

269   



（8）モード変更後のデータについて  

・ pH，PCモード忙変更後、PHlデータ．PClデータは有効で  

！まな．い○  

・ MPC 128chモードに変更後、1セットのデータは有効てはなレも  

・ MP C 加算128ch．32cb，加算32chモードに変更後、lセットな  

ぃし最大2セットのデータは有効てはなh（メモリエリアが2面Kあ  

るため）。  

注．CAL ONモード中はhlPC128cbモードK太るのて  

考慮のこと。  

4－1－2 S PC MONI データ処理（W99），SPC（UD．LD）．  

RBM（T．S）カウント  

ディジタルHKシリーズデータと同じてあカ、DPから’のタイミング  

パルス忙合わせてシリーズ8ビットて入力されたデータを直造出カナる。  

なお、SPC∴MONIは PIコマユ′rDVO忙上るSPC MONI／  

RI，MがRPMとなってぃる場合は出力壊れない。（DPからのタイミ  

ンクパルスは出力される。）  

4－1－3 SPC，OBD DHKデータ（W34）  

（1）シリーズデータ（S PCカウント，OBI）カご〉ン】トなど）  

DPからのメイ ミンクパルスK合わせてシリーズ8ビットて入力され  

たデータを直接出力ナる。   

（2）パラレデータ（ステータスデータ）  

DP内てワード構成を行ない、フォーマットのタイミングて出力ナる。  
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4 － 2 ⅩF C処理  

4 －2－1 ⅩF Cデータ処理  

（1）モードおよび分解能  

時間分無能  

七 こ／サ ー  PC モード  PHモード   

2  センサ   1 sec  15．625msec   
8 ワイヤ  （4 sec）  （62．5ms這。）  
4 ch  

注．（）内数字はビットレートLow時○  

但）モードの切換え  

PIコマニ′r－DV6 のOSOにて行なう  

DV6 0SO  101：PHモード  

′  ■11：PCモード  

（3）入力信号  

PE   



（4）データ処理  

① PHモード  

読み出しワード間K入力された最初のPHデータ8ビットをそのtt  

出力ナる。（2番目以降のデータ抜出力てきなぃ。）  

入力が裁け九ば－0－を出力ナる。  

② PCモード  

PHデータ上位6ピット（BO～5）忙ユタディテクター（MⅣCl／21  

ワイヤー（WIREO一丁），エネルギーレベル（CHO～3）のチャ／ネル識別を  

行なぃ、メモリをカウンタとして使用すること忙上月各チャンネル毎の  

入力イベントパルス（P玉：）を読み出しワード間カウントし各チャンネ  

ル毎のカウント数を出力ナる。  

J51 フレーム：7ゴーマブナ  

P Cモードの7レームフォーマットを表4 －2－1忙示ナ。  

表4 － 2 －1 ⅩFC一夕Cモード 7ォーマット   

W5  W21  W37  W53  Wd9  W85  WlOl  Wl17   

1－   1－  1一   1－  2－   2一  2－   2－  

F8n十0                   WD－ClTO  WOlコ11  WO一皿  0－CH3  WO－C打0  WO－CHl  WO－C王ロ  WOlコI3   

〟   〝   ′   ′   ■   〝  

〝 l  〝  〝               Wl〝  Wl〝  Wl 〝  Wl〝  Wl〝  Wl∫  WIJ  Wl〝   

〝  2  〝  〝  ′  ′  ′  〝  〝 ■  ∫   Ⅳ2 〝  W2′  W2 〝  W2 〝  W2J，  W2 〝  W2 〝  W2 〝   
〝  3  〝   〝   〝   ∫   〝   〝   ■   ∫ 

W3 〟  Ⅳ3 〝  W3 〟  Ⅳ3 〝  W3 〝  Ⅳ3 〝  W3 ノI  W3 〝   

〝  4  〝   〝   す   〟   〟   〟   〝   ● 〝  

W4 〝  W4 〝  W4 ′  W4 〝  W4 ノ，  W4 ′  W4 〝  W4 〝   

〝  5  〝  〝  〝  〝  ′  ∫  〝  〝   W5 〝  W5〝  W5 〝  W5 〝  W5 〝  W5 〟  W5 ′  W5 ′   

′   〝   〝   ′   〝   〝  

〝  6  ．〝  〝               W6 〝  W6 ノ7  W6 〝  W6 〝  W6 〝  W6 〝  W6 ′  W6 〝   

〝 ■■ 7  〝  〝  〝  〝  ′  〝  〝  〝   W7 〝  W7ノ7  W7 〝  W7」l  W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 ′   

江●し堅塁 し＝モ」 
cl．1。～。  

Wl几EO・－7  

MWC2／1  
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（6）X FC f，Cモート●のメモリアクセス  

メモリのユリアは一面てある0  

8 7レーム  8 フレーム  

時 間   

1－WO－CHO  
〝  〝   1  

〝 ∫   2  

～  
2」Ⅳ7－CHl  
′ 〝   2  
〟 J   3  

＼   ＼   ＼  

＼   ＼   ＼  

＼   ＼   
＼  

＼  
＼   ＼  

＼  
＼  

＼  
＼   ＼   

＼   ＼   

＼      ＼  ＼   ＼   

巣漢   

訳み出し（出力）   

（7）モード変更後のデータ忙つぃて  

・PHモード忙変更後 1データは有効ではない。  

・PCモード忙変更後 1セットのデータは有効てはない0  

注． CAl－ ON モード中はPHモードとなるのて  

考慮のこと。  

4－2－2 XFC PC9，10，11データ処理（W96．97．9さ）  

（1）分解能  

デ  ー  タ   分  解  能   

PC 9   lsec（4sec）   

PC10   1sec（4seぐ）   

PCll   25伽BeC（1sec）   

江．（）内兜字は  

ビットレートLow時○   
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（2】入力信号  

PC  

（DPよ少り出力信号）  

＿＿＿BOがR已uも¢  

場合は－0■■0■  

■olである。  

（3）データ処理  

PHデータ忙よクリア／7．ロント（鮎ar′／Front）．ディテククー  

（MWC2／1），ワイヤー（WIREO～7）のチャンネル茂別を行左い、メ   

モリをカウンタとして使用ナること托エカ、各チャンネル毎の入力イベン   

トパルス（PE）を読み出しワード間カウントし、各チャンネル毎のカウ  

ント数を出力する。   

・∴なシ、・Rear の場合はWIRE識別を行なわをh。   

（ⅩFC模器側忙てRearの場合はB2～B4を■0■に固定）  

（4）フレームフォーマット  

PC9，10．11のフレームフォーマットを表4－2－2K示ナ。  
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表4 －2－2  ⅩFC PC9，10．11 フレームフォーマナト  

PC9 フォーマット  PClO フォーマット  PCllフォーマット   

F8n十0  FrontMW亡2WireO   

〝  l  〝 ． 〝   〝 l   

J 2  〝   ′   〝 2   

∫  3  ′   〟   〝 3   

′  4  ′   ∫   ∫ 4   

〝  5  〝   〝   〝 5   

〝  6  〟   ′   〝 6   

〝  7  〝   〝   〝 7 

F2n十0  鮎arMⅣCl   

〝  l  ′   〝．2  

F8n十0  Front畑忙1WlreO   

〝 l  〝  〟   〝 1   

〝 2  〝   〝   〝 2   

〝 3  〝   〝   ′ 3   

〝 4  ■   ′   ∫ 4   

′ 5  〝   〝   〟 5   

〝 6  〝   〝   〝 6   

〝 7  〝   〝   〝 7  

は メモリアクセス  

＼ （D pC9，10のメモリ丁クセス  

メモリ  

1面で  ある〇  

:O 

2  

3  

4‾  

5  

6  

7  

FrorItMWCIWir  

〃
 
 
〃
 
 
′
 
 
〃
 
 
〃
 
〃
 
 

′
 
∬
 
〃
 
′
 
′
 
′
 
 

）
 
 

l
 
リ
 
 

M
舛
 
 

（
 
 

注l．－ ： 集債  ・： 読み出し  

2．上凶はPC9（MWCl）を示してぃる。PC＝）（MⅣC2）も向じである。  
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② P C11のメモリアクセス  

メモリのエリ7は1面てある。  

2 フレーム  2 7レーム  

l  l  l  l   ．    t  q  I    l  u  ■     l    ロ        2  （ご；）〔ac  

江．－：集 積  

： 読み出し  

4 －2－3 X F C DHKデータ（W34）  

（1）シ月－ズデータ（ⅩFC カウントなど）  

D Pからのタイ ミンクパルスに合わせてシリーズ8ビットて入力された  

データを直妾出カナる。  

（勿 パラレルデー・タ（ステークスデータ）  

かP内てクート●構成を行ない、フォーマットのタイミンタて出力する。  
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4 － 3 T5M処理  

4 － 3 －1 HX T PO S データ処理  

（1）分解能  

デ   ー   タ  分  解  能  2・センサー（pOSl，2）  各64cb  500msec（2 sec）   
注．分解能の（）内数字はビットレートLow時。  

（勿 入力信号  

PC  

（DP上少¢出力信号）  

。。81。2。。84■。5r。6 

′   

門S 

1                                    て七三：…芸二手 

HXT－POS  

HXT－PP  

P）データ処理  

PO Sデータ上位7ビット忙上カディテクター（HXT－Y／X）．ポジシ   

，ノ（CHO－63）のチャンネル訣別を行覆い、メモリモカウニ′タとして   

使用ナることK∴上月各チャンネル毎の入力イベントパルス（PP）を一定   

時間カウニ／Iし、各チャンネル毎のカウント数を4ビットのスケーラで出  

力ナる。  

したがって、出力するlワード（8ビット）KはIIXT一丁とXとのデ‾   

タが含まれ、上位4ビγトがILXT－X，下位4ビットがIIXT－Yとたる0  
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HXT－pOSデータ出力1ワードの内容   

MSB  LSB  

80  tIl  82  83  B4  ヱ5  8t；  87  

HXT一Ⅹのカウント数  HXT－Yのカウント数  

（4）フレームフォーマアト  

表4－3－1 HXT POS データ フレーヰフォーマット  

lヰ8  

0   

〝  ／′  〝  〝  〝  〝  〝  〝  〝  ／′    〝  ／′  〝  〝  〝  ′′   

＋1  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30  3l   

〝  〝  〝  〝  〝  〝  ロ  〝  〝  〝  〝  ／′  〝  〝  ／′  ′′  〝   

＋2  32  33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43  44  45  46  47   

／′  ／′  〝  〝  〝  〝  〝  ノ′  ／′  ′′  ロ  〝  〝  〝  〝  〝  〝   

＋3  48  49  50，．  51  52●  53  54  5S  56  57  58  59  80  61  62  63   
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（5） メモリ丁クセス  

ノモリのエリアは2面てある。  

：集扶，・：読み出し（出力）  注．   

4－3－2 HXで，Z Yで P C データ処理  

〈l）分牒能  

デ   ー   タ   分  解  能   

HXT－PC   
（2七／サー．4ch）   250msec（1sec）  

Z■rT － PC   
（2センサー．4ch）   〝  （〝 ）  

江． 分解能の（）内数字はビットレート  

⊥ow 時。  
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（封 入力信号   

PC  
（DPよりの出力信号）   

HXT－PH   

（ZYT－PH）  

HXT－PE  

（ZYT－PE）」  

（3） データ処理  

PHデータ忙上少、ディテクター（ⅠⅨT－Y／Ⅹ，ヱYT－2／1）．エネルギ  

ーレベル（CHO～3）のチャンネル隷別を行ない、メモリをカウンタとし  

て使用することKヱ♪、各チャンネル毎の入力イベントパルス（PE）を  

読み出しワード問カウントし、各チャンネル毎のカウント数女出力ナる。  
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（粛 フレームフォーマット  

表4－3 －2 HXT，ZYT－PC データ フレームフォーマット  

HXT－PC データ フォーマット  ZYT－PC データ フォーマット  

Ⅵ佗0  耶2  Ⅶ4  Wl16   

F2n  ZYT－1  ZYT－1  ZYT－1  ZTr－l   

十0  CHO  CHl  ．m2  CH3   

F2n  ZYT－2  ZYT－2  ZYT－2  ZYT－2   

＋1  ′   〝   ′   J   

Ⅵ旬   椚6  W68  WlOO   

F2n  HXT－X  HXT一Ⅹ  HXT－Ⅹ  HXT－X   

＋0  CH O  CHl．  ．CH2  CH3   

ア2n  HXTr－Y  m－Y  HXT－Y  Ⅰ・Ⅸ汀－Y   

十1  〝   ′   ■   〝   

（朝 メモリアクセス  

メモリのエリ7は1面である。  

2 フレーム  2 7レーム  

HXT一ⅩCHO   

〟  〝  3  

【ⅨT－YCHO   

′ ∫  2         〝  〝  1  

Ml  

〝  〝   
〝   〝  

注1．＋：粂 槙  

：況み出し（出力）   

2． ZYT PCの場合も上図と同様てある0  
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4－3－3 T SM DHKデータ（W34）  

（1）シリーズデータ（HXT カウントなど）  

Df■からのタイミングノくルスK合わせて、シリーズ8ビットで入力され  

たデータ左直凄出力ナる。  

（2）パラレルデータ（ステータスデータ）  

DP内てワード構成を行ない、フォーマットのメイミ）′タて出力ナる。  

4 －4 S T S処理  

4 －4 －1 S T＄デー不処理  

（1）モード  

① 5TSH 6Bitsモード ： STST＝10ビット  

STSIi＝ 6 ∫  

②  〝  3’〝  〝   ：STST＝13ビット  

STSR＝ 3 〝  

（カ モードの切換  

PIコマン■ドDV O のO S51こて行をう。  

DVOの085  ■0■ ‥ STSII6Bilsモード  

〝  111   〝   3 〝   〝  

（3）出力周期  

250msec ： ビットレートHigh時  

1 s ec  〝  Low 時  
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（4）入力信号  

PC   

（DP上♪qリ充考）  

STS－MA  

l  

SでS十PE  

DP内御（叩ST）データラッチ・  

（封 データ処理  

STS上♪STS DATA（STSIIとナる）封よびSTS－PE信号を受   

け、STS－PE侶号が入力した時のDP内の時刻データ（5TSTとする）   

をSTSH托付加し、1データ16ビットとしFIFOレジスタ（16段）   

忙嘗摂し読み出しワード忙て出力ナる○  

㈱ ■フレームフォーマット  

フ＼レーム7ォーマットおょびビット内容は  

表2 －11－■1・－2 －11・一 ユ  

K示ナ通力てある。  

（7）モード変更後のデータ  

モード変更後最大16データ旧モート●のデータが出力される0  
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4－4－2 S TS I）HKデータ（W34）  

（1）シリーズデータ（S T S カウントモど）  

DPからのタイミングパルス忙合わせて、シリーズ8ビットで入力され  

たデータを直接出力ナる。  

（2）パラレルデータ（ステータスデータ）  

DP内てワード構成を行ない、7ォーマットのタイミンクて出力ナる。  

4 － 5 共通系データ処理  

各機器ユタの各種入刀信号を規定のフォーマット忙編集し出力ナる。  

（出力ワード：W32－35，W64～67）  

表4－5－11こ共通データ系の一覧表を示ナ。  

（1）シリーズデータ処理  

D Pからのタイミニ′ク㌧べノレフり忙合わせて、シリーズ8ビット ∴または16  

ビットて入力されたデータを直接出力ナる。  

（2）パラレルデータ処理  

DP内でワード構成を行ない、フォーマフ，トのメイミンクて出力ナる○  

（3）アナログデータ処理  

0－3Vのアナ・ロク電圧で入力されたデータをフォーマットのタイミンク  

でサンプルし、8ビット忙A／D変換して出力する。  

（4）C A臥処理  

データと同時に入力されたAC T信号忙上♪データを読み込み、フォーマ  

ットのタイ ミンク忙■合わせて出力する。  

（5）人目K処理  

D Pからのタイ ミンクパルスK上カ、マルチプレクスさ九シリーズlライ  

ンて入力された0－3Vの丁ナログデータをフォーマットのタイミン′クてサ  

ンプルし、8ビットKA／D変換して出力ナる0  
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（6）ア1CAB－DY，OS処理  

PIコマュ′ド用のレジスタの内容をフォーマットのタイ ミンクK合わせて  

出力する。このPICAB－Dv，O S偏号はPICMD STARTコマンド  

受信てリセット盲れ（a11■0■ となる）■11ミたはIo －コマンド受信  

K上♪その内容がPICAB－OS用のレジスタからPICAB－Dv用のレジ  

スタK贋次hIS‘B側Kシフトされ、14個（DⅥ機器指定）：6，OS（動  

作指定）：4）の一1■tたは一0一コーンド受信忙よ♪動作指定，機器指  

定が決定され、EXECUTE コマンドに上♪PIコマンドがS ETされる○  

（EXECUTEコマユ′ドK∴上b PICAB－Dv：F8n＋4，W35のB Oの  

SET／STARTがSET＝－1■となる。）  

そして、次のPICMD SでRATコマンドが送信されるまてその内容が保  

持竜れる○  

なお、DP電源投入時は  

もO BI B2 II3 Bヰ  B5  B6  B7  

PICAB－Dv  l O O O Oこ 0  0 ▲ 0＝PIコマソト3t汀加0  

〝 一OS  O O O O O O O O＝ OSひ一死a11Ioり  

の状態となる。  

（7）DYn－OS処理（n＝0～35）  

各機器指定ととのPIコマニ′ドO S8ビットをメモリK蓄えておき機器指  

定ととのO SをフォーマットのメイミンクK合わせて出力ナる。  

メモリの内容を変更ナる場合は、」二記（6）のPIコマンドを送倍すること忙  

上力各粛苦指定とと忙メモリの内容を変更ナろ。  

D㌣電掛投入埠は各pIのイニシャル時¢状態と一致させるために．、DP  

内てDY O～35－OS を全て■ 0 ■托7リセットナる。  

tた、U V C信号iたはallPlOI「Fコマンド受信時（allPIOFFの  

状聾となる）に比同じく各PIのイニシ「サル時の状惣と一致させるために、  

D P内でDvl～35－OSを全て－0†忙プリセットする。  
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（8）TIhlE処理  

送信タイミング時のD‡〉内時刻カウンタのカウント数を出力ナる。  

（9）RPMデータ処理  

DPからのタイ ミングパルス托合わせて、シリーズ8ビットてAC C上力  

入力されたRphlデータを直接出力ナる。  

なお、本データはPIコマンドDヽ・0に上るSPC MONI／R王IMがSPC  

MONIとなっている場合は出力されたぃ。（DPからのタイミングパルス  

は出力される。）  
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求l－S－1 共通系デー′－t舞  

サン 7■′■隅  

出力クーl－等  01  雪  
lt 占  儲■ 号 名 ♯  デー′一l成                  t▼トt′－ Iti■l  ℃占㌻l   

TlllEl．‡   l●ヒ■ト  王 ●  l●   Fl●－◆○・甘l●．】」  nl●引疇叫■欄  
l  ュ 2   F血   ●・Wコユ   ■EO・－ユ5．庄1  

DP                  DV ■－ 0ぷ   8 ′                 PIC▲▲－DV．08  l■  ′  4   F■●◆●．◆●・WjI  
D♪lP  l   F●■◆雪・W15   

T姐U－0Ⅳ／OFr  ビ■I．′くクレノー  

TuU   TJU－UP／DtyⅣ  
●  l●  

ピ■I㌧バクレ▲  
l   

T増S－ON／OFr  ビ■l．バクー■■・   l  1■   F＝b◆】I●Ⅴ■●・βi  
TH5                  T■占－UP／DWN  ビ■I．バクレ▲  F12■◆lI・腎■■・■■   

8CNV  B⊂NY－○Ⅳ／OFF  lビ■ト．′くクレー   ●  18   ∫コ才■■Jl・■●J・8壬  

8▲T  J▲T－L T／rをど  ■ビ′l．パタレ■・   ◆  l■   Fコ1■◆｝l●Wユ▲・■王－8丁  

PeU CtlG T／F  Iビ■I．パタレ  Fユ壬■＋ュ○・Ⅴさ●・8l  

PC【J  
t  】●  

Fユ王■◆lO・Wlt・ュl   

U▲欄  Ⅴ ▲ⅣT ▲／8   lビ▼ト．■べタ■′   ●  1●   F32轟◆】】・Ⅶ＝l▲・■l  

S▲  S′▲ⅣT ▲／■   1ビ■ト．′■クーり■   ●  l●   Fユ王■◆l】・W0l・■○  

∫■伝送t－r   tビ●I．パター   ●  l■   ∫：ほ■◆l】・W｝▲・■▲覇  

CⅡD ▲／8   lrニ ー．′くラー   ．■S  王   Ft■●王・Wユ王・上●一丁  

T⊂S（SCOト0凡′勺Fr  lビ■l．バラレ   ●  l●   ぎ】壬■◆lI・■＝ll・t‖  

TCS                                             t■応瓜mOIT鋸IS  lビ■ト．バクレ   ●  l●   F＝■＋王t・W｝▲・■●  
P8亡 £N▲／DIS  Iビ′l．一こタレ   t  l●   Fl王ム◆壬王・WJt・β5  
tR爪町MIS  1ビ■ト．バラレ  ▲   Fl■◆丁 ●W●5・80  

TC8   ●ビ■ト．シザー   ●  ld   FI2わ◆｝・W●l   

C山凡  ▲GC   ○－■十3V．丁ナ○′   lヱS     Fh十l・Wユ2  

DモC ON／OFF   1ど▼l．バクレ   0．l  2   ∫▲■◆王・W事2・■○－a  

CIJD  さー，ト．バクー   吼5  2   F仙◆l・W】2   

PDL  PDL－EXT   ■ピ■l．′～クレ   ●  l●   F”。十川・WOい8l－l  

▼曾丁ヽく又サー′スtど  dtご■l．ノ；テレ   l  

F7・W●l  

PRT        l   CⅣ∫C■■01止モ11  

W9■－t2Tt僕用  

▲⊂ヱ ON／OFF  ピ■l．ノニラレ▲  t    d  

d   

▲CE1 6T▲TtJ5    ビ，ト．ソリ＿  ●    2  ア● 7 ■W0l  

▲⊂E量 ST▲TIIS     ■     rib●W●l  
▲（：E  

〟▲G】 ざT▲TUS     l     Ft】り■●l  
■▲GI ST▲TUS   l亡■l．ツリー  8   l王  F：ll・Wt■   

【ウづり  

庄l．Fmからの鑓  ② ■ユ8（■一ユZJむ q－10（トムユ1）  

uJmバ．2■●l（■L O－ユ1）  伽 山一21＝ご・33一）⑳ m▲58（■F3さ）  
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衰l－S－1（つづき） 集■黒デー′一t茨  

すュ′7．■用鋼  

q甚  慮 号 名 ホ  デー′■丘     出力ワーI■専   愴   考  
艮i■b   

（つづさ）  】■ビ■ト．シ，－ズ  血5■  2■  F●■十l・≠1トト．1l  

RIG5   Idビ■ト．ケγ－■  色5  ヱ  Fl▲十」・W■●．■丁  

1R－PW   1■ヒ，ト．シり－メ  ロ  ●  Fl■◆○・W■l．●さ  

lR／lP－Fl   10ビ▼ト；シサー．く    l  F8■◆】・Wdl－．t与  

▲C∵E   

W打EEL CNT  ○－＋3V．丁ナログ    ●  F●○◆○・W■●  

W托EEL T▲CftO  ○一一十3V．丁ナ○グ    1  Fd■◆○・W占5   

RIG  RIG－ON／OFFなど  ■亡■ ト ′くテレ▲  ●  t ●  F＝■◆2丁・サーい82一丁  

S▲占－0〃／OFP  Iビ■ ト パラレル  ●  ld  Fユ2■◆tO・Y8●・8●  
5A5  

5▲S   】丘ビ■ ト ツリーズ    l  F●血＋S・WO●．．■5   

G▲－○Ⅳ／OFF  Iビ▼l．シ，－ズ  1  1l  FM■■i9・WO▲．85  

G▲ Ⅹ   ○・－＋3V．丁ナ■タ    t  F■■・H・WO↑  

G▲  ○・－十王V．丁ナ■タ  ロ  ▲  ．F●■◆●●≠＝li  

G▲ Z   ○－◆lV．丁ナログ    l  Fl■◆l・W●i   

○・－◆｝V．丁ナ■タ  Wユー   凡よにて－ルナプレ  HX  ▲且k  タ▼されて人力   

▲亡C－10Ⅳ／0」Pr  1ビ■ト．バクレノー  1  l●  アユ之血十l●・恥l．8丁   

▲CC  
など   

鳥ビ■ト．シリー．r  125  瓜5  W9事   
6P⊂■1｝lLと旬■  

RP絨  えて出力  

EPT  E♪T一⊂LOCI【たと  ●ピ■ト．バナー㌧■  ロ  4  Fl■◆丁・W●5・■●一丁  

▲腋■0欄／Orl－  ●ビ▼ト．パラレル  l  t 8  F32q十1才・Wユ●・80→3  

▲州■                ▲几｝■l‾●○■ ▲〃S  占ピ■ト．シリーズ  1  l■  F】Zq＋●・Wユ」  
▲∬〟 p▲T▲   さど′I，ツワ・一大  l  lO  Fユ王▲ナ】lWユ▲   
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5．DP出力信号  

5－1 P CM出力信号  

（1）S王，M REAl一  （2048／8192 bps）  

（2）SPM REC  （  ′  ）  

注1．両者はデータ戎別ID：DPID（F8n＋2，W35）の80  

（Sで出払GE／阻Ⅰ一）  

が違うのみてある。  

5 － 2 バイナリー信号  

表5－2－1K示ナバイナリー信号を出力ナる。  

バイナリー信号はUPカウンタ（立下身一致）出力てある0  

信号名称（一例）  

①・′P F／BB－000＿  …・ビットレートHigh／lowで切換わる  

ビットレート Low時ミ  

High時  

② pF一旦望∋ …‥周批一定（ビットレートのモードKは無関係）   

L脈名  

5－3 読み出しワード信号（ROW，HKTX信号など）  

DHK等のツリ丁ズデータのDPての読み込み時刻を示ナ■読み出しワー  

ド信号－（ltたは2ワード幅）てあゎHigh LevelのときPF／BB  

（シフトパルス）忙⊥少各機器はデータをシ7トナる。  

出力信号忙クリッチ（ヒゲ）はなし。  
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5－ 4 BIT RATE H／L 信号  

DPがビットレートHigh／Lowどちらのモードて動作してぃるかのステ  

ータスを出力ナる。  

11l  

ピットレートの移行タイ ミノダは、3 －1項忙上る。  

5 － 5 C Al． 信号  

DPが CA工一 ON／OFF のどちらのモ」ドて動作してぃるかのステータ  

スを出力ナる。  

■1l  

ON  OFf－  

CAL ON／Of、F の移行タイミン′タは、3「2項K上る0  

5－ 6 PIコマント■解説信号  

川 O S信号  

pIコマソト▼のO S用レジスタの内容を出力ナる（O S O～7） 

この05信号は■pICMD5でART■ コマンドでり’セット去れ、■1－tた  

は一0■ コマント●K⊥カその内容が順次朋S B側にシフトされ、14個の  

■1－または－0－コマント●が送信されて有効となるハ  

（2）DV信号  

PlコマンドのDV用レジスタの内容てデバイス番号（機器指定）を解読  

し、EX】王CUTEコマンド（PICMD SE一与）信．号をそのデバイス陀出力す  

る。各機器は、このDV信号忙上少O S信号（動作指定）をラつチする8  
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（3）hID信号 （S P C用のみ）  

PlコマンドのDV用レジスタの内容を出力する。  

このMD信号は●pICMD STARで一倍号てリセットされ、■l－または  

－ 0 ■コマンドKよ少その内客がO S用レジスタ上♪仮次MS B偶にシ7トさ  

九、14個の■1－せたは－0一コマンドが送信されて有効とをる。  

（4）S C信号 （S PC用のみ）  

PIコマント■のDV用レジスタの内容が機器指定0－31のときEXECUでE  

コマンド（PICMD SEで）信号を出力ナる。  
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貞5－ 2－1 D P バイナリー出力庖月  

t！り毛織   用  度  ○   月  朋   備  考   

P▲   才石乙1▲t   KH五   181170  一■■   

P8   131．072   丁．¢2939   

PC   丘iS38   15．2588   

PD   32．7丘8   ユ仇51丁一i   

P王：   1＆3さ▲   ‘1．8352   

PF   819ヱ   12之OTO   Hirb 8ilR■l●  

8▲   1．096   21▲．111   

88   2．018   4さ8ヱ8l   LロⅣ 8itR■l●  

βC   ユ．02l   9丁鼠583   ni小W■∫d Rlt●   

W▲   S】2．0  比工   1．9Sユ13 山1 

Wtl   256．0   ‡．90825   LOⅣ‰r一山l●  

WC   128．0   丁．812S   

Wp・   6▲．0   15．与25   

WE   ユ2．0   3l．25   

WF   16＿○   丘二乙5   

WG   さ．0   125＿○   hi小rr■卿■R■l  

F▲   4＿0   250．0   

F8   Z．0   500．0   L併r■Fr■かピーhl●  

FC   1．0   lo  t亡   

FD   500．0  xl．0‾■冗王   乙○ニ   
Fご   ヱ50．0   1・○こ   

FF   125．0   8■し   HifbSIIbFR■lt  

5F▲   ‘2j   】‘．0   

Sf■8   3l．2S   3乙○   

SFC   1ま．82S   0l．0（1．0占古丁－）   

LOWSobFR■一 丁              l   

SFD   丁．8125   128月【乙13ココ J   頭   
SFE   3．90与25   2S6．011．2667   E   

SFF   l．95313   Sl乙○【8j333 ）   Z  

SFG   97（＿5ユー ■10－■山王   102▲．0（17．U与古7】   

SFH   ▲88．28】   20●さ■lユり33 ）   

SFl   211．1tl   4006．0（l．1378Hり   T  

5∫J   12ヱ．070   819乙○（2．王丁5る   

SFK   61．0352   】638l．0 り．551】   班   
SFL   30．与178   327占8．0‘9，】022 ）   E E 

SFM   15．2588   丘SS36．0118jO▲▲   

SFN   丁．‘29：19   131072．む＝I丘101＝R）   

SFO   3．81170   262111．0（丁2月I78   

SFP   l．90丁コ5   5212880（l15．丘3S   
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6．入力電臣，消費電流   

（1） 十5V  20mA（TYPう，40mA（MAX）   

20mA（TYP），25mA（MAX）  

10mA（TYII），15mA（MAX）  

荘l．TYPの消費電流は平均的動作時の予想値てちる0  

2．MAXの  ∫  観軌データ丑が増加した場合の予想値  

てある。  

（2） 十12V  

（3） －12V  

7．使用温度範眉   

（1）性能維持温ま範囲 ： －20℃ ～ 十50℃   

（幻 機能 〝 〝  －30℃・－ 十60℃   

（3）保存 〝 〟  一55℃ － 十80℃  

8．機能系統団  

DP内部の機能系統図を図8－1佗示ナ。  

9．・機械的性能  

（1）外 観 寸 法 ＝   300×250（200）×180㌔用   

（幻 重  畳 ：   7・4kg   

（3）ケース表面処理 ：   黒色塗装   

（4）外  観  図 ：   図g －1に示す。  

293   



釣8－1  DP職位黒鼠国  

′イミンク信号   

各サ碁へ  

ワ丁ルアータ   

Tll‘＼  

l′コートーデー′   

D Rへ  

ビ，．トレーIIレ′L   

信  号  

C▲L信号  

＿＿ Plコマノー‘出力  

各根占へ  

l  

＿＿＿＿＿＿」＿  
Plコ1rン′ド   

アコー′  
コ▼ニ′ r  l′1シーバ  

コマンド入力ーー  

・・－－－一一・主なデー′信句  －－一 三な加御信号  
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吼鹿討測温馴  

孝一輌 如「紐  
解下・嵐痛工尊㈲  

l．概  要   

人工衛星は宇宙空間の中で地上とは異なる環境におかれている。  

太陽の当る面と影の部分では数十度の差があり，また搭載機整の発勲などにより温度の分  

布が変わってくる。  

衛星各部の温度を卿定することは，各部の動作状態を知ることばかりでなく，熱設計の面   

にフィードバブクされ，より正確な設計を行なう為の貴重なデータを提供することになる。  

衛星各級器の電源は太陽電池により発電されて一部蓄電池に著わえられると共に，レギュ  

レータにより安定化されて各校器に供給されている。  

この電源の動作・状腰を監視することは衛星を遅用する上において最も重要なことである。  

また，級別告においては，高圧電源の電圧や観測の状態などをモニタすることが観測デー  

タの解析上必要になってくる。   

これらの温度・電圧等をモニタすることがHKの目的である。   

HKのチャンネル数は64chあり，温度35点，電源系8点，Pト系28点および測定系  

の補正をする為の校正電圧2点の計73点で内温度2点，Pl系15点は温度セソサ，PI側   

で切り換え，64⊂bにおさまっている。  

温度の泄定は白金温度センサを用い．竜電流をセンサに供給した時，温匿変化によって抵  

抗飽が変化するか．その抵抗値の変化を電圧の変化として取り出Lている。他の項目も電圧  

の形にして入力している。  

H KはATT（アブテネ一夕）部，切換走査部，デコーダ部．増巾部及び定電圧部より構  

成さ巧各信号はATTl部で減衰され入力レベルが調整されちデコーダ部でDP（データ7’   

Pセプサ）からのコントロール′りレス6bitを受けHK内部のコントロールバルスを作って   

いる。切換走査部ではデコーダ部からのコソトロールバルスでFETを用いたアナログスイ  

ッチを駁次切り変えて64項目の並列データを直列データに変換している。増幅部ではこの  

データにそれぞれの項目に合ったバイアスを加えて所定のレベルまで増幅しDPに送り出し   

ている。定電圧部では温度センサ用の電源およぴ′こイアス用の基準になる安定化した電圧を  

作っている。  
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2．構  成  

区 分   品 名  数 量   備  考   

本  体   〃 Ⅹ   

温度 セ ン サ  32   白 金：セ ソ 

検  出  昏  

等圧 セ ン サ   6   精 密 抵 抗   

付  属  品  計装用コネクタ   6  

プロブタ図を第1回に示す。  

3．性  能   

3．1 電気的性能  

3．1．1 電圧測定系  

（11劃 定 範 囲 ：測定項目参照  

（2）制 定 方 法： 抵抗分圧  

（3）．出力等圧鈴鹿 ： 23t±2℃ において  

0V ： 士0，06V  

3V ： 士0．0 9V  

（41検  出  器 ： MFAlO kflCTIAX6  

（電源系のみ）  

3．1．2 温度測定 系  

（l）油 定 範 囲： 測定項目表参照  

（2）約 定 方 法 ： 白金温鑑センサによる  

（3）検  出  器： Qn516PT 50Jl±1第（20℃）  

（4）検出器感度： TL O＿38mV±0、1節／’c  

TH O．24mV±0．1事／て  

（5）出力電圧・掃匿 ： 23℃±2pCにおいて  

0V ： ±0．0 6V  

3V ： ±0，0’9V  
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3，1．3 総  合  

（1）周 波 数 特 性 ：  

（2）出力電圧温度トリ7ト ：  

（3）出力電圧経時ドリフト ：  

DC－200Hg（士1dB）増幅部   

一30－＋60℃において士30mV以内．   

300時間のランニノダテスト中におけるドリフトは  

士10mV以内   

（4）出力インピーダンス ：100il以下   

（5）コントロー′レ勺レス電圧： －1’ 2．0－5．5V  

“0’ 0．9－  0V   

（6）コンlトロール′りレス受けインビータソス ：  

“1－ 5Mn以上（4．5V）  

“0’ 5M血以上（0．2V）   

（7）出力立上り時間遅れ：10qJ‘S 以下  

（8）コマンド′りレス寄圧 ：10－17V   

（9）コマンド受けインビータソス ：  

HK－ON  250il士10≠  

HK－OFF 25011士10¢  

¢d 校 正 電  圧：  （23士2℃）   

（－30－＋60℃）  （ 

CAL－A  

2．5V±1≠ （23±2■c）   

2．5V±3≠ （－30－＋60℃）  

CAL－8  

抽 入力雷圧，消費電廟 ： ＋12V土4第 10ⅡlA 以下  

十 5V士5年 140mA 以下  

－12V士4濁  30mA 以下  

¢分 外 部 操  作 ： 〃K－ON  

（CM）  HK－OFF  

拍 7 ソ サ 信 号 ： な し   

3．2 敏雄的性能  

（l）外 形 寸 法：190士2×162±2×55±l（＿）  

（コネクタ・ビスを除く）  

（2）重  量 ：1、900F 以下  

（3）ケ ー ス 材質 ：■ A5052P  

（41ケース表面処理 ： EPICO 2000 黒色半つや塗装  
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オ7桑ニ ト＝＝項痘泉  

．仏  碩 喧  し ユ シー   判定内容  C〟〟  項 卓   レ ン ニゾ  ：則定内容   

∂－  亡月【一月  〃〃－C月⊥  j～  T」－4   －∫クーナ才（〉℃   β月Tセル 7   

ロ  こ月1－β  n   53  j  l z   
～  Fp－P  ∂～ナjOF   βUβ毛丘  J4  占  C〟アー～・C   

3  8月γ－ア 朗丁モ．I三  j5  7  βC〟アーC   

4  E5－Z別ワ  0一寸4（）ア   ナZ∂ア忠む電圧  5‘  牙  丁〃ぶ－C   

∫  亡ぶ－／～P  0′－り∫F   ナ／ZV  ∂7  9  ぶ〟〟〃r亡   

る  亡ぶ－JP  ∂－ナス5V   十∫7  j∂  ／0  占PC－TJ   

7  Eβ－／Z〟  0八一／5F   イZア I   5？  ／J  IT～   
さ  Jc－P  0－ナ才月   ぶ亡占わ毛軋  40  ／～  ぶ丁ぶ一β   

9  エよ－P  ー‘～■ム月・   8月Tあ故亀も、  4J  ／j  lP〃丁   

／0  アー45  ∂～＋3V   4∫F如モニタ  4～  J4  rFCJニュへ■   

′／  アー∂町月  ～才一 I  4j  ／5  XrCか）ニタ   

ノ～  I－〃4C   u  〃月C亀虫ニタ  ．44  ／d  占Aβ一β   

／j  r一斤IG  0 一－ナ5ア   尺7年電三丸モニタ  45  1 ／？  イ即萄／てネル上一l   

／¢  エ00P  1／レフ㌧ニタ  留ム    J訝！  上－Z   

JJ  J一戸rCOrF   l  ILち封凝  璽47   ／9！  乎－J   

′‘  〃F一β丁∫  ♂・～ナ∫ヲ   J汀β高圧乙ニタ  4ど   ～0彗  ナZ   

／7  ぶHT－∫丁5  4q   ～／   川 川 H  下－J   

／才  BO5－〃ロ〟工  ∂0β－モニタ  ljO  ～Z   l 下・Z   

／9  5TE斤－〃0〟工  ズ9－イ喜与も＝ク  5J  ～5  圧書FiエJLフ上面   

～ク  い押‾JT   ま  丁β〃高圧Lニタ  5～  2年   i下かシェルフ上底   

∫j  ～5  ～／  HV■一7丁   ；下郎三工Jしフ丁置l   

～～  Hアー月J～⊂1  5佗仰℃高圧モニタ  ∫4   ～‘  ；スラ封巧yT   

～j  〃Ⅴ一月Z～C～  5j    ■  ～7！  カリフーう   

～4  〃F一尺βH  u   ∫ム  蔓  こ予  東雲叶揉ル   

～∫  〃アー×FC  γfC高圧tニタ  57  I ご9  丁β〃一言・C   

～畠  木●ニヾ／．～ニク巨  ∫fC棺／ごヱ．Zニだ丘  J才  TH－J   ー／さクへ′岱¢℃   ∫書げいけワイけれヲ   

～つ  頂已〃ⅣCrJ．～   〃ⅣC・J，Zカユ已  ∫9  ～  下郎八○ネノレ   

～タ  〔此lヘル〃町亡一1   I 一班困  △〃  5  ハ○いしじニシ   

～9  TL一丁  －jO－′占がC   β．肝パ   占／  4  H   lJヾトル恵一′   

jク   l～  一～○～ナ∫D■亡   8尺   ‘？  ∫  萱 I z   
j／   l5  ナdO～J即l℃   斤ー古色こりブロツワ  Jj  占  G月一ぶ   
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i5．ざ．包  加蝮卦測  

尊顔科当珂，森屑妻濾  
糸下風指三条（棟）  

1．概  要   

空間に固定されたある軸に対しスピン軸がある一定の角度βを保ってその軸の回りを回る   

運動をプリセプショソ運動といい・この 角度βをプリセクショソ角という。  

衛星とM3AモータがM22モータから切＃された時，このプリセッション連動を起すこ  

とがある。プリセッション角がある倍以上になるとM3Aモータに点火しても衛星軌道にの  

らず地上に落下する可能性があり保安上問題がある。  

衛星軌道にのった後もプリモッショソ運動を起しているとパドル展開などに支障をきたす。   

．また打上時に衛星が遭遇する縦加速度・槙加速度や振動などの計測も衛星の環境を知る上  

で重奏なことである。  

ASTRO－B衛星に搭載されるACCはこれらプリ・tツション角を湘定するPRM，縦加  

速匿のⅩs▲■，検加速度のY一・Z一，スピン周期のSP．振動加速度のV2 の計刑項目から成  

っている。   

1）PRMは較軸方向に向いた2個の加速度検出器をスピン軸から同一距離に配置し，それ   

らの出力を演算し結果のデータを出力するとともに設定値以上のプリセ，ショソ角になる   

と警報信号を出力する装置である。PRMは検出器，増幅部，演算処理儲，判定部およぴ   

A／D部より焼成される。2個の加速度検出蕃で検出した縦加速度を2偶の増幅回路でそ   

れそれ増幅した後，演算地理してA／D部に送られる。演算処理出力はアナログーデータ  

であるが，DP（データプp」ヒプサ）にデジタルデータを送出する必要が有るためA／D部   

でアナログーデジタル変換をしている。判定部では設定されたプリセプシ℡ソ角以上になる   

と信号をDPに出力するようになっている。  

設定は．本体についているショートコネクタの結線を変えるだけで簡単に行なうことが  

できる。  

MDコネクタから信号を入力することにより演算処理部及び判定部を校正することかで  

きる。   

2）XS▲はPRMのうちの1個の縦加速匿出力を緩衝増幅部を適して出力Lている。  

この出力はチャンネル切換部により，衛星切り離しまでⅩS▲ の出力をFMに送り切り   

離し後SPの出力を下Mに送るようになっている。  
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3）Y一・Zlは検出部，増幅部より構成され，その出力はSDコネクタを通って82－PL部  

のテレメータに送られている。  

SPはZ▲ の出力を利用Lてスピン周期を測定するもので緩衝増幅部を通った後XS▲と  

チャンネル切換される。   

4）V2 は検出器と増幅部で構成され．出力はS Dコネクタを適ってB2－PL に送られるt   

8z－PLからのCAL信号により増幅細の校正が可能である。   

5）．この他，電源のON／OFF，センサへ安定した電源を供給ナる安定化電源から成る電源  

部がある。  

なお，電源系はACC－1とACC－2に分かれており，B2－PLのテレメータに送られる  

Y4，V2およUZ一 の一部かACC－2系となっている。これはACC－2でONされ，ACC  

－OFF又はACC－ChangeでOFF し，出力瑞垣絡事故等を防いでいる。  

又，それぞれの増幅部はD Pからの信号により校正を行なうことが可能である。  

2∴隋  成  

区 分  晶．名   数 量   備   考   

本  体   AC C   官 給 品   

PIしM－1   〝  

PRM－ 2   〝  

検  出  器  Y●   〝  

Zt  i】   〝  

l  

V2 
‡   

計装ケーブル   1式   

付  属  品  

計装岸コネクタ  1  

国1 にプロブタ回を示す。  
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3．構  成   

3．1 電気的性能  

3．1．1 P R M  

（1）測 定 範  囲 ：  

（2）測 定 鰐  皮：  

（3）周 波 数 特 性：  

（4）検  出  器：  

（51検 出 器 感 度 ：  

（61検出常不正感度：  

（7）検 出 器 抵 抗：  

（引 A／D ビ ット 数 ：  

（9）A／D  誤  差 ：  

dけ 判 ■ 定 誤  差：  

3．1．2  Ⅹ S▲  

（1）拙 走 範  囲 ：  

（2）測 定  精  度 ：  

（3）周 波 数 特 性 ：  

（4）定 格 出 力 電圧 ：  

（5）出力インビータソス ：  

（6）校 正 出 力 電 圧：  

（7） 出力電圧温度「リフト ：  

（8）出力電圧経時ドリフト ：  

（9）検  出  器 ：  

3．1．3  Yl・Zl  

（り 測 定 範  園 ：  

（2）劉 定 精  度 ：  

（3）周 波 数 特 性 ：  

（4）定 格 出 力 電 月E ：  

（5）出力インピーダンス ：  

（町 校正 出 力電 圧：  

（7）出力電圧温度ドリフト ：  

0→ 450   

士10≠   

DC－10H王士30≠（－3亜）   

4－2（I2－0．001士20G 2 コ  

1mV／G三ぎ言霊（印加寄圧5V，出力開放）  

1％  

350n士10節   

8ピグト   

士2LSB   

±50  

－5－＋20G  

士3虜FS   

DC－200Hz（－0．5亜以内）   

5V±1≠   

100血 以下   

5V士1≠   

士200mV（一10－＋50℃）以内   

士50mV 以内   

PRMの2コのうち1コの出力を利用  

一5－＋5G  

士3ずF S   

DC－120Hz（－0，5皿 以内）   

5V士1≠   

100n 以下   

5V±1≠   

士200mV ■（－10－＋50℃）以内  
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（8）出力電圧経時ドリフト ： 士 50mV 以内  

（9）検  出  器 ： 4－2（）2－0001士20G   

8d 検 出器 感度：1mV／G！子吉霊（印加電圧5V，出力開放）  

錮 検出苦不正感度：1¢  

相 模 出 若 妻i抗 ： 3・50rl±10す   

3．1．4  S P  

（1）測 定 範  囲 ： 0－2．5Hz  

（2）測 定 精  度 ： ±3賃FS  

（3）周 波 数 特 性： DC－・120Hz（－0・5dB以内）  

（4）定 格 出 力 電圧 ： 5V±1¢  

（5）出力インピーダンス ：100n  

（6）校 正 出 力 電圧 ： 5ヽ′±1≠  

（7）出力電圧温度ドリフト ： ±200mV・以内  

（8）出力雷圧経時ドリフト ： ± 50Ⅱ】Ⅴ 以内  

（9）検  出  器 ： Z－ の出力を利用   

3，l．5 V2  

（1）劉 定 範  囲 ： 20G  

（2）測 定 精  度 ： ±3≠FS  

（3）周 波 数 特 性：10L3．000Hz（士0・5dB 以内）  

（4）定格出力レベ ル ： Odpm  

（5）出力イソピーダンス ： 200n 以下  

（引 校正出力レ ベル ： OdBm  

（7）出力電圧温度イリフト ： ±0．5dB以内  

（8）出力苛圧慈時ドリフト ： ±0．5虚以内  

（9）歪  率： －40dB以下（0曲m lkH2）  

的 増幅器入力抵抗：1000Mn±10¢  

帥 検  出  器 ： 22・4C  

拍 検 出 器 感 度，：11PC／G（NOM）  
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3．2 イ ンターフェイス  

（1）入力電圧・電流： ＋12V 30mA 以下  

－12V 25mA 以下  

＋ 5V 70Ⅱ】A 以下  

（2）外 部 操 作： ACC10N  （CM）  

ACC2 0N  （CM）  

ACC OFF  （CM）  

ACC CHÅNGE （CM）  

CAL  （DP）  

PRM CAし・′MEAくMD）  

PI‡M CAL－IN（MDl  

（3）ア  ン  サ ： ACCl ON  （5V）  

（4）A CC モ ード ： 3ビット   

3．3 践械的特性  

仙 外 形 寸 法：本体190±2×162士2×75＝2  

PIiMl．2 25．6x25．6×26．34  

Y＝Z136±q345加3x32．3±8コ  

V2  ¢16，3×13，2  

（ビス，コ不〝タ，ケーブルを除く）  

（2）重  量 ： 本体 2．2晦以下  

P馴1．2 85タ （1コ）  

YI Z．150タ （1コ）  

Vヱ  16ク  

接綬ケーブル 500タ以下  

（3）ケ ー ス 材質 ： 本体  A5052  

Yl，Z▲ Ltアングル A5052   

（4）ケース表面処理：本体 エビコ2000 黒色羊つや塗装  
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